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新しい 旅 べ の 取り 組み 


お客様 の 安心 と 安全 を 第 一 に 、 旅 を 楽し ん で いた だ く た め に 


JTB ガイ アレ ッ ク の 国内 ツア ー は … 


まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま 2 


MM ツア ー に お ける ご 旅行 参加 者 の 体調 管理 
添乗 貞 や 現地 係員 が 同行 する ツア ー で は 、 毎 日 参加 者 全員 
(添乗 員 、 現 地 係員 、、 ガ イド 、 バ ス 乗 務 員 を 含む ) の 体調 確 
認 を お こない ます 。 


ガイ ドラ イン が 周知 徹底 され た 旅行 サー ビス 事業 者 の 選定 
旅行 サー ビス 提供 事業 者 に つい て は 、 原 則 と し て 、 各 業界 
団体 の 作成 し た ガイ ドラ イン が 周知 徹底 され て いる 事業 者 
を 選定 し て お り ま す 。 ご 利用 いた だ く 交 通 機関 や 宿泊 施設 
へ は 、 弊 社 が 定め る ガイ ドラ イン 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 
拡大 防止 の 取り 組み 」 へ の ご 協力 を お 願い し て いま す 。 


まま まま まま まま まま すま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま 


慰 各 交 通 機関 や 宿泊 施設 の ガイ ドラ イン に 従っ た 利用 が で きる 
よう に 、 旅 行 日 程 の 管理 を お こ な っ て いま す 。 
民 バス 利用 に は 、2 席 を お 一 人 で ご 利用 (一 部 区 間 、 行 程 を 除く 場 
合 が ご ざい ます ) 
慰 快適 な 旅 の た め に 、 お 客 様 へ の お 願い 
マス ク の 着用 を お 願い いた し ます 。 社会 的 距離 の 確保 、 手 
洗い 、 う が い 手 指 消毒 へ の ご 協力 も お 願い いた し ます 。 事 
前 に お 渡し する 「 健 康 チ ェ ッ クシ ー ト 」 を ツア ー 出 発 当日 ご 
持参 下さ い 。 


Bl お 客 様 へ の ご 案内 と お 願い 邊 


一 お 問 合 わ せ ・ お 申込 み 
ご 希望 ツア ー の 掲載 ペー ジ と コー ス 名 、 出発 日 を 


16 時 30 分 まで に チェ ッ 
クイ ン 、9 時 以降 に チェ 
ッッ クア ウト し ます 。 


定員 18 名 以下 で 快適 な 
旅 を 体験 で きる 少 人 数 ツ 
アッ ーー で の 宣 、 


お ひと り 様 の お 部 屋 を ご 
用 意 し て お り ま す 。 


バ パス ガイ ド が 乗務 し ます 。 


現地 を 熟知 する プラ ン ナ 
ー が 吟味 し た 、 ワ ン ラ ン 
ク 上 の 厳選 の 宿 に 宿泊 し 
ます 。 


お ひと り 様 で 、 バ ス 席 を 
並び で 2 シー ト ご 利用 い 
た だ け ま す 。 車内 で ゆっ 
た り 過 ご し た い 方 に お す 
すめ の コー ス で す 。 


※ 一 部 区 間 ・ 行 程 を 除く 場合 が 
あり ます 。 


ご 出発 日 の 90 日 前 まで の 
ご 予約 完了 で 3.000 円 割引 
させ て いた だ き ま 導 ぁ 


※ キ ャ ン セ ル 待 ちの 場合 は 適 
用 外 と な り ま す 。 

※ 早 期 割 引 申込 み 期 限 日 の 翌 
日 以降 に 出発 日 変更 、 旅 行 
者 交代 、 コ ー ス 変更 、 人 数 
追加 ・ 取 消し が 発生 し た 場 
合 は 適用 外 と な り ま す 。 


ツア ー の 催行 (出発 ) が 
決定 し て いま す 。 


あと 数 名 の お 申し 込み で 
ツア ー の 催行 (出発 ) が 
決定 し ます 。 


コー ス の 出発 地 「 東 京 
発 」' 大 阪 発 」「 東 京 ・ 大 
阪 発 」 等 は こち ら で ご 
確認 下さ い 。 
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お 伝え くだ さい 。 


國 グ ルー プ で お 申込 み の お 客 様 

旅行 の ご 契約 者 は 代表 の 方 と な り ま す 。 誠に 恐 
縮 で す が 、 日 程 表 や ご 請求 書 な どの 案内 書類 は 
代表 の 方 の み へ の 送付 と な り ま す の で 、 あ ら か じ 
め ご 了承 くだ さい 。 


画 旅 行 代金 の お 支払 い 

お 振込 みち も しく は クレ ジッ トカ ー ド 決済 に て 承っ 
て お り ま す 。 J TB 旅 カー ド ご 利用 の 場合 は 、 お 
近く の JTB 店 舗 に て お 申込 み 、 お 支払 い を お 願い 
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秘 湯 の 旅 

「 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 加 盟 旅 館 
を 中 心 に ご 案内 。 ツ アー 参加 で 
秘 湯 スタ ンプ 帳 に 押印 で きる 
の は 当社 だ け の 特典 !「 季 節 の 
秘 湯 め ぐり 」 を お 楽し み 下 さい 。 


山 旅 久 ウオ ー ク 
初心 者 $ 安心 、 ゆ と り の 山 旅 ス 
タイ ル を 新 提案 ! 日 本 山岳 ガ 
イド 協会 認定 ガイ ド と 登山 ス 
タッ フ が 安全 で ゆとり ある 山 
旅 へ ご 案内 し ます 。 


人 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 会 員 宿 に 泊まる コー ス も 充実 。 
人 登山 コー ス は 75 歳 まで ご 参加 0K。 





※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。  ※ 花 の 見 頃 や 紅葉 、 積 雪 な ど 時 期 は 年 に よっ て 異な る 場合 が あり 、 ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 

※ 日 の 出 や 夕景 、 雲 海 、 星 空 観測 な ど 気 象 条 件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 

※ 音 楽 ・ 観 劇 ・ 美 術 恨 な どの 出演 者 や 演目 ・ 和 鑑賞 内 容 は 予定 で す 。 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 

※ 掲 載 ツ アー は 2021 年 10 月 15 日 現在 の お 客 様 の お 集まり 状況 か ら 掲 載 に し て いま す 。 そ の 後 の 状 況 で 満席 (個別 の 部 屋 タ イプ の み 満 席 の 場合 も 含む ) ま た は 催行 中 止 の 場合 が ご ざい ます 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 

表紙 写真 人 の 八甲田 ロー プ ウ ェ ー (イメ ー ジ ) / 猪 苗代 湖 と 磐 和 山 (イメ ー ジ ) なまはげ 柴 灯 まつ り (イメ ー ジ ) / GLISCELTO (イメ ー ジ ) / 登 山 靴 (イメージ) / 門 松 (イメ 
ー ジ ) / 椿 (イメ ー ジ ) / 日 本 秘 湯 を 守る 会 提灯 


【 全 コー ス 共 通 】 欠 ご 出発 前 日 まで に 添乗 軸 よ り 各 グル ー プ の 代表 者 様 へ ご 挨拶 の 電話 を させ て いた だ きま す 。 (国外 在 中 の お 客 様 へ の お 電話 は いた し ませ ん ) CPU 予約 時 に 連絡 の 取れ る 
電話 番号 を 必ず 入力 くだ さい 。 尚 、 電 話 が 不要 な 場合 は 【 現 地 素材 } MS に その 旨 を 入力 くだ さい 。 日 時 指定 は で きま せん 。 坦 行程 表 は web よ り プ ラン コー ド (BOXNo.)・ 該 当 出発 日 を 入 
力 し 出力 くだ さい 。 (ご 出発 2 週間 前 より 、 出 力 が 可能 と な り ま す 。) 代 発 生 手配 不可 。 傘 待 に 記載 の な い 限り 行程 中 の 全 宿泊 は 同一 客室 数 に て 予約 くだ さい 。 但 し 、 定 員 の 都合 に より 室 数 


が 異な る 場合 、 入 室 人 員 の 多い 旅行 代金 が 適用 と な り ま す 。 (プラ ン 料 金 適用 泊 日 を 1 室 の 利用 人 員 が 最大 の 宿泊 日 で 登録 ) 1 名 1 室 利用 は 1 名 料金 適用 の 場合 の み 手配 可能 で す 。 頒 定 具 の 都 
合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 部 屋 割 指定 が 必要 で す 。 相 人 部 屋 予約 の 場合 、1 名 1 室 と 表記 され ます が 、 相 部 屋 で の ご 案内 と な り 部 屋 定員 は 当日 の ご 案内 と な り ま す 。 
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少 人 数 限定 ・ 年 末年 始 4 間 
幽 館 か ら 津 軽 ・ 八 甲田 の お 正月 





幽 館山 の 夜景 函館 山 夜 景 の 、 真 を な ら で は 、 


「 雪 明り と 夜景 の 競演 」 は と て も 神秘 的 で す 。 





殿 行 

間近 
/ 
HE 12 月 31 日 
' ー - 6 昌 旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
請 各 238.000 円 248.000 円 。 285.000 円 
大 阪 発 268.000 円 278.000 円 315.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 羽田 空港 また は 函館 空港 か ら 最終 日 東京 駅 ま 
た は 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 北都 交通 、 弘 南 バ ス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 
※ 現 地 合 流 に つい て は P 43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ パス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 

羽田 空港 (12:00~13:00 発 ) ララ 伊丹 空港 (10:00~12:00 発 ) 

函館 空港 羽田 経由 また は 直行 愛 函 館 空港 

ー 午後 : 函 館 国 際 ホ テル (チェ ッ ク イ ン ) 希望 者 は ロー プ ウ ェ イ で 函館 山 
福 山頂 へ つ 山 麓 駅 (ロー プ ウ ェ イ 約 3 分 ) 山頂 駅 … 季 節 限定 の 「 雪 灯り と 夜 
景 の 競演 」。 外 灯 や ネオ ン の 灯り が 雪 に 反射 し て 輝き を 増し た 神秘 的 な 夜 
景 を 見 学 … 山 頂 駅 (ロープウェイ ) 山麓 駅 一 夕刻 : 函 館 国 際 ホ テル 泊 (7: 
30 着 予定 、 國 館 港 を 望 わ ウォーター フロ ント に 建つ ホテ ル に 滞在 、 天 然 温泉 展 
望 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 会 席 夕食 ) 
朝 : 宿 一 希望 者 は 五 村 郭 タ ワー か ら の 初日 の 出 見 物 へ 一 五 槻 郭 タ ワー 
ワー 内 か ら 初 日 の 出 見 物 ) 一 ホテ ル (朝食 、 休 憩 、10 時 頃 出発 ) 一 函館 八幡 宮 ( 初 
語 ) 一 金森 赤レンガ 倉庫 (自由 散策 ) 一 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (13 時 頃 到着 後 薬 騰 
ラン チ 、 夕 食 ま で 自由 行動 、 洋 コー スタ 食 ) 
午前 : 宿 一 新 函館 北 斗 = 青 了 末 ト シン ネル = 新 青 森 一 立 伝 武 多 の 館 ( 夏 祭り 
に 巡行 する 立 人 武 多 を 館内 で 見 学 ) 五所 川原 = 津軽 鉄道 スト ー プ 列車 [ 客 
車 に ダル マス トー ブ を つけ て 暖房 と し 、 車 窓 か ら 雪 景色 を 眺め る ノ ス タ 
ル ジ ッ ク な 列車 ] = 津軽 中 里 一 夕刻: 八甲田 山麓 荒川 温泉 ・ 八 甲田 ホテ ル 
泊 (夕食 は フレ ンチ コー ス デ ィ ナ ー を 、 青 森 ヒ バ が 香る 自家 源泉 か け 流 し の 湯 


も お 楽し み 下 さい ) 
午前 : 宿 一 八甲田 ロー プ ウ エー (山頂 自然 公園 か ら 白 銀 の 大 展望 ) 
4 新 青森 大宮 = 新 青 森 王 東京 = 京都 = 


東京 (16:30 て 17:30 着 ) 新 大 阪 (19:00 て 20:30 着 ) 
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最少 催行 人 具 : 9 名 








五 村 部 タ ワー か ら の 眺め 冬 の 八甲田 ロー プ ウ ェ ー 
年 末年 始 は 4 日 間 特別 ツァ アー で 北 の 大 地 へ 。 ロ マン チッ 
ク な 夜景 きら めく 〈 道 南 ・ 函 館 で 


その 後 は 青 貞 トン ネル を 〈 で っ 
津軽 鉄道 スト ー プ 列 車 や 冬 の 八甲田 な ど 和 観光 名 所 る 訪ね 
ます 。 少 人 数 限定 ・ バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 ツア ー で お 寛 
さ 下 る 


津軽 鉄道 スト ー プ 列車 











沿 目 | 
函館 国際 ホテ ル 

較 館 港 を 望む ウォ ー タ ー フ ロン ト 
に 立つ ホテ ル 。 2018 年 オー プン の 


w ー 空 守 元 ご 田 音 





八 申 田 ホ テル 


八甲田 山麓 ・ 冬 景色 の プ ナ 原生 林 に 囲ま れ た 北東 北 屈指 の 名 リゾ ー 
ト 八 甲田 ホテ ル 。 国 内 最大 の 洋風 ログ 木造 建築 に 宿泊 し ます 。 


ホテ ル 外 観 





* 年 末年 始 を の ん びり 連 泊 、 
冬 の 澄ん だ 空気 の 中 で 見 る 函館 山 の 夜 景 は また 格別 で す 。 
青森 津軽 か ら 八 甲田 へ 、 








由 斗 列 ・ 居 玖 
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漆 叫 


| 等 自選 回 憶 | 細 弄 師 聞 吐 * 癌 | 


紀 > 燥 清 


了 基 藤 つの ー | 本 到 広 


名 
名 
ホ 
の 
ル 


濱中 


| 著 い 光 選 玩 | 向 限 弄 偽 逆 吐 * 芝 | 


落と | > 圭 閉 


| s-ss | 沙 列 つ 〇 ー | 本 翌 朗 





















バス 座席 2 シー ト 利 用 ! 奥 入 瀬 の 自然 を 感じ な が ら 至 福 の 時 間 を 過ごす 


奥 入 瀬 の ん び り : 晶 泉 連 泊 
十和田 ・ 八 甲田 か ら 津軽 へ 


東京 ・ 大 阪 発 
(東京 ) 朝 2、 昼 3、 タ 2 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 
ミス リム 4 ( ナ 

2 シー ト ガイ ド と 
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冬 の 十和田 湖 
出 人 日 12 月 31 日 ss 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
出発 地 | 3 人 1 室 2 人 1 室 1 人 1 室 










j 皆 。 144.000 円 145.000 円 175 000 円 
- 太 基 発 "174.000 円 。 175,000 円 。 205,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 Cy 全 TTP ※ 利 
用 バス 会 社 : 弘 南 パス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 また は 和室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 
参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 








行程 っ パス っ 航空機 "徒歩 = 列車 て 船 + そ の 他 









つ 午後 : 奥 入 瀬 ・ 森 の ホテ ル 泊 ーー スタ 
イリ ッシュ で 過ごし や すい 客室 は ゆとり の 37m。 温泉 は 八甲田 山麓 に ある 「 猿 倉 温泉 」 
の 源泉 。 洋 コー スタ 食 ) 


午前 : 宿 一 十和田 湖畔 (十和田 神社 初 参 り 、 乙 女 の 像 、 湖 畔 の 雪景 色 ) 一 奥 入 瀬 6 
渓流 ( 冬 景色 ) - 発 荷 峠 (十和田 湖 を 見 下ろ す 人 気 の 展望 台 ) 山麓 駅 ++ 八 甲田 内 
ロー プ ウ ェ ー++ 山 頂 駅 (山頂 自然 公園 か ら 和 白銀 の 大 展望 ) ++ 山 麓 駅 一 午後 : 同 ホ の 八甲田 ロー ー プ ウェ ー 


ーー 


テル 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 
午前 : 宿 つ 太 宰 治 記念 館 (斜陽 館 ) 寿司 昼食 一 津軽 中 里 = 津軽 鉄道 スト ー 興信 瀬 渓流 の 自然 を 五感 で 味わう ホテ ル に 連 泊 。 ッ 
プ 列 車 [客車 に ダル マス トー プ を つけ て 暖房 と し 、 車 窓 か ら 雪 景色 を 眺め る ス 座 席 2 シ ー ト 利用 で の ん びり 観光 。 銀 世界 の 景色 


が 広がる 八甲田 山 や 十和田 湖畔 、 冬 の 風物 詩 ス トー 
ブ 列 車 な ども 楽しみ ま す 。 


ノ メン ッ 6 リー 2U 了 み 













雪見 の 露天 風呂 や 名 物 ・ 山 の 芋 両 て 温まる の ん びり 温泉 三昧 (9 
ぐ aa と 
秘 湯 で 過ごす お 正月 乳 句 温泉郷 OO = 
鶴 の 湯 温 泉 に ゆっ た り 連 泊 白銀 の 角館 へ "me b 

05 敵 as 較 みき 


山 の 芋 鍋 





旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
「 A タイ プ 2>4 人 1 室 
133,.000F 
130,000 円 
162.000 円 。 
た 159,000 円 。 
※ 東 京 ・ PP ス で す 。 泊 乗 員 は 初 日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 東日本 交通 、 岩 手 県 北 バ ス 、 岩 手 県 交通 、 リ アス 観光 、 一 部 送迎 車 ※ 部 屋 タ イプ に 
より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 和室 8 畳 パ ス ・ ト イレ 無し (1 号館 予定 )、【A タイ プ 】 和室 8 畳 バ パス 
無し ・ ト イレ 付 ( 新 本 陣 ま た は 東 本 陣 予 定 ) ※ 名 古屋 発着 、 現地 合流 に つい て は 『P 43 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※「 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 ス タン プ 帳 押印 対象 。 ※ 堆 の 湯 温泉 に は テレ 
ビ は ご ざい ませ ん 。 


行程 っ バス 愛 和 航空機 … 徒 歩 = 列車 て 船 ++ そ の 他 








| ご (人 仙 -> ア ア 7 パ こ まく 支 ( 生 夫 yr 人 cy 和 四 林 天 東 衣 ・ 疹 の 
湯 温泉 泊 
【12/31 出 発 は 正月 風 朝食 】 午 前 : 宿 ++ 送 迎 車 + ア ル パ こ まく さ … 角 館 ・ 武 家 


屋敷 石黒 家 (角館 に 現存 する 最 古 の お 屋敷 ) … 雪 景色 の 武家 屋敷 通り を 自由 鈴 の 湯 温泉 ・ 害 見 の 混浴 大 路 天 風 
散策 角館 ・ 地 元 食材 を 使っ た 創作 料理 昼食 > 田沢 湖畔 (雪化粧 の 秋田 駒 ケ ーー ーー 「 還 細 
岳 ) 御座 石神 社 ( 初 参り 、 湖 畔 に 立つ 朱 塗 り の 鳥居 ) アル パ こ まく さ ++ 送 迎 予約 が 取り 難い 人 気 の 秘 湯 、 秋 田 県 の 乳頭 温泉 姜 


RE 「 鈴 の 湯 温泉 」 に 連 泊 。 茅 茸 屋根 が 秘 湯 情 緒 を 醸し 出 
ル パ こ まく さ … 軍 石 ( 体 憩 ) 一 盛岡 名 物 ・ 南 部 そば 振舞 す 湯 宿 で 、 深 々 と 隆 り 積もる 雪見 の 赴 天 風呂 に 人 浴 
ま し 、 自 家 製 の 味噌 仕立 て の 名 物 「 山 の 芋 鍋 」 を 堪能 。 
ゆっ くり と 時 間 が 流れ る 秘 湯 の 宿 で 過ごす お 正月 。 























湯量 泉 質 . 効 能 ・ 自 然 温 泉 文化 な どの 総合 力 を 体験 
曰 外 の 世界 で 過 こ す お 正月 
人 気 の 新 玉川 温泉 4 連 泊 

ーー 


ノ 
出発 日 12 月 31 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


東京 発 135.000 円 140,000 円 145,000 円 165,000 円 
大 阪 発 164.000 円 169,000 円 174.000 円 194,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 
員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同 
行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 羽後 交通 
※ 部 屋 タ イプ : 和室 また は 洋室 ※ 名 古屋 発 
着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 近 隣 の 玉川 
温泉 へ は 冬期 は 通行 で きま せん 。 


3 
7 


な を 軍 AH 日 5 
2 シー ト 衣 ガイ ド 馬 冬 科 こり 





シン グル 客室 一 例 











本 新 玉川 温泉 
上 較 外 観 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
| 計 ⑲:009:30 発 ) = 大 宮田 沢 湖 新 大 阪 6:106:40 発 ) = 京都 ニ 
名 古屋 東京 = 田沢 湖 
っ 午後 : 新 玉川 温泉 泊 (し スト ラン で パイ キン グ タ 食 ) 新 玉川 温泉 温泉 大 浴場 













症 和 癌 一 般 車 の 通行 が 「 玉 川 凡 朱 に 
加 | 終日 自由 に 温泉 を お 楽し み 下さ い 、 同 温泉 泊 (自由 昼食 、 レ スト ラン で バイ キ 冬期 は 一 般 車 の 通行 が 規制 され る 新 玉 川 温 泉 に の ん 


剛昌 プク ク 信 ) びり 4 連 泊 。 毎年 、 大 人 気 で 満席 に な る 年 末 定 番 コ 





ー ー ス で す 。 融 酸 ー. 単 一 源 邊 で の : 
部: 夫 っ 衣 剛 市 内 (南部 ば 会 褒 朗 食 ) っ る 人 で 二 導 馬 他 FH1.2 は 日 本 、 単 一 源 景 で の 温 
5 盛岡 = 大 宮 三 東京 (6:00 こ 17:30 着 ) 盛岡 = 東京 = 名 古屋 = 京都 = 泉 湧出 量 が 日 本 一 、 効 能 高い 温泉 を お 客 様 の ペー ス 
「 ーー _ 新 大 阪 9:00-20:30 着 ) 「 で の ん びり と ゆっ た り と 楽し ん で いた だ け ま す 。 








温 ・ 天 章 温 泉 連 : 
名 湯 ・ 天 童 温泉 連 泊 大 板 発 6CECMG40 


バス 座席 2 シー ト 利 用 ! こ の 季節 な ら で は の 景観 を めぐ る 迎春 の 旅 





最上 川 雪見 舟 と 雪上 車 で 大 雪原 へ し 最少 人 行人 貞 : 11 名 


樹氷 鑑賞 風景 


< と 3 ひ 





旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


9E 
ー 東京 発 140.000 円 145.000 円 165,000 円 
_ 大 阪 発 170,000 円 175,000 円 195,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー 
ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 
か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し 
ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 山 交 
バス ※ 部 屋 タ イプ : 和室 また 
は 洋室 (1 名 1 室 利用 ) ※ 名 古 
屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P 
43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 
全て イメ ー ジ で す 。 












蔵王 樹氷 ライ ト ア ッ プ ほほ えみ の 宿 滝 の 湯 大 浴場 


主 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 后 そ の 他 











、 東京 1:00~12:30 発 ) = 大宮 = 天童 新 大 阪 (8:00 こ 9:30 発 ) = 京都 = 受 
| 名 古屋 三 東 京 = 天 童 まで 
つ 送 迎 車 午後 : 天 童 温泉 ほほ えみ の 宿 滝 の 湯 泊 ( 和 会 席 夕 食 ) 蔵王 の 樹氷 原 
罰 午前 : 宿 つ 古 口 最 上 川 雪見 船 [墨絵 の よう な 冬 景 色 、 山 形 名 物 芋煮 ほか 昼食 ] 宮城 蔵王 の 大 雪原 は 、 雪 上 車 『 ワ イル ドモ ンス ター 号 」 デ ラッ クス クラ ス 車 
l2 |^ 滞 一 羽黒 山 (出羽 三山 神社 ・ 三 神 合 祭 殿 初 語 ) 夕刻 : 同 宿泊 (希望 者 は 和 輌 に 乗っ て 、 息 を の む ほ どの 大 パノラマ を お 楽し み 下 さい 。 
食 会 席 夕 食後 、 ロ ー プ ウエ ー て 蔵王 "フイ ト ア ッ プ 千 水 見 物 」 に ご 案内 ) 
午前 : 宿 つ す みか わ ス ノー パー ク (ワン ラン ク 上 の デラ ックス クラ ス の 雪上 大 童 の 温泉 宿 連 泊 で 年 末年 始 の 温泉 情緒 を お 楽し み 
車 で 快適 な ツア ー を 満喫 、 雪 上 車 ' ワ イル ドモ ンス ター」 に 乗っ て 大 自然 が ae ) = 里川 在 初 話 II の 法 呈 ー 
福島 = 大宮 三 東京 (18:00~19:30 着 ) 福島 ニ 東 京 = 名 古屋 = 京都 = ト ア テッ プ 樹 水 見 物 、 蔵 王 の 大 雪原 な どこ の 季節 な ら 6 
新 大 阪 (21:00 て 22:30 着 ) で は の 曲 観 を めぐ で る 3 日 間 の 旅 。 








名 
名 
ホホ 
テ 
ル 


漆 叫 


| 等 ゆい 只 光 記 恒 | 強 万 聞 吐 * 帝 | 


紀 > 燥 潜 


| ps 乱 責 の 〇 ー | 司 民 肝 | 茎 三 で 


お 
止 
に 


| ご 出 斗 麗 ・ 居 部 


浴 中 


| 革 び 只 泊 記 叶 憶 | 痕 陸 師 逆 叶 * 党 | 


紀 > 骨 凌 


rrG 


待 三 


| s_ss 系 秒間 つ 〇 ー | ゴ 司 当 庄 | 















バス 座席 2 シー ト 利 用 ! 温 泉 ゆ っ た り 寛 ぎの 連 泊 ロー カル 線 の 雪景 色 ゃ 


泊 


迎春 名 湯 ・ 東 山 温泉 の ん ぴり 連 
雪 の 会 津 か ら 大 内 宿 


EDGE り 様 ) 


出発 日, 


12 月 31 日 東京 発 140.000 円 142,000 円 145,000 円 209,000 円 
、 大 阪 発 170,000 円 172,000 円 175,000 円 239,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初 
日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 福島 交通 また は 会 津 集合 自動 車 

※ 部 屋 タ イプ : 和室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下 
さい 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 





人 冬 の 大 内 宿 


行程 っ バス ユ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
東京 (11:00~12:30 発 ) = 新 大 阪 8:00 て 9:30 発 ) = 京都 = 
1 郡山 名 古屋 = 東京 = 郡山 


| つ 猪 苗代 湖畔 (白鳥 飛来 地 ) 午後: 会 津 東山 温泉 ・ 原 瀧 泊 (会 席料 理 夕食 ) 
間 午前 : 宿 会 会 津 美里 ・ 伊 佐 須 美神 社 (会 津 総 鎮守 、 一 之 宮 初 語 ) 郷土 風 料理 昼 
2 | 食 つ 会 津 若松 (名 城 鈴 ヶ 城 、 白虎 隊 自 決 の 地 ・ 飯 盛山 や 重要 文化 財 ・ 会 津 さざえ 掌 ) 
| 午後 : 同 宿泊 (会 席料 理 夕食 ) ' 
午前 : 宿 一 会 津 若松 駅 = 会 津 鉄道 ・ 自 由 席 [ロー カル 線 の 車窓 か ら の 雪景 色 ] 
= 湯野 上 温泉 駅 ( 卿 区 を 誘う 茅 茸 の 駅 舎 ) 大 内 宿 (江戸 時 代 の 宿場 町 に タイ ム 
還 スリ ッ プ ) つ 塔 の へ つり (見 学 ) つ 甲子 温泉 ・ 旅 館 大 黒 屋 (昼食 、 希望 者 は 源泉 
回 | か け 流 し の 温泉 入浴 ) 
新白河 = 大宮 = 東京 (16:00~17:30 着 ) 新白河 東京 = 名 古屋 = 京都 = 
新 大 阪 (19:00 て 20:30 着 ) 











| 食事 


ぁ 最 少 催 行人 具 : 10 名 
陣 関 両 め 


日 鳥 と 猪苗代 湖 と 船 桶 山 





東山 温泉 原 瀧 露 天風 必 


多く の 文人 黒 客 に 愛さ る れ た 歴史 ある 名 湯 で 連 泊 。 早 
目 の チ ェ ッ クイ ン で 、 会 津 の 名 湯 ・ 東 山 温泉 で の ん 
びり と お 正月 を お 迎え 下さ い 。 中 日 も 会 津 若松 周辺 

の 雪景 色 の 鶴 ヶ 城 や 飯盛 山 の 観 光 の み で の ん びり お 
過ごし いた だ け ま す 。 会津 鉄道 に て 各駅 停車 の ロー 
カル 線 旅情 も 体験 し ます 。 





ボビー・ 金 魚 草 ・ ス トッ ク ・ ス トレ リチア な と お 花 摘み 


シン フォ ニー クル ー ズ と 


ひと 足早 い お 花 畑 南 房総 の お 正月 


MMP り 様 ) 


Lt 出発 地 WE の WE PWE 
12 有 31 日 東京 発 119 000 122 000 円 143,000 円 


大 孤 発 145,000 円 148,000 円 169,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 
最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : ケイ エム 観 
光 バス 、 東 栄 観光 バス 、 日 東 交通 、 小 港 鉄道 の いずれ か ※ 部 屋 
タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 花 の 咲き 具合 は 気象 状況 に よっ 世 





て 異な り ま す 。 
成田 山 新 勝 寺 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 ++ そ の 他 
東京 0:30<11:30 発 ) 新 大 阪 (7:508:50 発 ) = 京都 = 
名 古屋 = 東京 


計 っ 日 の 出 様 橋 ー シ ン フ ォ ニ ー で ラン チク ルー ズ (レイ ン ボ ー ブ プリッ ジ や 東京 ゲ 
六 一 トブ リッ ジ を くぐり 変わ り ゆ く ベ イエ リア の 眺め ) 一 日の出 機 橋 つ 夕刻 : 木 更 
津 ・ オ ー ク ラ ア カ デ ミ アパ ー ク ホテ ル 泊 (「 山 里 」 の 会 席料 理 タ 食 また は 「 カ メ 
| リア 」 の フレ ンチ コー ス 料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 千倉 ・ 白 間 津 花畑 ( 花 摘 み ) 一 野島 崎 (房総 半島 最 南 端 か ら 海岸 展望 、 
野島 弁財天 参拝 、 野 島 埼灯 台 ) 一 冨 浦 ・ お お つの 里 ( 花 倶楽部 で お 花 摘 み ) 一 氏 南 
・ を く づ れ 水 仙 郷 (早咲き の 水仙 ) -~ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (会 席料 理 タ 食 ま た は フ 
| レン チコ ー ス 料理 夕食 ) 
| 午前 : 宿 一 成 田山 新 勝 寺 (1000 余 年 の 歴史 を 誇る 名 弟 を 初 参 り ) つ 


3 東京 (15:20 て 16:20 着 ) 東京 = 名 古屋 = 京都 = 
新 大 阪 (18:30 て 20:30 着 ) 

















東京 ・ 大 阪 発 





6AEHMH10 
| 食事 
eleswms 必 


バス バス 7) 





wiA RU * か YY。 _b 』 答 ト > かい AN JWP v ょ 、 か 


ふ ・ 1 
7 J。 し ん | 
memo 0 、 
_- 。 王 ば 








ベイ プリ ッ ジ と シン フォ ニー 緑 に 囲ま れ た オー クラ アカ デ 
ミア パー ク ホ テル 





ここ が オス ス メ ! 
| 温暖 な 南 房総 を 周遊 し て 、 ひと 足早 い 春 の 風情 。 
尺 | 爽快 ! シン フォ ニー の ラン チク ルー ズ 。 


和 M ホテ ル は 本 格 的 な オー クラ の サー ビス で お も て な 
し 








ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル ホテ ル 東 京 と た ホテ ル ニ ュ ー グ ラン ド 和 宿泊 掲載 No 
東京 横浜 で 過ごす 優雅 な お 正月 。 |O8Laskaxw 計 = 


ニュ ー ー・ コ me を 中堂 最少 催行 人 貞 : 9 名 
ュー イヤ ン サ ー ト 2022 備 連 nn eo 敵 図 e 





旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 






4 ee 198, 000 円 238,000 円 サン トリ ー ホ ー ル 
- 大 孤 発 。 228,000 円 268,000 円 ニュ ー イ ヤー・ コ ン 

※ 添 生島 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 ま で 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : ケイ エム 観光 また は サー ト 2020 の 様子 
東栄 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イ 


メー ジ で す 。 ※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変 更に な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了 承 の 上 、 お 申し 込み 下 
さい 。 





や か な ひと と 
程 ー バ ス つづ 角 宅 機 … 徒 歩 = 列車 船 + そ の 他 華やか な ひと と き 


東京 (1:0013:00 発 ) 





ホテ ル ニ ュ ー グ ラン ド 

本 館 大 階段 

ニュ ー グ ラン ドブ ルー と 呼ば れる 青 
い 織 条 と イタ リア 製 の 亀 申 タ イル が 
敷き 詰め られ た 重厚 感 の ある 階段 


| ANA1 イ ンタ ー コ ンチ ネン タル ホテ ル 東京 ( 物 を 務 け て ) …- サ ント リー ホ 
ー ル (S 席 より ニュ ー イ ヤー・ コ ン サ ー ト を 鑑賞 /14 時 開演 ) … 夕刻 : 同 ホテ 
| ル 泊 (ホー ル 真 横 に 位置 する ホテ ル 、 ホ テル に て 夕食 ) 


午前 : 宿 浜離宮 居 賜 庭園 (お 正月 の 大 名 庭園 を 散策 ) -- 日 の 出 機 橋 ン シン フォ 
ニー ラン チク ルー ズ (レイ ン ボ ー プ ブリ ッ ジ や 東京 ゲー ト プ リ ッ ジ を くぐり 、 変 わ 
時 り ゆ く ベ イエ リア の 眺め ) 一 日 の 出 欄 橋 一 午後 : ホ テル ニュ ー グ ラン ド ・ タ ワ 
一 館 泊 (横浜 ・ 山 下 公園 が 目 の 前 の クラ シッ ク ホ テル に 宿泊 。 ル ・ ノ ルマン ディ 











に て フラ ンス 料理 夕食 ) サン トリ ー ホ ー ル ニュ ー イ ヤー・ コ ン サ ー ト 2022 

午前 : 宿 一 本 牧 ・ 三 渓 園 (生糸 貿易 で 財 を な し た 原 三渓 の 庭園 、 鈴 翔 間 の 新年 特別 ウィ ー ン ・ フ ォ ル クス オー バー 交響 楽団 

公開 ) 一 東京 国立 博物 館 ("博物 館 に 初 も う で 」 展 に て 寅 年 に ちな ん だ 作品 鑑賞 ) レハール : オペ レッ タ 『 メ リー・ ウ ィ ド ー』 よ り 

和 っ 浅草 むぎ と ろ 本 店 (と ろ ろ 会 席料 理 昼食 ) … 浅草 寺 ( 初 語 と 賑わう 仲見世 通り 二 重 唱 「 と きめ く 心 に 唇 は 黙 し , 

旧 還 | 人 策 ) 一 ヨハ ン ・ シ ュ ト ラウ ス I 世 : ワル ツ 『 美 し き 青き ドナ ウ 』 
屋 = 京 都 作品 314 ほか 





っ の Il 還 
・ イ の プ ・ ム の き 上 に * 三 
東京 5:30-17:30 着 ) 東京 
ペン ここ ュー テン シン と つ > 條 一 
brAY2 ク に 








東京 ベイ エリ ア の ラン チク ルー ズ や 下町 の 深川 七福神 めぐ り 


ミナ ト 横 浜 除 夜 の 汽 に 革 = 


テル ニュ ー や に ー デ 7 ウ ぁ 最 少 催 行人 員 : 12 名 「 








た 12 月 31 昌 CA 。 > 横浜 ・ ホテ ル ニ ュー クラ ンド ws 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) cy 





PE : 
163, 00 円 172 0 中 207,000 円 
189,000 円 198,000 円 233,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : ケイ エム 観光 バス また は 東栄 観光 バス また は 天台 観光 パス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 終 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 せ その 他 
東京 (10:30~-11:30 発 ) 。 | 7: 財 50 発 ) 三 京都 ニ 


= 






| 人 歴史 を 感じ させ る 
重厚 な ロビ ー 

















ご px 吉 っ 人 の 
ー ト ブリ ッ ジ を くぐり 変わ り ゆ く ベ イエ リア の 眺め ) 日 の 出 様 橋 一 午後: 横浜 
海岸 通り ・ ホ テル ニュ ー グ ラン ド ・ タ ワー 館 泊 ( 熊 魚 准 た ん 熊 北 店 の 会 席料 理 
夕食 、 除 夜 の 汽笛 や ヨコ ハマ メル ヘン な ど 自 由 に カウ ント ダウ ン を お 楽し み 下さ い ) 


海岸 通り に 位置 する 
ホテ ル ニ ュ ー グ ラジ シド 








、 s> 『 還 
午前 : 宿 っ 本 牧 ・ 三 渓 園 (生糸 貿易 で 財 を な し た 原 三渓 の 庭園 、 稚 翔 閣 の 新年 特別 1927 年 創業 で 100 年 近い 歴史 を 刻む "ホテ ル ニ ュ 
人) 大 ( 物 ・ マ グロ フ く し 叶 人 婦 島 公 園 ( 映 ま の 人 や 買え グラ ンド 」 は 横浜 ・ 山 下 公園 日 に 立ち 、 洪 の 名 
道 か ら 相模 湾 の 灯台) 一 午後: 横浜 ・ 同 ホテ ル 泊 ( ル ・ ノ ル マ ^ em cw 
二 CE の Cna d 人 も 楽し め ま す 。 ツ アー の 宿泊 は 快適 な タワ ー 館 で す 











生前 宿 つ 深 (横綱 力士 碑 の ある 富岡 八幡 宮 な ど 下 町 の 七福神 めぐ り ) 一 亀 が 、 ク ラ シ カ ル な 外観 の 本 館 や 伝統 の フ フラ ン ス 析 





際 きり ー* 























= 京都 = 叶 ョ コ ハ マ メル ヘン や 中 華 街 の 迎春 必 尺 TTY 
0:00 着 ) し み 下 きい 。 





新年 の 幕開け を 祝う 、 








名 
名 
ホホ 
テ 
ル 


梁 叫 


| 等 び 血 羽 加 憶 | 冶 隊 陸 万 逆 吐 * 茹 | 


紀 > 燥 清 


a | 基 藤 つの 〇 ー | 司 民 筆 





名 
名 
ホ 
の 
ル 


浴 中 


| 革 び 只 泊 記 叶 憶 | 交 限 陸 師 逆 吐 * 党 | 


紀 > 岩 半 


著 =mG 


| s_ss 寺 E 秒 剖 の 〇 ー | ゴ 司 当 午 | 








湖 略 の リゾ ー ト に 連 泊 富士 の 眺め や 美術 館 
優雅 な 晩 奉 と 湖畔 の 温 陸 員 
ョ ププ 晶 ト 三 /* ゅ 最少 催行 人 員 : 12 名 
ザ ・ フ リン ス 箱 根 志 ノ 湖 て 祝う の 
位 一 一 
人 12 月 31 晶 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


東京 202,000 円 。 290.000 円 



















※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 三島 駅 か ら 最終 日 熱海 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
用 バス 会 社 : 伊豆 箱根 パス また は 山梨 交通 また は 箱根 登山 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 名 古屋 発着 、 ま アリ ロト = /、 
現地 合流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ザ ・ プ リン ス 箱 根 ノ 湖 
※2 日 目 の 九頭竜 神社 初 参 り は 、 ホ テル か ら 片 道 約 30 分 の 歩き と な り ま す が 、 芦 ノ 湖 や 富士 を 見 な が ら 
の ん びり 歩 きま す 。 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 舶 + そ の 他 












っ 沼津 御用 邸 記念 公園 ( 幾 の 香り する 皇室 ゆか り の 邸宅 ) 午後 : 遇 川 温泉 ・ ザ 
・ プ リン ス 箱 根 芦 ノ 湖 泊 (な だ 万 雅典 の 会 席料 理 夕食 ) eo S な < AG 
人 計 て つ の ま 、LOOYL ッ アテ ゴリ の よー トーン 2 が 芋 か ァ ッ ム 。 貞 が 

お せ ち 購 朝 食 午前 : 上 … 九 時 神 社 ( 接 参 り )… ホ テル っ 箱根 ポーラ 美 箱 久 に は 並 か ら 牙 容 家 補 要 人 の 別注 電 が 多く あり ま 


(モネ や ゴッホ な ど 印 象 派 の 作品 鑑賞 ) > 午後 : 同 ホテ ル 泊 (早め の 到着 で の ん びり し た 。 一 年 を 忙し く 過 ご し 、 お 正月 は 箱根 で 迎え る 

湖畔 散策 な ど 、 メ イン ダイ ニン グ ル ・ ト リア ノン で フル コー スタ 食 ) と いう 癒し が 流行 っ た こと で し ょ う 。 開 放 感 あ る 村 

MO 5 と) 直人 洗 "野際 香 氏 設計 の お 洒落 な ず ・ プ リン ス 箱 根 芦ノ湖 に 

旨 欄 放言 E: 連 泊 。 湖 呼 散策 や 温泉 で の ん びり と 寛ぎ の 新春 を お 
迎え 下さ い 。 


ー ロロ 用 ミ 未 少 三 








東京 ・ 大 阪 発 


伊豆 今井 浜 東急 ホテ ル 連 泊 初日 の 出 と 潮騒 に 包ま れる 露天 風呂 6AEJMH10 
野 水仙 の 香り 漂う 南 伊豆 うろ - 
今井 浜 温泉 オー シャ ン ビ ュー リゾ ー ト ゅ 最少 催行 人 員 : 12 名 


旅行 代金 (大 人 お ひとり 様 ) 
3 人 1 室 / 2 人 1 室 1 人 1 室 


178,000 円 












爪 木崎 水仙 
写真 提供 : 静岡 県 観光 撤 会 








用 バス 会 社 : 東海 パス また は 伊豆 箱根 パス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は 
P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に よっ て ご 覧 いた だ け な い 場合 も ご ざい ます 。 










行程 っ バス 宮 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
和 g ーー の TX で っ = 泊 で 新年 を 迎え ます 。 お 部 
6:20 て 10:20 発 / 三 朱 独 三 









屋 は オー シャ ン ピ ュ ー で 開 












に ーーーー ーー 放 感 ある 間取り で す 。 温 泉 
っ 伊豆 の 国 バ ノラ マ バ ー ク (全長 1800m の ロー プ ウ ェ イ で 行く 富士 見 テラ ス か ら 大 浴場 か ら は 眼下 に 白砂 の 










富士 山 や 駿河 湾 の 絶景 ) 一 浄 蓮 の 滝 (踊り 子 姿 を 思い 浮か べ る 中 伊豆 の 名 涯 ) 一 河 浜 が 広がり 、 食 書 で は 果 滞 


ーー プ 姓 -。r2 キ か . 介 計る ee の 恵み ある 海 と 山 の 食材 が 
ポル ー プ 恒 午 後 また は タ 和 [伊豆 介 浜 束 名 ホテ ル 泊 ( 層 に 名 まれ る 野天 海岸 た ホ テル mesa 


オー シャ ン ピ ビュー の 客室 か ら 初日 の 出 を お 楽し み 下 さい 午前: 宿 一 白浜 神 nh 還っ ミ な 二 合 可 上 > 

社 (伊豆 半島 最 古 の 宮 で 初 語 ) つ 爪 木崎 ( 野 水 仙 の 香り 漂う 岬 と 爪 木崎 灯 合 ) 一 苑 MS 

宮 窟 (ハー ト の 断崖 ) 一 石 廊 崎 灯台 一 岬 めぐ り 遊 覧 船 (クル ー ジ ング で 海上 か ら 眺め に 心 が ゆ っ た り し ます 。 早 咲き の 水仙 、 ク ルー 

みる ダイ ナミ ッ ク な 海岸 線 や 地層 ) 一 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 ズ 船 か ら 今 注目 の ジオ パー ク 認 定 の 海岸 線 や 地層 の 
前 : 宿 一 ・ の 灯台 つ 修 番 ミ 2 と wc っ 

午前 : 宿 一 伊東 ・ 城 ケ 崎 海岸 (白亜 の 灯台 と 吊橋 探勝 ) 一 修善 寺 ( 修 禅 寺 や 日 枝 不思議 な 風景 な を ど を お 楽し み 下 きい 。 海山 の 幸 豊か 


神社 初 参り 、 位 林 の 小径 散策 ) 
ーー ac な お 食事 が 和 り を 添え 、 よ い 新 年 を お 迎え いた だ け 
る ざと で も よう 。 
















3 生体 の ひな 人 形 を 飾る ' 可 睡 斎 ひ な まつ り 」 や 久能 山東 照 宮 初 参り 


遠州 三山 初 参り と 雄大 な 富士 の 絶景 
租 。 


アン 
出発 日 12 月 31 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 発 。 106.000 円 108.000 円 115.000 円 
大 阪 発 "113.000 円 115,000 円 122,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 掛川 駅 か ら 最終 日 静岡 駅 まで 同行 し ます 。 


mmlecekwmto 











富士 山 
日 本 平 夢 テラ ス よ り 、 富 

























※ 利 用 パス 会 社 : 浜松 パス また は 遠州 鉄道 駿河 湾 を 仰ぎ ます 。 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 之 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
、 東京 930 て 11:30 発 ) = 品川 = 新 大 阪 9:00<11:00 発 ) 三 京都 = 
ロ で 諾 エン ht ト 7CTOEE U 記 0 ーー 外 > ャ * と ここ て 2 テテ 
横浜 = 掛川 _ 名 古屋 = 掛川 W 久能 山東 照 宮 
っ 掛川 城 (天守 痢 と 重要 文化 財 ・ 掛 川 城 御殿 ) 一 遠州 森 ・ 小 國 神社 (大 上 日 の 遠 徳川 家康 公 を 祀る 東照宮 


州 一 の 宮 ) 一 夕刻 : 磐 田 グ ラン ド ホ テル 泊 (温泉 大 浴場 、 会 席料 理 夕 食 ) の 元祖 。 静 税 県 で 具 一 の 
』 国宝 建 造物 。 


韻 yr ・ 法 多 山 尊 永 寺 (厄除 ・ 開 運 の 古 羊 、 初 語 ) 一 可 睡 斎 (3 千 





体 の ひな 人 形 「 可 睡 斎 ひな まつ り 」) … 油 山寺 (重要 文化 財 ・ 三 重 塔 ) 夕刻 : 同 ホ 








テル 泊 速 州 三山 の 可 腫 斎 は 徳川 家康 が 名 づけ た 曹洞宗 の 古 
午前 : 宿 一 日 本 平 夢 テラ ス (展望 デッキ で 富士 山 を は じ め 、 三 保 松原 、 駿 河 湾 、 利 で す 。 お 正月 か ら 琶 録 有形 文化 財 の 瑞 龍 閣 で 32 段 
| 静岡 市 内 な ど 、360 度 の 眺望 ) ++ ロ ー プ ウェ ー++ 久 能 山東 照 宮 ( 初 話 ) ++ 駐 車場 - 1200 体 の ひな 人 形 を 飾る 「 可 腫 斉 ひ な まつ り 」 が 


= 品川 = ピ 行わ れ ま す 。 ツ アー 最終 日 は 日 本 平 で 初 冨士 と 駿河 
8:00 着 ) | の 海 を 展望 し 、 久 能 山東 骨 宮 で 初 語 。 








高 さ 185fz の 展望 回 廊 か ら の ご 来 光 、 ク ラシック ホホ テル の ラン チ も ) BN 束 |6AEKMH20 
グリ ー ン 車 で 行 く 遠州 灘 の 初日 の 出 と |13 xicaass 


が まこ お り 
を 机 は と パ 





浦 郡 クラ シッ ク ホ テル の ラン チ "rms 


俊行 
決定 


プ 
出発 12 月 31 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


PF 
) 地 台 144.000 円 149.000 円 。 154.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 浜松 駅 か ら 最 終日 豊橋 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 浜松 バス また は 遠州 鉄道 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 









還 必 ホテ ル が 入る アク ト 
タワ ー 外観 


行程 っ バス 浸 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 












* 詞 





60 4 で ルリ ン : INV 7 基 | 名 古 の し ン そ WI > ム な に 
っ 浜名 湖 遊 覧 船 (浜名 湖 ク ルー ズ ) 午後: オー クラ アク トシ ティ ホテ ル 浜 松 蒲郡 クラ シッ ク ホ テル 












泊 (和食 会 席料 理 夕食 ) 

| 自由 に 高き 185 の 展望 回 廊 か ら の 「 初 日 の 出 」 午前 : 宿 大 福 寺 (回 放 式 
の 池 泉 鑑賞 式 庭園 ) … 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (洋食 コー ス 料 理 夕食 ) ん びり 2 泊 。 高き 185fz の 展望 回 廊 で 頂 州 漏 か ら 昇 る 

午前 : 宿 方 広 寺 (東海 屈指 の 名 利 ) 蒲郡 クラ シッ ク ホ テル (フラ ンス 料理 「 初 日 の 出 」 を お 楽し み 下 きい 。 奥山 半 僧 坊 方 広 寺 を 

昼食 ) 一 竹島 ( 国 の 天然 記念 物 、 日 本 七 弁財天 の ひと つ で パワ ー ス ポッ ト と 呼ば れ は じ め 、 井 伊 家 の 菩 提 寺 で ある 龍 澤 寺 な ど 興 浜名 の 


引 る 「 改 百 富 神社 」 お 参り ) つ warcweme 
人 橋 新横浜 湖北 五山 を めで り 、 最 終日 は 消 郡 クラ シッ ク ホ テル 


クリ ー ン 車 一 新 民 
(16:30 て 18:30 着 ) で の フレ ンチ も お 楽し み 下 きい 。 


ラン チ (一 例 ) 
















士 山 を は じ め 、 三 保 松 原 、 


名 
名 
ホホ 
P 
ル 


漆 叫 


| 等 ゆい 只 和光 記 恒 | 強 万 送 吐 * 帝 | 


紀 > 燥 潜 


| eo 乱 列 の の ー | 司 民 肝 | 茎 三 で 





名 
名 
ホ 
の 


ル 


浴 中 


| 革 び 只 泊 記 叶 憶 | 限 陸 師 逆 吐 * 茹 | 


紀 > 骨 半 


著 =mG 


| s_ss | 矯 剖 つ 〇 ー | ゴ 司 当 午 | 


10 









名 門 ホ テル に 連 泊 し て 諏訪 大 社 へ 絶景 の 木曽 駒ヶ岳 千畳敷 
雲上 の 絶景 白銀 の 中 央 アル フス と 大 板 発 16CEPMHO0 
良 記 大 社 初 月 ぁ 最 少 催行 人 員 : 12 名 
し 
出発 日 12 月 31 日 
旅行 代金 (大 人 お ひび とり 様 ) 










東京 発 。 126,000 円 131.000 円 
大 時 136,000 円 141.000 円 





※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 松本 駅 か ら 最 終日 塩尻 駅 まで 同行 し ます 。 乗り 換 
え 駅 で は 焦 員 が ご 案内 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 2・3 日 目 平成 交通 また は 柿木 観光 パス ※ 部 屋 タイ 
プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 船 せ そ の 他 


で 守 | 







9 し ーー 』 
ay 






松本 名 古屋 松本 
っ タク シー… 午後: 松本 市 内 ・ 松 本 ホテ ル 花 月 泊 (早め の 到着 で 松本 城 の 天守 
群 を 見 な が ら 湧 水 め ぐり や 縄手 横丁 な ど 自 由 散 策 、 な が の テロ ワー ル 和 洋 創 作料 理 
タ 食 、 ア ルプ ス 雪 解け 水 の 地 下水 を 利用 し た 大 浴場 ) 

午前 : 宿 つ 諏 訪 湖 ・ 岡 谷 湖畔 公園 (ハクチョウ と 湖上 の 富士 山 の 眺 め ) 一 諏訪 大 ー こ が オス ス メ ! 

社 ・ 下 社 (' 御 柱 祭 」 で 知ら れる 信濃 國 一 之 宮 、 秋 宮 に 初 語 ) SUWA ガ ラス の 里 ーー 
内 本 内 埋 9 ガ タス を ュー ジア カサ 本 粒 間 本 (が ーー ダー 所 [| 城下 町 の 風情 が 残る 街並み の 中 に 休む 創 業 130 年 の 
スエ 芸 や 現代 日 本 画展 示 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (和洋 創作 料理 夕食 ' 歴史 を 誇る 老舗 ホテル に 連 泊 

午前 : 宿 一 駒ヶ根 ・ 菅 の 台 一 山岳 バス ーー し ら び 平 ++ ロ ー プ ウエ ー で 標高 

2612m、 曰 銀 の 木曽 胸 ケ 岳 ・ 千 畳 敷 へ + 











松本 ホテ ル 花 月 な が の テロ ワー ル 





ト 木曽 駒 ブ ルー と 白銀 の 千 畳 填 カ ー ル の コン トラ ス 
ト が 素晴らし い 雲 上 の 世界 へ 。 






拓 下 一 , に デ 泊 ーー ル に ロー 
堀 毛 三 / F 三 新 伯 り /:50^ 
ニー の h n CU 





雪景 色 に 包ま れ た 美 し い 高 原 の 中 で 新年 を 迎え ます 6AEPMH10 を |: 


白銀 の 世界 


八ヶ岳 高原 ロッ ジ で 迎え る お 正月 "Pe 


















旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
出発 地 3 人 ] 室 | 2 人 1 室 | 1 人 1 年 


本 ンタ ー ド 2m) 110.000 円 120.000 円 160.000 円 
記 だ ク 22.000 円 136.000 円 240.000 円 
] PT バタ ンダ ー ド (32m) 122,000 円 132.000 円 172,000 円 
デラ ックス (40m) 134.000 貴 14G,UUU 2 2.000 円 八ヶ岳 高原 ロッ ジ 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 乗 員 は 初日 小淵沢 駅 か ら 最終 日 塩尻 駅 まで 同行 し ます 。 乗 り ーッ: み 六 0 
換え 駅 で は 係員 が ご 案内 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 3 日 目 平成 交通 また は 柿木 観光 バス ※ 部 屋 タイ 
プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P 43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 Pe 
※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 八ヶ岳 高原 ロッ ジ ・ 毅 氷 











八ヶ岳 高原 ロッ ジ は 八ヶ岳 連峰 の 東山 禁 、 標 高 
1500m、 約 200 万 坪 の 広大 な 高原 リゾ ー ト 。 冬 は 1 年 
で も 特に 空 が 澄ん だ 季節 で 、 ホ テル の ある 南牧 村 は 


行程 










= 小海 線 最高 地点 を 通る ー カ ル 列 車 の 旅 ニ 野 日 本 三 選 星 空 名 所 に 選ば れ た エリ ア で 、 是 を 見 る の 
辺 山 送迎 バス つ 午後: 海 の 口 自然 卿 ・ 八 ヶ 岳 高原 ロッ ジ 泊 (早め の 到着 、 タ に 最高 の 場所 。 運 が 良けれ ば 高原 の 木々 の 枝 や 葉 に 
刻 よ り 音 楽堂 に て 大 星 日 ミニ コン サー ト 、 メ イン ダイ ニン グ 「 ル ・ プ ラ ト ー」 に 逆 の 化 を 咲か せる 「 水 」 を 見 る こと が で きま す 


て フレ ンチ フル コー ス デ ィ か キ やや の ね の ョ べべ へ べべ べべ べべ べべ べべ べべ 
ホテ ル 敷 地内 より 初日 の 出 観 憲 、 メ イン ダイ ニン グ に て 八ヶ岳 高原 ロッ ジ 人 [ 1 日 目 大 只 日 ミニ コン サー ト | 
気 の お せ ち 料理 朝食 、 ホテ ル で ゆっ た り と お 過ごし 下さ い < 自由 昼食 〉 同 ホ 1 日 目 ・ 大 星 日 ミニ コン サー ト 


テル 泊 (洋食 コー ス 料 理 タ 食 ) ) 6. デュ オ ・ グ レイ ス (〔 宮 谷 理香 、 高 橋 多佳子 (2 台 ビ アノ )) 
午前 : 宿 諏訪 大 社 ・ 下 社 (" 御 柱 祭 」 で 知ら れる 信濃 園 王宮 、 秋 宮 に 初 語 ) [プロ グラ ム 】 









= 京都 2 台 ビ ピア ノ に よる 交 故 曲 第 9 番 一 第 4 楽章 より 
の 2 「 ※ 曲 目 ・ 内 容 は 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 








あり を 。: 


森 の 息吹 に 包ま れ た 安らか な 時 間 、 源 泉 か け 流し の 上 林 温 泉 の 魅力 
安曇 野 の 森 の リソー ト ホ テ ル と 


じ ゅ かく 
上 y 互 軒 委 に 51 最少 催行 人 具 : 10 名 
林 温泉 ・ 仙 尋 関 の ん びり お 正月 = ーー 


上 林 ホ テル 仙 畜 賠 










旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 

WE 2 人 ] 室 PE 
東京 発 136,000 円 138,000 円 156,000 円 

" . 大阪 発 145,000 円 147,000 円 165,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 勘 集 コー ス で す 。 浅 乗員 は 初日 松本 駅 か ら 最終 日 長野 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 太陽 バス 、 平 成 交通 、 長 野 観光 平成 交通 、 長 電 バ ス の いずれ か 

※ 部 屋 タイ プ 1 泊 目 : 洋室 2 泊 目 : 和室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 



























行程 っ ー バ ス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
5 MS NN ュー バ AR プ セ 。 人 頂 上 3 大 阪 ⑰^ 0 て 9:50 発 ) ニ 京 8 Ni 
松本 名 古屋 = 松本 


つ 松 本 城 (戦国 時 代 の 武 備 と 泰平 の 世 の 優雅 さ を 併せ 持つ 国宝 城郭 と 本 丸 庭園) -> 
安曇野 ・ 屋 川 白 鳥 湖 ( 科 の 風物 詩 ・ ハ クチ ョ ウ の 飛来 地 ) 午後: 安曇 野 ・ 策 高 





ビュ ー ホ テル 泊 (特選 フレ ンチ と 名 湯 の 寛 ぎ ) 上 林 ホ テル 仙 書 間 
午前 : 宿 つ 長 野 ・ 薔 光 寺 (創建 1400 年 以上 の 歴史 を も つ 古 球 を 初 参り 、 賑 わい の 促 人 人 ka 
請 見 世 通 り 食 と 善光寺 と と も に 悠久 の 時 を 刻ん だ 薬王院 に て 、 精 進 料理 の 昼食 ) > 午 長野 の 人 気 の 観 光 ス ポッ ト 松本 城 」 療 光 寺 」「 小 布 
胃 後 : 上 林 温 泉 ・ ホ テル 仙 壮 開 泊 (源泉 か け 流 し の 露天 風呂 な ど で の ん ぴり 、 和 松 石 料 施 」 や 冬 の 風物 詩 「 屋 川 白鳥 湖 」 な ど 訪 ね ます 。 お 
理 の 夕食 ) 
りー > 5 - 李 3 す 。「 守 時 吉 
希望 者 は 自由 に 地獄 人 野猿 苑 へ 午前 : 宿 > 小布施 ・ 岩 松 院 (戦国 の 直入 但 。 唱 7 は 日 銀 の 北ア ルプ ス の 装 に 仔 む 安 甘 軒 千 高 


正則 や 葛飾 北斎 、 俳 人 小林 一 茶 ゆ か り の 古寺 ) > 北斎 館 (肉筆 画 、 版 本 や 錦絵 な ど ビュ ー ホ テル 」 と 歴史 的 魅力 の ある 伝統 的 な 旅館 「 上 
葛飾 北斎 の 作品 和 鑑賞 ) 一 信州 の 清流 で 育っ た イワ ナ 炊 き 込 み ご 飯 な ど 「 蔵 部 」 林 ホ テル 仙 書 閉 」。 雪 見 の 温泉 露天 風呂 で 寛ぎ の ひ 

と と き 、 和 ピ 和食 や 洋食 を 地元 の 食材 を 使っ た 創作 料理 
_。 | で 楽 し み ま す 。 





北ア ルプ ス を 望む 展望 風呂 な ど 数 種類 の 温泉 で 寛ぐ 至福 の 時 間 東京 ・ 大 阪 発 


飛騨 高山 温泉 ・ 森 の リゾ ー ト の 温もり 





※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初 
日 岐阜 羽島 駅 か ら 最 終日 新高 岡 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 パス 会 社 : 濃 飛 バス また は 加 越 能 バ ス ま た は 
岐阜 乗合 自動 車 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発 
着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 



























日 銀 の 新穂 高 へ 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 て 船 ++ そ の 他 
5 羽島) 。 。 由 阜 羽島 。 上 
ナ て 、 下 三 之 町 な ど 古 い 町 並み 自由 散策 ) … 高山 駅 つ シ ャ トル ーー 1 ご 
パス ー タ 刻 : 飛 騨 高山 温泉 ・ ホ テル アソ シア 高山 リゾ ー ト 泊 (北ア ルプ ス を 風情 ある 街並み 散策 も ゆ 飛騨 高山 ・ 中 橋 
眺め る 展望 風呂 や 檜 風呂 な ど 、 種 類 豊富 な 温泉 リゾ ー ト で て お 寛ぎ 下さ い ) - 
午前 : 宿 一 新 策 高 ロー プ ウ ェ ー (日 本 唯一 の 2 階 埋 て ロー プ ウ ェ ー で 雲上 の 世界 、 SE eo 
還 禁 高 2156m の 絶景 地 へ 。 白銀 に 染まる 絶景 の 北ア ルプ ス 360 度 の パノラマ 展望 ) つ 礎 あ る 向 普 みみ 馬 力 の 飛 凍 生 山 。 7207 の 人 
昌 水 無 神社 (飛騨 国 一 之 宮 、 平 安 時 代 か ら の 由緒 ある 神社 に 初 参り ) 一 夕刻 : 同 ホ の 大 パノラマ が 広がる 展望 風呂 が 自慢 の 温泉 リゾ ー 
テル 泊 (温もり の 温泉 で ゆっ くり 元旦 を お 過ごし 下さ い 。) ト に 連 泊 し ます 。 村 風 括 や 岩 風 操 な ど 飛 騨 随 一 の 種 
午前 : 宿 一 世界 遺産 ・ 白 川 郷 (雪景 色 の 合掌 造り 集落 散策 ) 高岡 ・ 瑞 龍 寺 ( 加 ao ie 











= 新 大 阪 = 日 銀 の 世界 が 広がる 新穂 高 や 日 川 郷 な ど 、 冬 な 6 で 


て ペー ロニ ニニ こっ ュー エー ニン E 
新 呈 ーー 87 3 - De 20: ] 川島 3 ーー ば が 
い = 一 プ 、 ーー デ い 四 層 y』 2 き P 』 旧 馬 ーー cr" 
上 m5 > くい つい へ ho 4 の ーッ ンー か = ュー ペン ョ ンマ の いっ 
ミ PL Ya r 「 計 | っ 
上 に 阪 4 \ 吊 選 - ーー ね ます 
上 l 記 ご < じい は の 美しい 融 京 も 訪 1 
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名 
明 
ホ 
P 
ル 


浴 中 


| 等 び 品 自選 憶 | 冶 陣 弄 万 送 吐 * 菩 | 


紀 > 周 汗 


| 生生 eo 簿 表 つ 〇 ー | 司 民 肝 | 工 三 G 


お 
止 
月 


Sr. 


油 中 


| 革 び 只 光 選 加悦 | 向 限 陸 万 逆 吐 * 茹 | 


紀 > 骨 半 


rrG 


等 三 


| s_ws 革 E 秒 剖 の つ 〇 ー | ゴ 司 当 午 | 
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富山 湾 か ら 立 山 連峰 の 冬 景色 、 の ん ぴり 観光 と 絶品 グル メ を 堪能 
冬 の 富山 お 正月 の グル メ 紀 行 
ン 海 の 幸 ・ 磯 料理 & 富 山 牛 ~ 









人 
/ 
出発 12 月 31 日 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
DSE 
144 000 153.000 円 
116,000 円 125,000 円 


※ 添 乗員 は 初日 東 京 駅 ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 乗り 換え 駅 で は 係員 が 案内 し ます 。 ※ 利 用 
バス 会 社 : 富山 地 鉄 グ ルー プ ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
程 っ バス 航 空 機 
東京 (9:30 て 12:30 発 ) = 
新高 


1 瑞 龍 寺 ( 固 宇 の 山 門 仏典 、 の be ヤー バー 


・ 徒 歩 = 列車 て 船 
大 宮 = 新高 岡 (12:30 て 15:10 発 ) 


+ その 他 












PP 礎 、 石林 か 格 戸 の 情 村 か ry ( 
2 山 牛 の 陶板 焼き な ど 、 お 正月 らし い ご 昼食 ) 一 世界 遺産 ・ 白 川 郷 (雪景 色 の 合掌 
集落 ) つ ホテ ル (休憩) タク シー 岩瀬 ・ 松 月 (老舗 料亭 で いた だ く 白 エビ な 
どの 富山 な ら で は の 磯 料理 夕食 ) 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 

午前 : 宿 一 新湊 大 橋 (ちい の 風 プ ロム ナー ド ) 一 新湊 きっ と きた と 市 場 (お 買物 ) 
つ 雨晴 海岸 (富山 湾 越 し の 白銀 の 立山 峰 ) つ (富山 の 海 の 幸 の ご 昼食 ) 


に LT | 導 馬 隊 [SE006i90 和 ) 











全 喜 山 エ クセ ル ホ テル 
東急 客室 一 例 


4 ぞ 造 料亭 ・ 松 月 の 磯 料理 


語 山 の シテ ィ ホ テル に 連 泊 し て 、 世 界 遺 産 の 白 川 部 
や 富山 湾 越 し の 立山 連峰 な ど 雪 化粧 と な っ た 冬 な ら 6 
で は の 景色 を 楽し み ま す 。 前 田家 ゆか り の 国宝 ・ 瑞 
龍 寺 や 彫刻 が 随所 に 施 き れ た 北陸 最大 の 風格 ある 瑞 
泉 寺 に 初 参り 。 “天然 の いけ す "” 富山 湾 で 獲れ る 和 白 エ 
ビ 料 理 の 老舗 料亭 「 松 月] で 旬 の 磯 料 理 や 富山 牛 な 
ど 富 山 な ら で は の グル メ も 堪能 し ます 。 





2020 年 リニュ ー ア ル ! 金沢 ニュ ー グ ラン ド ホ テル ・ ゆ と り の 客室 に 連 泊 


雅 な 金沢 華やぎ の 古都 採 訪 


じっくり めぐ る 伝統 文化 の 城下 町 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
ee 3 人 1 室 2 人 1 室 PF 


| 東 発 145,000 円 148,000 円 149.000 円 
~ 現地 発着 130.000 円 133,.000 円 134.000 円 


6 芝 業 は 補 0 日 束 駅 が ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 加 越 能 パ ス ま た は 北 鉄 グ ルー プ バ ス ま 
た は な る わ 交 通 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 













デラ ックス ツイ シル ー ム 





行程 っ バス 厳 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
東京 9:30 ご 11:00 発 ) = 大 宮 三 新高 岡 新高 岡 (12:00~ コ 





罰 瑞 龍 寺 (国宝 ・ 加 賀 藩 2 代 藩主 前 田 利 長 公 菩提 寺 ) 一 金沢 ・ 尾 山神 社 (前 田 利家 
中 公 ・ お 松 の 方 を 祀る 珍し い 和 漢 洋 の 3 つの 建築 様式 「 神 門 」) 夕刻: 金沢 ニュ ー グ 
ラン ド ホ テル プレ ステ ー ジ 泊 (加賀 会 席 の 夕食 、2 人 1 室 は デラ ックス ツイ ン 

「 ルー ム 、1 人 1 室 は ダブ ルル ー ム で お 寛ぎ 下さ い ) 
午前 : 宿 一 金沢 城 圭 公園 ( 凌 槍 や 五 十 間 長屋 ) 一 日 本 三 名 園 ・ 兼 六 園 ( 雪 吊 り の 
靖国 ) ひがし 茶屋 街 (金沢 文化 を 代表 する 茶屋 街 を 地元 案内 人 の 解説 と 散策 、 
| 重文 「 志 摩 」 江 戸 時 代 の まま 残る お 茶屋 見 学 ) 夕刻 : 同 宿泊 (「 加 賀 野菜 と 旬 の 























長町 武家 屋敷 跡 界隈 


重要 文化 財 ・ 志 


加賀 白 万 石 の 栄華 を 誇る 金沢 。 町 中 に 今 も 残る 歴史 
と 華やぎ の 風情 ある 街並み を 訪ね ます 。 金 沢 文化 の 
代表 ・ 人 茶屋 街 は を それ ぞ れ 風情 が あり 、 趣 ある 一 角 を 
作り 上 げ る 建築 も 見どころ 。「 こ も 掛け 」 の 武家 屋敷 
や 雪 吊 り の 唐崎 松 な ど 、 冬 な ら で は の 風景 を 愛 で 
古都 の し っ と り と し た お 正月 を お 過ごし 下 き い 。 








御 食 国 ・ 若 狭 で 冬 の 美食 "ふぐ 」「 か に 」 を 味わう 


永平寺 除夜の鐘 
北陸 の 味覚 越前 か に 尽 








出発 12 月 31 日 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
DSE 
159, 000P 160.000 円 
148,000 円 149.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 米原 駅 か ら 最終 日 米原 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 パス 会 社 : 京 福 バ ス ま た は 福井 鉄道 また は 滋賀 観光 バス 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


っ バス ” 航空 機 


Rue 人 人 (2:00-14:30 発 ) = 
米原 米原 


me 徒歩 
ーー mr っ の (洋食 ディ ナー 後 、 永 平 寺 の 年 越し へ 。 森 厳 な 除 
各氏 初 参 り ) 


= 列車 + その 他 













午前 : 宿 敦賀 ・ 気 比 神宮 (北陸 道 の 総 鎮守 ・ 厳 島 神 社 、 春 日 大 社 と 並ぶ 「 日 本 
・ ホ テル せく み 屋 ( 御 食 国 ・ 若 狭 の ふぐ 昼食 ) 一 羽賀 


請 上 三 大 木造 大 鳥居 」) 一 小浜 
aa 寺 (行基 開創 の 真言 宗 古 閉 ・ 重 要 文 化 財 「 木 造 十 一 面 観音 」) 一 明 通 寺 (坂上 田村 麻 
呂 創 電 の 古 章 、 日 本 海 側 只 一 の 国宝 本 堂 ・ 三 重 塔 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (和食 ) 


| 午前 : 宿 一 東尋坊 一 白浜 荘 (越前 か に 尽く し 昼食 ) 一 野 水仙 咲く 越前 海岸 を 
昌 凍 和 の 28 二 の E メイ と っ 越前 岬 (甘い 香り の 水仙 と 冬 の 日 本 海 ) 一 


MM UDD 2 20 

















20 
ぁ 最少 催 行人 員 : 12 名 
2 









敦賀 ・ 気 比 神宮 


越前 海岸 の 野 水仙 


置 洞 宗 大 本 山 永平寺 の 年 越し へ 。 十 万 坪 、 七 十 余 棟 
の 殿堂 楼 開 に 響き わた る 除夜の鐘 を 聞き 、 冬 の 味覚 
越前 が に 」 や 「 若 狭 ふ で 」 な ど 、 北陸 な ら で は の 美 
味 を 堪能 し ます 。「 海 の ある 奈良 」 と も 呼ば れ 、 名 齋 
の 多い 小浜 の 文化 財 や 日 本 海 側 の 絶 早 、 ス イモ ン の 
花 が 甘く 香る 越前 の 冬 景色 も 訪ね ます 。 





温泉 リゾ ー ト に 連 泊 し て 本 年 最後 の 落日 と 初日 の 出 


世界 遺産 熊野 三山 初 語 


本 州 最 南端 太平 洋室 む 黒 潮 の 湯 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
2 人 1] 宰 


168,000 円 
147,000 円 


ei 


東京 発 。 166, 00 円 
。 大 阪 発 145,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泌 還 記 
乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 
同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 熊野 御坊 南海 バス 

※ 部 屋 タイ プ : 洋室 また は 和室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を 
ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 






潮岬 ・ 夕 景 

※ タ 夕日 ・ 日 の 出 は 気 
象 条 件 に より ご 覧 
いた だ け な い 場合 
が ご ざい ます 。 

= 列車 一 船 + そ の 他 





- ふ 4 ーー ここ 


… 徒歩 













り | 潮岬 (本州 最 南端 の 地 より 眺め る 今年 最後 の 夕日 ) 午後 : 串 本 ・Hotel & 
ドー WAKAYAMA-KUSHIMOTO 泊 (本 州 最 南端 の 海 を 仰ぐ 温泉 露天 岩 風呂 、 会 

席料 理 夕食 ) 
人 

2 や 那智 滝 (落差 日 本 一 の 名 浸 ) 一 熊野 速 玉 大 社 ( 初 語 ) 一 熊野 本 

刻 : 同 ホテ ル 泊 (会 席料 理 夕食 ) 

午前 : っ 百 泊 三段壁 ( 千 古 の 自然 造形 が 形作る 熊野 水軍 の 隠し 洞窟 ) 白浜 

間 (クエ 料理 写 食 ) つっ 

| 1 る 証 屋 = 新横浜 = 

40 て 20:40 着 ) 


























LOC で デー テー て パー ニテ リー 
白浜 = 天王 寺 = 
プ の) て ) <1 
に 2 ここ 








6CERMH10 


を 「 ム ヤ 4 
2 シー ト が 人 


熊野 速 下 大 社 


風光 明 婚 な 海岸 線 が どこ まで も 続く 和歌 山県 ・ 紀 伊 
半島 。 南 紀 串 本 に ある 温泉 付き リゾ ー ト に ゆっ た り 
連 泊 。 本 州 最 南 端 の 潮岬 で は 、 本 年 最後 の 夕陽 を お 
楽し み 下 るい 。 ま た 、 県 南部 に ある 紀伊 山地 は 古く 
か ら 神 々 が 和 宿る 所 と し て 崇拝 され て きま し た 。 元旦 
は 世界 遺産 に も 登録 さき れ て いる 熊野 那智 大 社 ・ 熊 野 
速 玉 大 社 ・ 熊 野本 宮 大 社 の 三 社 を 巡り ます 。 
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名 
名 
ホホ 
テ 
ル 


浴 叫 


| 等 ゆび 品 泊 民 球 憶 | 敵 隊 國 師 聞 吐 * 芝 | 


紀 > 燥 湖 


| 生生 | 基 藤 つの 〇 ー | 本 呆 径 





名 
名 
ホ 
の 
ル 


浴 中 


| 革 い 只 泊 記 叶 憶 | 交 限 陸 師 逆 叶 * 芝 | 


紀 > 岩 凌 


著 =mG 


| s_ss E 其 前 つ 〇 ー | ゴ 司 当 午 | 
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新春 の アド ベン チャ ー ワ ー ル ド で バン ダ と の 出会い AAERMH20 
道成 寺 初 参り と クエ 料理 ーー ニー 
海 に 囲ま れ た 紀州 みな べ 干 里 浜 温 し 最 人 催行 人 具 : 12 名 

2 シー ト ガイ ドド と り 








発 日 12 月 31 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


出発 地 SE 
東京 発 。 157,000 円 159,000 円 219,000 円 

- 夫 発 136,000 円 。138.000 円 。198,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 パス 会 社 : 熊野 御坊 南海 パス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 また は 和室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※2 日 目 の ア ド ベ ンチ ャ ー ワ ー ル ド の 入園 券 に 含ま れる も の は 、 マ リン ライ ブ プ ・ ア ニ マ ル ア ク ショ ン 観 
覧 、 ケ ニア 号 乗車 、 動 物 と の ふれ あい な ど で す 。 オ プシ ョ ナル ツア ー・ 遊 園地 アト ラク ショ ン の ご 利 
用 は 別途 料金 が 必要 と な り ま す 。 

行程 ラバ ス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 C 舶 ++ そ の 他 災 黒 : ジャ イア ント パン ダ 


新 大 阪 (13:00~14 = ー (撮影 日 : 2020 年 4 月 3 日 ) 


古屋 = 新 大 南部 | 
っ 午後: 南部 ・Hotel & Rsorts WAKAYAMALMINABE 泊 (太平 洋 を 望む 温泉 露天 風呂 南紀 南部 の 千里 浜 を 望む 温泉 付き リゾ ー ト ホテ ル に 


和食 会 席料 理 夕食 ) っ = ま = ん っ > っ 5 * デー トコ 
ーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーー こ 泊 。 海 に + た 征 地 か 、 天 気 が 放 
午前 : 府 っ 日 泊 ・ ア ド ベ ンチ ャ ー ワ ー ル ド (人 和 還 券 利 用 で 5 詩 間 人 在 、 自由 量 廊 )。。 "た 7 連 泊 。 海 に 半 ま れ た 敷地 か ら は 、 大 知 が 長 










っ 三段壁 洞窟 (熊野 水軍 が 船 を 隠し た と いう 伝説 の 洞窟 ) > 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 けれ ば 夕日 も 日 の 出 $ も ご覧 いた だ け ま す 。 元旦 は 白 
| 食 コ ー ス 料理 タ 食 ws ws ね bb の | や も kb ホ や 上 や キ hb ゅ わら hkh 浜 の アド ベン チャ ー ワ ー ル ド で 5 時 間 の フリ ー タ イ 


午前 : 宿 一 道成 寺 (紀州 最 古 の 寺 の 安 珍 ・ 清 姫 伝説 ) 紀州 日 高 (紀州 クエ 会 席 ム | パンダ ファ ミリ ー な ど 、 可 愛 い 動物 た ちの 姿 を 


間近 で ご 覧 下さ い 。 最 終日 は 幻 の 高級 魚 ・ ク エ の 会 
席料 理 を ご 用 意 し まし た 。 





京都 ・ 六 波 殺 蜜 寺 初 参 り と 老舗 ' 近 又 」 の 懐石 料理 


秋 湖 か ら 京 へ = 23|awecewe 
竹生 島 初日 の 出 ク ルー ズ と 彦根 城 と 最少 催行 人 員 : 12 名 


慌 行 

















証 一 丘 還 剛 二 間 間 )O0O  m  … の 
ィ ムロ は 京都 っ 全 を 
財 12 月 31 日 て 人 料理 
旅行 代金 (大 人 お ひとり 様 ) 楽し む ? 
ーー 500 2 00 食事 の イメ ー ジ 


| 東 発 150,000 円 152,000 円 157,000 円 
悪 量 着 126,000 円 。128.000 円 133.000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
用 バス 会 社 : 近江 鉄道 、 湖 国 パ ス 、 ヤ サカ 観光 バス 、 東 豊 観光 の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 名 
古屋 発着 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 


DI 
コロ 三 | 
rr 
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っ 高 月 ・ 渡 岸 寺 (国宝 十 一 面 観音 ) 一 午後 : 長 浜 ・ 北 ビワ コ ホ テ ル グ ラ ツ ィ エ 竹生 島 か ら の 初日 の 出 揚 人 : 琵 生 滞 船 株 式 会 社 
| 湯 (天王 滞 時 の ホテ ル で の ん び リ 、 和食 計 席 料理 食 】5 ニ 55 や oo、。  ※ 朱 件 が ど に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
朝 : 宿 … 長浜 港 (6:30) て 琵琶 湖 「 初 日 の 出 ク ルー ズ 」 竹生 島 (西国 30 番 
札所 の 宝 厳 寺 と 都 久 夫 須 麻 神社 初 語 ) -~ 長 浜 港 … ホ テル : 午 前 一 金剛 輪 寺 ( 湖 「 』 し 生長 入 涯 る 
東 三山 の ひと つ 、 国 宝 ・ 大 悲 閣 本堂 と 重要 文化 財 ・ 三 重 塔 ) 一 彦根 城 (国宝 天守 韻 初日 の 出 ク シー ズ 」 は ホテ ル 前 の 長浜 浴 を 早朝 に 出 


と 大 名 庭園 ・ 玄 宮園 ) 午後 : 同 ホテ ル 泊 (フレ ンチ コー ス 料 理 夕食 航 。 蓄 琶 湖 に 浮か ぶ 竹 生島 まで は 准 30 分 、 島 に 着く 
午前 : 宿 つ 京 都 ・ 六 波 羅 蜜 寺 (無病 息災 の 皇 服 茶 と 空 也 上 人 像 な ど 宝物 館 拝観) と 東 の 鈴鹿 山脈 か ら 朝日 が 昇り ます 。 そ し て 、 西 国 


講堂 五重塔 ) 
] で ます 。3 日 目 は お 正月 の 京都 に も 訪れ 、 初 参り と 
京 懐石 料理 も 楽し み ま す 。 








占 代 ロ マン に 溢れ た 宗良 て 過 こ す お 正月 
大 神 神社 初 参り 
新春 の 大 和 路 リゾ ー ト 連 : 


が sa 識 ヘ バ ォ キレ ゥ † ト トド 0 ト 〈〔{tmo る 6bh【 ポ 〔 ポ | 
間近 
/ 


温 









出発 日 12 月 31 日 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
DSE 
東京 発 135, 000 139, 000 155,000 円 
110,000 円 。114,000 円 。 130,000 幅 


※ 東 京 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 パス 会 社 : 奈良 交通 また は 奈良 観光 バス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 






行程 っ バス 写 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 GO:00-12:00) 一 品川 = = 橿原 神 宮前 4⑩16:00 移 ) 
| 


新横浜 = 名 古屋 
に 
・ 午後: 原 ・THE KASHIHARA 泊 (温泉 大 浴場 、 和 食 会 席料 理 夕食 、 自 由 に 橿原 
神宮 年 参り な ど ) 
午前 宿 つ 大神 神社 (日 本 最 古 の 神社 ・ 三 輪 明神 初 語 ) 帯 林寺 (フェ ノロ サ も 
請 魅了 され た 国宝 十 一面 観音 の 微笑 み ) > 談 山 神社 ( 朱 塗 り の 三重 塔 ) - 剛 寺 
創 (日 本 最初 の 厄除 け 霊 場 ) 飛鳥 寺 (飛鳥 大 仏 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (フレ ンチ コー 





午前 : 宿 長谷 寺 ( 舞 全 
大 
WE = 名 古屋 新横浜 名 張 (14:00~-16:00 着 ) 
品川 = 東京 8:30 こ 20:30 着 ) 


造り の 国宝 本 堂 か ら の 大 展望 ) 室生 寺 (女人 高野 の 五 重 









ーー 東 京 発 ・ 
| 食事 | 
現地 発着 |6CESMH20| | (東京) 彰 2、 生 3、 タ 2 
(現地 発 閉 ) 朝 2、 太 2、 タ 2 


バス 7 ム 1 7 か 
2 シー ト 委 ガイ り 





人 








THE KASHIHARA 
橿原 神宮 の ほど 近く に ある 温泉 


リゾ ー ト ホテ ル で す 。 ゆ っ た り 
と し た 広め の お 部 屋 と 温泉 大 浴 
場 (写真 )、 大 和 の 食材 を 使っ た 
お 食事 を お 楽し み 下 さい 。 
TNIILH 誠 
リム 
s - ーー 

談 山神 社 


大 物 主 神 を 祀る - 三輪 山 を ご 神体 と する 、 わ が 国 最 古 
の 大 神 神 社 に 初 語 。 朱 塗り の 社殿 や 十 三重 搭 で 知ら 
れる 談 山 神社 や 国宝 の 十 一 面 観 音 で 名 高い 聖 林寺 を 
拝観 。 ま た 、 小 ぶり の 五重塔 が ひっ そり と そびえ ぇ た 
つ 女 人 高野 の 室生 寺 も 訪ね ます 。 





新年 は 三 弘法 語 で て 2022 年 の 無病 息災 を 祈願 。 


新年 の 寿 き ! 感 動 の ジル ヴェ スタ ー・ 
コン サー ト と 京都 で 過 こ す お 正月 





ローーー 












12 月 31 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
2 人 1 室 1 人 1] 室 
199,000 円 228,000 円 
170,000 円 199,000 円 


※ 泊 員 は 初日 東 京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 パス 会 社 : ヤサカ 観光 パス 、 東 境 観 光 、 滋 賀 人 観光 バス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変更 に な る 場合 が あり ます 。 予め ご 了承 の 上 、 お 申し 込み 下さ い 。 














行程 っ パス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 … 舶 + せ その他 
。 東京 0:00~11:30 発 ) 三品 川 = (12:30~14:00 発 ) | 

j 屋 = グリ ー ン 車 = 京 都 
凍 _、 党 衝 県 立 芸術 劇場 びわ 湖 ホ ー ル (S 麻 より 感動 の ジル ヴェ スタ ー・ コン サ 


一 ト を 第 賞 /15 時 間 演 ) 夜 : 都 東急 ホテ ル 泊 ("た ん 熊 北 店 」 に て 会 席 料 


' トド 東 本 願 寺 や 西本 願 寺 の 初 語 、 ゆ っ た り 11 時 出発 っ 泉 仙 大 慈 院 店 (精進 
内 | 基 殺 料理 Py 時計 【 選 の ト 語 り is 










| れ た 料亭 で 、 京 名 物 ・ 白 味噌 雑 煮 と 京 会 席 昼食 ) 一 東寺 ( 三 弘法 語 ③ 日 本 で は じ め 








ーー 
ca 


ゅ 最少 催行 人 員 : 10 名 





(東京 ) 朝 2、 昼 3、 タ 2 
(現地 発着 ) 朝 2、 号 2、 タ 2 
バス バス 販 ) 


⑥FlOrian Hammerich 








指揮 : 阪 哲朗 
@YujiHon 
びわ 湖 ホ ー ル ジル ヴェ スタ ー・ ヴァ イオ リン : 
コン サー ト 昨年 の 公演 より 三浦 文 彰 





法 語 と は て 
正月 3 日 に 、 弘法 大 師 と ゆか り の 深い 南 区 の 東寺 ( 孝 


王 護国 寺 )、 右 京 区 御室 の 仁和 寺 、 北 区 西 貨 茂 の 神 光 


院 の 3 ヵ所 を 巡拝 する 風習 で 、 無 病 息 災 を 祈願 し ます 。 





湖畔 に 侍 む びわ 湖 ホ ー ル で 開催 る され る ジル ヴェ スタ 
ー・ コ ユ コンサ ー ト 。 今年 は 昼間 の 公演 で 、 大 紫 日 を 特 
別 な 1 日 に 。 京都 で 過ごす お 正月 は 、 両 日 と ぉ 10 時 
以降 の ご 出発 で 、 の ん びり 楽し み ま す 。 


1$ 





名 
名 
ホ 
PP 
ル 


漆 叫 


| 等 ゆい 只 和光 記 恒 | 強 万 送 吐 * 帝 | 


紀 > 岩 潜 


| 生生 eo 乱 責 の つ 〇 ー | 司 民 妥 | 茎 三 で 


名 
名 
ホ 
の 
ル 


> 燥 凌 | 等 い 員 自選 器 相 | 向 限 弄 太 聞 吐 * 党 | 浴 中 


待 三 


| ヾ ーw 挟 E | joo- | さ 
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大 隆 日 賑わう 錦 市 場 や お けら 参り も 自由 に お 楽し み ) |6AESMH30 


京都 師走 の 風情 と ET 
世界 遺産 の 社寺 初 参り ei 


/ 二 き - ' 
お 泊り の ホテ ル は 、 伯 市 場 まで 徒歩 約 10 分 の 四条 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) RE 9 作り リ 」 が 人 笑 / 


神社 へ は 午 歩 移 30 分 。 阪 導電 車 を 利用 する と 終点 の 
| 東京 償 。 125,000 円 。129,000 円 。 134,000 円 河原 町 駅 か ら 約 1 分 程 の 道のり で す 。 













陣 地 発着 101.000 円 。 105,000 円 110,000 円 。 洛 北 の 山 握 に 位置 する 上 賀茂 神 社 は 正式 に は 賀茂 別 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 雷 (か る わけ いか ず ち ) 神社 と 呼ば れ 、 下 鴨 神社 と 
※ 利 用 パス 会 社 : ヤサカ 観光 パス 、 帝 産 観光 バス 、 奈 良 交通 、 東 豊 観光 の いずれ か Js 

oc ー ーー と も に 京都 最 古 と いわ れる 神社 の ひと つ で す 。 上 白砂 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 の 参道 を 進み 、 通 常 は 楼門 の 先 の 中 門 か ら 6 参拝 い た 


- し ます が 、 お 正月 の 5 日 まで は 特別 に 式 年 居 宮 後 の 国 
時 ド 、 の oh 吉 寺 に 
人 本 uo5o5o5o5o5=5=5== ソ パス つ 衣 守 村 … 午 ・ 列 東 一般 その 他 富 の 本 暴 が 開放 され ます 。 市 内 に 点 在 する 世界 條 産 
[ ミー 京都 | の 社寺 も 初 参 り 、 一 年 の 良き スタ ー ト に な る 事 で し 
つ 午 後 : か ら す ま 京 都 ホ テル 当 (自由 に 大 央 日 の 伯 市 場 散 策 、「 入 船 」 に て 会 席料 よ 光 。 
理 夕食 、 自 由 に 八坂 神社 の お けら 参り や 知 恩 院 の 除夜の鐘 な ど と 京 の 大 星 日 の 
風情 を お 楽し み 下さ い ) 


CRPDDTTEYJ 















庭園) … 飾 月 (天龍 直営 店 の 精進 料理 昼食 ) > 奥 肉 幅 ・ 大 覚寺 ( 旧 胡 央 御所 の 門 
中 寺院 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (桃李 に て 中 国 料理 夕食 ) 

午前 : 宿 世界 遺産 ・ 龍 安 寺 (石庭 ) つ 世 界 遺産 ・ 銀 閣 寺 (東山 文化 を 代表 する 
楼 間 庭園 旭 築 ) - 南 祥 寺 順 正 (湯豆腐 昼食 ) つ 


捉 E 三品 川 三 
が ( コッ ン 間 と 








埋 圭 (15:00- ン 17:0OO 着 ) 
nm 医 6 (15:(0 有 用] だ UU2 Pl 
Wi 1 ロ の 


KJ Sr/ 縛 い 













ケー ブル で 標高 737m の 六甲 山 展 覧 台 へ 京 発 
新しく な っ た 宝塚 ホテ ル の お 正月 と 記 
京都 白 沙 村 蘭 ai 

















ーー 

MM 12 月 31 日 ンー < らい 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 

出発 地 | LSE / PE: ロビ ピー の 大 階段 

jew 148.000F 163.000 

現地 発着 。 123.000 円 138,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 「 ン ン シ ンー 

初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 国 際 興 業 観 

光 バ ス 、 東 豊 観 光 の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 

洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P43 を ご 参照 下 宝塚 ホテ ル 外 観 


さい 。 ※ 写 真 は 全て イ パージ で ぞ す 。 レ トロ な 魅力 


に ニ 時 六 申 ケ ー ブ ル 宝塚 ホテ ナル は 、1926 年 (大 正 15 年 ) の 開業 以来 90 余 
行程 っ パス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 年 を 過ごし た 地 か ら 、2020 年 6 月 宝塚 大 劇場 の 西 隣 
| 本 上 | に 移転 開業 いた し まし た 。 ホ テル コン セプト は 「 夢 

の うう ブ 和 き 」。 
ホテ ル 外 観 は 阪神 間 モ ダニ ズム と 称 き れる 移転 前 ホ 


















午後: 宝塚 ホテ ル 泊 (2020 年 オー プン 、 自 由 に 館内 ギャ ラリ ー 見 学 ) 


午前 : 宿 一 西宮 神社 (恵比寿 様 の 総 本 社 、 初 参り ) 一 湊川 神社 一 六甲 ケー ブル ーー 
下 + 六 甲 ケ ー ブ ル 六甲 山上 (標高 737.5m の 展望 台 「 天 覧 台 .」 か ら の 眺望 ) テル の クラ シカ ル な デザ イン を 継承 し 、 ロ ビー に は 
っ 東 六 甲 ド ライ ブウ エイ ー タ 刻 : 宝 塚 ・ 同 ホテ ル 泊 前 ホテ ル よ り 移 設 し た シャ ン デ リア が 皆さま を お 出 
午前 : 宿 一 京都 ・ 下 鴨 神社 (世界 邊 産 の 古 社 ) 一 銀閣寺 (わび ・ さ び の 東山 文化 、 世 迎え いた し ます 

白 沙 村 笠 ( ら な あす ・ 


界 遺 産 の 庭園 )・ 






* 
マ 
メ 











また 宝塚 大 半 場 の オキ フィシャル ホテ ル と し て 、 館 内 
に は 宝塚 歌 員 に 関す る ギャ ラリ ー も ご ざい ます 。 


R 


ロリ | に ココ 


ク 和 昼食 、 館 長 の 案内 で 橋本 関節 記念 館 見 学 ) 








気まま に 正月 一 人 旅 、 温 泉 連 泊 で 出雲 大 社 や 足立 美術 館 へ leAEVMGO0 
ー 人 旅 山陰 の 名 湯 ・ 
二 温泉 で 迎え る お 正月 


大 根 島 由 志 園 雪 の 庭園 
ノ ーー 
12 月 31 日 | 証 還 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) | 
1 人 1 室 A タ イプ 1 人 1 室 
大 阪 発 138,000 円 168,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 
バス 会 社 : 日 本 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 【 基 本 】 バ パス な し ・ ト イレ 付 【A タ イプ 】 バ ス ・ ト イレ 付 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
【 お ひと り 参 加 限 定 コ ー ス の 申込 に つい て 】 
・ ご 夫婦 で の ご 参加 は ご 遠慮 珠 い ます 。 ・ お 友達 同士 の 参加 の 場合 は 、 別々 で お 申込 み を 承り ます 。 ま 
た 、 お 席 や お 部 屋 な どの 隣 同士 の ご 希望 は 承れ ませ ん 。 予 め ご 了承 願い ます 。 





人 
| 食事 
大 阪 発 |6CEVMG00 
ぁ 最少 催行 人 貞 : 10 名 



























っ バス 窟 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 生 そ の 他 


東京 (@:00~10:30 発 ) 品川 ご 。 新 大 阪 (0:30 こ 3:00 発 ) 新神戸 = 
。 新横浜 = 名 古屋 岡山 米子 岡山 = 米子 | 

記 夕刻 : 皆 生 温泉 ・ 皆 生 シ ー サ イド ホテ ル 泊 (カニ 会 席 膳 の 夕食 、 全 室 オ ー シ ャ pan 
還 記 ン ビ ュー、 日 本 海 を 望む 展望 風呂) 足立 美術 館 
証 午前 : 宿 出雲 大 社 (日 本 を 代表 する 縁結び の 神様 ・ 大 黒 主 大 神 を まつ る 大 社 初 語 リー ーー - 

2 一 大 根 島 ・ 由 志 園 (咲き 匂う を ボタン) つ 美 保 関 ・ 美 保 神社 (えび す 様 の 総 本 宮 、 全 琴 か ら 日 本 海 が 眺め る 、 海 に 面 し て 建つ ホテ ル 。 

の (日 本 海 味覚 膳 タ 食 ) = オーシャン ビュ ー の 客室 に 日 砂 青 松 の 弓 ヶ 浜 、 東 に 
午前 : 宿 一 足立 美術 館 (世界 に 誇る 優美 な 日 本 庭園 と 横山 大 観 を は じゅ と する 近代 PE 
上 記 日 本 画 、 北 大 路 角 山 人 ら の 陶芸 、 章 画 、 漆 芸 な ど を お 楽し みい た だ ける 美術 館 ) つ 偽 野 を 広げ る 大 山 を 崇 む 代 全 温泉 に 通 泊 し 美和 効 
) :15 着 ) 新 大 阪 (16:30 一 18:50 着 ) びす 社 の 総 本 宮 ・ 美 保 神社 を 参拝 し ます 。 


























夕映 え が 美 し い 松江 し ん じ 湖 温泉 に 年 末年 始 の ん ぴり 連 泊 東京 大阪 発 
突 道 湖 温泉 ゆっ た り 連 泊 
出雲 大 社 ・ 松 江 と 足立 美術 館 
全 一 


/ 
出発 日 12 月 31 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 簡 ) 
計 | A タ イブ | A タ イプ | A タ イプ | B タ イプ | B タ イプ | B タ イプ 
出発 地 | 1 人 1 室 | 3 人 1 生 | 2 人 1 3 人 1 室 | 2 人 1 室 | 1 人 ] 室 
' 東 発 


162,000 円 152,000 円 158,000 円 190,000 円 164,000 円 175,000 円 215,000 円 
_ 大 阪 発 142,000 円 132,000 円 138,000 円 170.000 円 144,000 円 155,000 円 195,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
用 バス 会 社 : 一 畑 バ ス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 、 部屋 タイ プ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 セミ ダ 
ブル 街 側 ・16mm 【A タ イプ 】 ス タン ダー ド ツ イン 街 側 ・26mm 【B タ イプ 】 デ ラッ クス ツイ ン 湖 側 ・33 
nf ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


29 sosen 


ゅ 最少 催行 人 員 : 11 名 

















行程 っ バス 準 航 空 機 = 列車 船 + そ の 他 
















こ ニー CorcvyK こ ご Ye て ペペ ーー ーー ーー ーーー こい 本 い /) い ペ デュ ーー 
て | に 一 や ご Ei DE yi に に ーー の ・」 " Ge 1 害 
ニニ J| 王 装 T 『 - 素 才 写 ) 人 記 ナー 條 ナブ ーー 
と の Uw DA rw I デ ーー 2 の ココ < L 湊 9 





江 。 財 


三 名 古 大 "コキ ーー た k 半 2 

光り 交 く 内 道 湖 , の 目前 に た た ず む ホテ ル 、 最上 階 の 展望 温泉 大 浴場 で 寛ぐ 、 * 和 CE 人 

夕食 は 特選 会 席 を ) こ 中 とい 放さ こ ょ お がい ヾ ヽ 電 お 日 戸 
午前 : 宿 一 出雲 大 社 (日 本 を 代表 する 縁結び の 神様 ・ 大 黒 主 大 神 を まつ る 大 社 初 語 が 才 "NL 人 導 生 に 貞 し が た 0 紅 に ルド 夫 軸 人 

2 一 こたつ 船 で 堀川 めぐ り … 松江城 (国宝 、 全 国 で 現存 する 12 天 守 の ひと つ ) 一 に 連 泊 。 元 旦 は 出雲 大 社 へ 初 諸 。 国 宝 に 指定 され た 

還 記 序 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) WW 松江 城 と 、 日 本 庭園 と 近代 日 本 画 の 調和 が 見 事 、 日 


っ 




















| 午前 : 宿 一 足立 (世界 に 誇る 優美 な 日 本 庭園 と 横山 大 観 を は じ め と する 近代 wa aiai mi 
剛 日 mr 和 画 、 漆 芸 な ど を お 楽し みい た だ ける 美術 館 ) 本 有数 の 横山 大 観 コ レク ショ ン で 有名 人 気 の 足 立 美 


| 米子 = 岡山 = 新神戸 = 術 館 へ も 足 を の ば し ます 。 バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 で 


大 阪 (16:30 て 18:50 着 ) の ん びり 出雲 路 の 旅 で 年 末年 始 を お すご し 下さ い 。 





7 
(1 
I い ア 。 
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名 
名 
ホホ 
テ 
ル 


漆 叫 


| 等 ゆび 器 誰 玩 ES | 


| 紀 > 燥 凌 


著 =G 


a | 和 基 藤 つの 〇 ー | 司 民 筆 





名 
名 
ホ 
の 


ル 


浴 中 


| 革 び 只 泊 記 叶 憶 | 交 限 陸 師 逆 吐 * 茹 | 


紀 > 岩 凌 


落 =mG 


| S_au 誠 E | 矯 凍 つ 〇 ー | ゴ 司 当 午 | 


19 





船 行き 交 う 海峡 の 街 ・ 下 関 に 連 泊 、 グ ル メ も 楽し む お 正月 の 旅 
グリ ー ン 車 利 用 レト ロ な 港町 ・ 
関門 海峡 と グル メ な お 正月 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
| 1 人 1 宣 ( 箱 側 シン グル) 
185,000 円 190,000 円 
11 人 1 室 ( 海 側 シ ング ル ) | 1 人 1 室 ( 海 側 ダブ ル ) 
190,000 円 195.000 円 
|1 人 1 室 ( 街 側 シン グル ) | 1 人 1 室 ( 街 側 ダ ブル ) 
165,000 円 170,000 円 
ー デ ら 2 人 1 室 ( 海 側 ツ イン ) |1 人 1 室 ( 海 側 シ ング ル ) | 1 人 1 室 ( 海 側 ダ ブル ) 
165,000 円 170,000 円 175,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 軸 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 
バス 会 社 : サン デン 観光 バス また は プル ー ラ イン 交通 また は 長門 山 電 タク シー ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス っ 航空機 … 徒 歩 = 列車 ~ 般 


出発 地 | 2 人 1 室 ( 街 側 ツイ ン ) 


| 2 人 1 室 ( 街 側 ツイ ン ) 


語 e 159.000 幅 





++ SNa 





午前 : 宿 … 下関 南部 郵便 MK 


上 和田 商 全 ビ ルー 
(平家 物語 ゆか り の 地 初 参り ) 一 火 の 山 公園 一 下関 ・ 
っ 関 門 海峡 ウォ ー ク (海底 を 歩く ) 一 門司 港 レト ロ 地 区 (レト ロ 展 望 室 、 


日 清 講和 記念 館 … 赤間 神宮 
春 帆 楼 本 店 (ふく 特別 会 席 ) 
旧 大 
阪 商船 や 旧 門 司 三 井 倶楽部 、 旧 税関 な ど ) 午後: 同 ホ テル 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 
午前 : 宿 一 宗 像 大 社 (世界 文化 遺産 を 参拝 、 約 80.000 点 に お よぶ 国宝 の 神宝 類 を 収 
蔵 し た 神宝 館 見 学 も ) つ オテル グレ ー ジ ュ (三ツ星 レス トラ ン 出 身 シ ェ フ が プ 
の キー まお 0 る 二 レス ーー ジイ コー ス ) ー* 
















東 京 ・ 大 阪 発 
(東京 ) 朝 2、 以 3、 タ 3 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 2 
ム と 導い と 日 5 が 
3 AM と い ( 議 ) 


ぶ く 特別 会 語 





春 帆 楼 本 店 


火 の 山 公園 か ら の 
関 相 海峡 の 眺め 


海 を 臨む お レス トラ ン で 絶品 フ | 
レン チ レス トラ ン 店 内 


大 小 様々 な 船 が 行き 交 い 、 妥 前 に 一 大 パノラマ と な 
っ て 広がる 美しい 関門 海峡 を 臨む ホテ ル に 連 泊 。 明 
治 か 6 大正 に か け て 作ら れ た 建物 が 今 で も 残る レト 
ロ な 門司 と 唐戸 を 散策 し 、 海 峡 ロ マン を 満 誠 し ます 。 
世界 文化 遺産 登録 の 宗像 大 社 に も 足 あ の ば し 、 春 帆 
楼 本 店 で いた だ く ふ 〈 特 別 会 席 や こだわ り フ レン チ 
の 昼食 な ど グ ル メ も 楽し み ま す 。 





瀬戸 内 海 を し まな み 海 道 で 縦断 。 今 治 か ら 船 で 広島 へ 、 瀬 戸 の 多 島 美 満喫 


年 末年 始 きら めく 瀬戸 内 混 
ぐる り 周 遊 4 日 間 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 






195.000 円 208.000 円 
175.000 円 188.000 円 





※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー に 泊 乗 員 は 初日 東 京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
用 バス 会 社 : せとうち バス 、 
に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 
われ て いる 場合 が あり ます 。 


行程 


広 交 観 光 パ バス 、 両 備 パ ス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 
※ 有 厳島 神社 の 大 鳥居 は 修理 工事 の 影響 に より 大 鳥居 全体 が シー ト で 和 響 
※ 道 後 温泉 本 館 は 保存 修理 工事 の た め 1 階 の み の 利 用 と な り ま す 。 


っ バス 写 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 船 ユ そ の 他 





つ 千 光 寺 ロ ー プ ウ ェ ー (日本 遺産 に 認定 され た 箱庭 の よ うな 尾道 の 街並み ) … 千 
光 寺 公園 山麓 駅 つ し まな み 海 道 絶 景 ド ライ ブ … 生 口 島 ・ 平 山 郁夫 美術 館 
っ 大 三島 ・ 大 山 入 神 社 (日 本 総 鎮守 ) 一 来島 海峡 大 橋 ー 夕刻 : 今 治 国際 ホテ ル 
泊 (今治 の ラン ド マ ー ク ホテ ル 、 温 泉 露天 風呂 や 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 松山 城 (現存 12 天 守 の ひと つ ) … 道 後 温泉 界隈 を 自由 散策 一 松山 観 
光 港 て 西 瀬戸 内 海 を クル ー ズ (清盛 ゆか り の 音頭 の 瀬戸 、 瀬 戸 の 多 島 美 ) て 広島 
宇品 港 っ 夕刻 : ホ テル グラ ン ヴ ィ ア 広島 泊 ( 和 会 席 夕食 ) 

ホテ ル よ り 2022 年 初日 の 出 、 午 前 : 宿 一 宮島 口 一 宮島 機 橋 … 央 島 神社 参拝 後 、 
自由 散策 自由 昼食 … 宮 島 機 橋 - 宮 島 ロ ー タ 刻 : 倉 敷 国際 ホテ ル ( 洋 コー スタ 食 ) 
朝 : 宿 … 大 原 美術 館 (日 本 最初 の 西洋 美術 中 心 の 私 設 美術 館 、 開 館 前 貸切 に て モ 
ネ ・ グ レコ ・ ル ノワ ー ル な どの 西洋 画 な どの 作品 を 解説 員 の 案内 で 鑑賞 する 
「 モ ー ニ ング ツア ー」 て 特別 見 学 ) … 倉敷 美観 地区 を 自由 散策 …11 時 チェ ッ ク 
アウ ト 、 


ホテ ル に ーー ( 国 の 特別 名 勝 、 日 本 三 名 園 の ひと つ ) つ 











ane 
31 ーー 
CEWNG4 


ゅ 最少 催行 人 員 : 12 名 
K パス 





今治 国際 ホテ ル か ら の 眺め 
(イメ ー ジ ) 
写真 提供 : 広島 県 





厳島 神社 (イメ ー ジ ) 尾道 の 景観 (イメ ー ジ ) 





道後 温泉 本 館 (イメ ー ジ ) 


大 原 美術 館 (イメ ー ジ ) 


きら めく 瀬戸 内 海 の 島 々 を し まな み 海 道 や 船 で 横断 
し 、 瀬 戸 の 多 島 美 を 満 誠 。 日 本 総 鎮守 ・ 大 山科 神 社 
や 世界 遺産 ・ 厳 島 神 社 を 参 語 し 、 松 山 藩 の 玄関 港 と 
し て 栄え た 倉敷 へ 。 開館 90 周 年 を 迎え た 大 原 美術 館 
で 開館 前 に モネ ・ グ レコ ・ ル ノワ ー ル な どの 西洋 画 
な どの 作品 を 解説 員 の 案内 で 氏 賞 する ' モ ー ニ ング 
ツア ー」 で 特別 見 学 し ます 。 瀬戸 内 を 満 叫 する 4 日 
間 周 遊 の 旅 で お 楽し み 下 きい 。 





香川 徳島 ・ 高 知 へ と 四国 東海 岸 を バス 座席 2 シー ト で 周遊 し ます 
陽光 の 四国 東海 厚 周遊 
阿波 室戸 ・ 土 佐 で 過ごす お 正月 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
時 発 地 | 3 人 1 室 | 2 和室 | 1 人 1 
2 月 sem 琴 先 183.000 円 188,000 円 198.000 円 
” 大 発 163,.000 円 168,.000 円 178,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
用 バス 会 社 : 大 川 \ ス また は と さ で ん 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は 
P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 準 航空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
| 東京 7:30-9:30 発 ) = 品川 新横浜 新 大 阪 (10:00~ て 12:00 発 ) = 新神戸 ニ 
三 名 古屋 = 岡山 = 岡山 = マリ ン ラ イナ ー [自由 席 ] = 
1 マリ ン ラ イナ ー [自由 席 ] = 高松 高松 
つ 栗林 公園 ( 国 の 特別 名 勝 ) 一 屋島 寺 (四国 霊場 第 84 番 札所 鑑真 和 上 ゆか り の 寺 、 
瀬戸 の パノラマ ) 夕刻 :J 洒 テ ルク レ メ ン ト 高 松 泊 (和食 夕食 ) ' 
午前 : 宿 一 大 塚 国際 美術 館 (希望 者 は 美術 館 ス タッ フ の 解説 付き 鑑賞 約 40 分 ※ 状 況 
に より 解説 で き な い 場合 が あり ます 、 開 板 で 再現 され た 西洋 名 画 を 自由 鑑賞 約 100 分 、 
み 自由 昼食 ) 一 薬王寺 (四国 霊場 第 23 番 札所 ・ 厄 除け の 寺 ) 一 南 阿 波 サ ン ラ イン ( 太 
平 洋 を 望む 絶景 ドラ イブ ) 夕刻: 容 喰 温泉 ・ ホ テル リビエラ し し くい 泊 (絶景 
の 太平 洋 が 目 の 前 、 展 望 温泉 ・ 全 室 オー シャ ン ピ ュ ー の 癒し 宿 。 和 食 夕食 ) 
太平 洋 に 昇る 初日 の 出 な と 自由 に … 午 前: 宿 且 むろ と 廃校 水族 館 (小学 校 を 
改修 し て 作ら れ た 水族 館 ) 一 室戸 中 (ジオ パー ク ガ イド と 学ぶ 地球 の 神秘 と 絶景 ) 
っ 奈半利 駅 = 土佐 くろ し お 鉄道 ( 海 の 絶 景 が 自慢 の ロー カル 線 で の ん びり 列車 
旅 ) = 夜須 桂浜 (龍馬 像 ) 夕刻 : ザ クラ ウン パレ ス 新 阪急 高知 泊 (和食 夕食 ) 


午前 : 宿 五台山 山頂 展望 台 竹林 寺 (水引 を つけ た 5 円 玉 を 威勢 よく 振る 舞う 
「 お 福 分 け 」 行 事 に 参加 ) 一 洋 コ ー ス ラン チ … 高 知 城 (南海 の 名 城 ) - つ 
三品 川東 京 (20:00 一 21:40 着 ) 新 大 阪 (17:30 て 19:10 着 ) 








AXNem 
レデ ーー 


ぁ 最 少 催 行人 具 : 10 名 


(東京 ) 朝 3、 昼 3、 タ 4 
(大 阪 ) 朝 3、 昼 3、 タ 3 


パス パス 4 衣 
ア ュ アコ ガイ ド こり 


大 塚 国際 美術 
館 シス ティ 
ー ナ ・ ホ ー ル 
日 本 最大 級 の 常 
設 展 示 ス ペー ス 
( 延 床 面積 29412 


mi) を 有する 陶 
板 名 画 美術 館 。 


提供 :( 公 財 ) 高 知 県 観光 コン ベン ショ ン 協 会 





写真 は 大 塚 国際 美術 館 の 展示 作品 を 撮影 し た も の で す 。 


ド 【 ー 








特別 名 勝 栗林 公園 


瀬戸 大 橋 を 渡り 、 讃 岐 の 国 ・ 香 川 か ら 室戸 阿南 海岸 
国定 公園 を 通っ て 室戸 岬 、 高 知 へ 。 四 国東 岸 を ぐる 
り 周遊 し ます 。 栗林 公園 、 室 戸 岬 な ど 各 県 の 見 所 を 
訪ね な が ら 、 海 の 絶景 が 自慢 の ロー カル 線 (ご めん 
・ な は り 線 ) に も 乗車 し ます 。 





陽光 の 瀬戸 内 の 島 で 、 年 末年 始 を お 過ごし 下さ い 
風光 明 託 な 瀬戸 の 海 に 浮か ぶ 島 
小豆 島 で 過ごす お 正月 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


EEET 昌 3 人 1 室 2 人 1 室 に コ 
月 3j 人 生 135,000 門 138.000 六 145,000 
” 大 発 112,000 円 115,000 円 122,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か 
ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 両備 バス 

※ 部 屋 タイ プ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 






エン ジェ ル ロ ー ド 


行程 っ バス 厳 航空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 ++ そ の 他 
東京 7:30<9:10 発 ) 三品 川 三 新 横浜 新 大 阪 (10:00<11:40 発 ) 三 新神戸 = 
ー 名 古屋 = 岡山 岡山 
っ 後楽園 ( 国 の 特別 名 勝 、 日 本 三 名 園 の ひと つ ) … 新 岡山 港 一 フェ リー 土庄 
港 っ 夕刻: 小豆 島 温泉 ・ オ ー キ ド ホ テル 泊 (" 塩 の 湯 」 で 寛ぐ 、 和 食 会 席 食 ) 
午前 : 宿 一 二 十 四 の 瞳 像 (平和 の 群像 ) 一 八幡 神社 (七福神 の る びす 神 )… エ ン 
ジェ ル ロ ー ド … 土 渕 海峡 [世界 一 狭い 海峡 ] つつ オリ ー プ 公園 (オリ ー プ の 並木 ) 

9 一 紅 雲 亭 本 寒 霞 渓 ロー プ ウ ェ ー (日 本 三 大 渓谷 美 ・ 瀬 戸 内 海 と 渓谷 の パノラマ 散 

歩 ) ++ 山 頂 駅 (瀬戸 内 海 の 大 パノラマ ) 岬 の 分 教場 一 二 十 四 の 瞳 映 画 村 ( 小 

説 の 時 代 に タイ ム ス リ ッ プ 、 秦 井 栄 文学 館 ) 夕刻: 同 ホ テル 泊 (和食 会 席 夕食 ) 

午前 : 宿 土庄 港 て フェ リー… 新 岡山 港 一 大 原 美術 館 (モネ ・ グ レコ ・ ル ノワ 

ー ル な どの 西洋 画 を 鑑賞 ) … 美観 地区 (掘割 と 白壁 の 古い 町 並み を 自由 散策 ) - つ 

岡山 = 名 古屋 新横浜 品川 ー 岡山 = 新神戸 = 「 

東京 (19:30 て 21:30 着 ) 新 大 阪 (17:00 て 19:00 着 ) 





















東京 ・ 大 阪 発 





TTP 
133 に kaee 
了 人 員 : 12 名 





| 食事 | 
朝 2、 昼 3、 夕 2 
ヾ か や 4 

較 








小豆 島 オ リー ブ 公 園 の ギリ シャ 風車 


宮 井 案 の 名 
作 「 二 十 皿 の 瞳 」 の 映画 村 や 寒 霞 渓 か ら 瀬 戸 内 の 美 
し い 眺 め 、 南 国情 緒 漂う 美しい 自然 の 風景 を 満喫 し 、 
倉敷 美観 地区 に も 足 を 伸ばし ます 。 バ ス も 3 日 間 普 
様 と ご 一 緒 、 フ ェ リ ー で 小豆 島 へ 渡り ます 。 面 倒 な 
何 物 の 乗り 換え も な く 〈、 不 要 な 荷物 は バス の 中 で 0 
K で す 。 


風光 明 既 な 瀬戸 内 の 海 に 学 か ぶ 小 豆 島 。 
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名 
名 
ホホ 
テ 
ル 


漆 叫 


| 著 び 血 改 憶 | 敵 隊 國 聞 吐 ・ 癌 | 


紀 > 燥 清 


著 =rG 


au | 其 藤 つの 〇 ー | 司 民 和 


お 
目 
月 


Sr. 


浴 中 


| 革 び 只 泊 記 叶 憶 | 向 限 陸 師 逆 叶 * 若 | 


紀 > 骨 凌 


落と で 


| s_ws 系 秒 剖 つ 〇 ー | ゴ 司 当 午 | 
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ちょ っ ぴり グル メ も 楽し みな が ら 、 し まな み 海 道 ド ライ ブ も 
の ん び ぴり 今治 温泉 連 泊 
し まな み 海 道 ・ 瀬 戸 内 の 島々 





旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 

ar CE 2 人 1 室 。 | 1 人 1] 室 
138,.000 円 146,000 円 

大 阪 売 118,000 円 126,000 円 
東大 阪 と の 共同 革 集 コー ス で す 。 泊 員 は 初日 東 京 駅 

ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 せとうち パス 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 


※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※1 : 初日 の 出 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり 
ます 。 


松山 城 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 船 ++ そ の 他 
東 5 品川 貞 0 ii 新神戸 = 













テ 肖 0 間 上 ーー 
= は PX 
ホテ ル よ り 2022 年 初日 の 出 な と 自由 に (※1) … 午前 : 宿 一 大 三島 ・ 大 山 祇 神 
社 ( 初 参り 、 日 本 総 鎮守 国宝 の 宝庫 ・ 宝 物 館 見 学 も ) 一 絶景 の 宿 で 海峡 料理 昼食 
っ 松山 城 (ロー プ ウ ェ ー 利 用 で 天守 閣 へ ) 一 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 コ ー ス タタ 食 ) 













午前 : 宿 一 来島 海峡 一 し まな み 海 道 ド ライ プー 瀬戸 田 P A (多々 羅 大 橋 展望 ) 
っ 千 光 寺 ロ ー プ ウェ イ … 千 光 寺 公園 (箱庭 の 様 な 尾道 水道 の 眺め ) … 
に 時 車場 OO ジニ 


文学 の こ 
















ーーー 
34|eeeewerla 


の 今治 国際 ホテ ル 
ホテ ル か ら の 眺め 


し まな み 海 道 多々 色 ば 大 橋 


窓 の 外 に 美しい 瀬戸 の 海 が 広がる 今治 の ラン ド マ ー 
クタ ワー 型 ホ テル 、 今 治 国際 ホテ ル に 連 泊 し 、 瀬 戸 
の 多 島 美 を 満 昭 。 し まな み 海 道 を ドラ イブ し 、 瀬 戸 
内 の 食 や ラン チ な ど ち ょ っ ぴり グル メ も 楽し み ま す 。 





豊 予 海峡 を 渡る 海路 は る か な 地 春 
四国 伊予 か ら 海 を 渡っ て 
新春 の 豊後 ・ 国 東 へ 


殿 行 


間近 


12 月 31 晶 





出発 日 





旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 










出発 地 | 3 人 1] 室 2 人 1] 室 PE: 
] 東 発 。 192.000 円 。195.000 円 205.000 円 
た 孤 発 "165,.000 円 。 168.000 円 178.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初 
日 松山 空港 か ら 最 終日 大 分 空港 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 宇和 島 自 動車 、 大 分 交通 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 





国宝 曰 杵 石仏 


行 ラバ ズ 航空 ーー = 前 誠 ー 船 














| 商 
= 思 


+ キ re・ 





っ 松山 城 7 Fm - 和 本 JH 全 避 小計 PPT 
や お は な は ん 通り な ど 散 策 ) っ 夕刻:JR ホ テル クレ メン ト 宇 和 島 泊 (和食 夕食 ) 





午前 : 宿 一 和 霊 神社 ( 初 諸 ) 一 日 本 一 長い 岬 ・ 佐 田 岬 を 一 三崎 港 > 国 道 四 九 フ 
ェ リ ー で 豊 予 海 峡 を 渡る > 九州 ・ 佐 賀 関 一 昨 杵 石仏 (国宝 、 山 肌 の 凝灰岩 の 岩 
壁 に 刻ま れ た 床 崖 仏 ) 夕刻 : ホ テル 日 航 大 分 オア シス タワ ー 泊 (和食 夕食 ) 
午前 : 宿 一 宇佐 神宮 (全国 に 4 万 社 あ まり ある 八幡 様 の 総 本 宮 ) 一 国東 半島 ・ 富 貴 
寺 (国宝 大 堂 ) 真木 大 堂 (六郷 満山 文化 の 栄華 を 色濃く 残す 本 尊 阿 弥 陀 如来 池 像 、 

不動 明王 立像 、 大 威 徳明 王 像 、 二 章子 立像 、 四 天王 立像 の 9 体 の 平安 仏 ) 一 日 出 ・ 的 
中 往 ーー トマ ーー は ーー ニュ ー つ 柏 入 (武家 屋敷 な ど 散 策 ) ー 





N] pt 門 っ 上 /4 ロ な n。 の の ns こ FN 衣 
人 い | 9・ り 0^ -20:< リル MM 





六郷 満山 の 歴史 を 秘め た 国東 半島 も 














6AEXMG80| 販 二 球 3 た : 
| 食事 | 


な を 枯 は と を [の 





ゅ 最少 催行 人 員 : 12 名 





ホテ ル 日 航 大 分 
オア 必 タ ゲー 


ホテ ル 日 航 大 分 


外観 オア シス タワ ー か ら の 眺め 





的 山 壮 季節 の 懐石 料理 


四国 
国宝 の 曰 杵 石仏 や 、 六 郷 満 山 で 栄え た 仏教 史跡 が 数 
多く 残る 祈り の 国東 半島 を 訪ね 老舗 料 享 で 展 石 料 理 
も 堪能 し ます 。 住 復 飛行 機 利用 で ラク ラク で す 。 


・ 愛 媛 か ら 豊 予 海峡 を 船 で 渡り 大 分 ・ 佐 賀 関 へ 。 










四国 の 名 湯 連 泊 で 迎え る 新年 し まな み 海道 ドラ イブ も 楽し む leAEXMG90 
四国 の 名 湯 で ゆっ た り 連 泊 xmmsopxwee 
道後 温泉 で 過ごす お 正月 


俊行 
] 近 


ム ( バス ひ 
2 MM を く 






ア 
了 1 月 2 
旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


東京 発 149,000 円 154,000 円 159,000 円 

大 阪 発 130,000 円 135,000 円 140,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東 京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
用 バス 会 社 : 宇和 島 自動 車 また は せとうち バス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい 


て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 道 後 温泉 本 館 は 保存 修理 工事 に 伴い 、 休 
吉 室 が ある 2 階 以上 は 休館 し て いま す が 、1 階 で ご 入浴 いた だ け ま す 。 













ーー デー 』 


道後 温泉 本 館 


++ その 他 
と 
= 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 












央 岡 遇 和 山 _ ロ Ch アア 5 < | 
ング ラン ド 道後 山の手 ホテ ル 泊 (道後 唯一 の 





っ タ 刻 : 道 後 温 
ヨー ロ ピ アン ・ リ ゾー ト ホ テ ル 、 和 食 夕食 ) 








午前 : 宿 石手 寺 (四国 第 51 番 札所 、 国 室 仁王 門 、 初 参り ) つ 松山 城 (ロー プ ウェ 時 電 計 の 抽 デル 半 

ー 利 用 で 天守 間 へ ) 萬 翠 荘 (重要 文化 財 、 大 正 11 年 に 建て られ た 第 15 代 松山 藩主 温泉 大 浴場 

- 久松 定 護 伯 爵 の 別邸 、 フ ラン ス ・ ル ネッ サン ス 様 式 の 洋館 ) … 坂 の 上 の 雲 ミ ュー 「 

ジア ム (見 学 ) 午後 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 「 日 本 書 紀 」 に も 登場 する わが 国 最 古 の 温泉 、 道後 温 


午前 : 宿 つ 来 島 海峡 し まな み 海道 大 三島 ・ 大 山 移 神 社 (日 本 総 鎮守 、 三 泉 。 多 く の 文人 黒 客 ぉ 訪れ た 名 湯 で の ん びり 新年 を 
間 社 流 造 本 殿 ) つ 生 口 島 ・ 平 山 郁 夫 美 術 館 つ 瀬戸 内 の 風情 豊か な 地 に ぽ っ か 迎え ます 。 宿 泊 は 道後 唯 一 の ヨー ロ ピ テン リゾ ー ト 


り と 浮か ぶ 小 
RE W ・ 道 後山 の 手 ホ テル 。 ホ テル 自慢 の 和食 ・ 洋 コー ス 


拉 細 旨 両方 お 楽し みい た だ きま す 。 
下関 の ふく 、 玄 海 灘 を 望む 優雅 な レス トラ ン で フレ ンチ 、 


唐津 の 磯 料理 を 楽し む 
グ リ ー ン 車 で 行く お 正月 クル メ 紀行 大 板 発 6CEYMGO0 
関門 海峡 か ら 唐 津 ・ 呼 子 "2 人 Br1o6 

重 山 展望 の 


写真 提供 : 佐賀 県 観光 連 角 





1 ーー ai 2 に ーッ 
| ーー 間 【 7 ーー 
は _ 上 mgg( ご 
に に ? U / 
< S 
* 基 まっ 0 
1 い 
アム 





紀 > 燥 清 


(東京 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 2 








春 帆 楼 
ふく 特別 会 席 


初代 内 閣 総理 大 臣 、 伊 藤 
博文 が 愛し た 日 本 の ふぐ 
料理 公 許 第 一 号 の 老舗 ふ 
ぐ 料 理 店 。 本 店 で いた だ 





_ 大 発 190,.000 円 195,000 円 225,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
用 バス 会 社 : タイ ガー バス また は マリ ン 観 光 バ ス ま た は 福岡 昭和 タク シー ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 名 





古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P 43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 当 日 の 仕入れ 《 特 別 ふく 会 席料 理 を お 
状況 に より メニ ュー が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 楽し み 下 さい 。 















行程 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
人 本 ーー 
ご 名 古屋 = グリ ー ン 車 = 小倉 。 








関門 海峡 一 下関 ・ 春 帆 楼 本 店 (特別 ふく 会 席料 理 の 昼食 ) 一 関門 海峡 ウォ 
ー ク (海底 を 780m ウ ォ ー ク ) … 門司 港 レヒ トロ 展望 室 (31 階 に ある 高 さ 103m か ら 関 
門 海峡 や 門司 港 レト ロ の 街並み を 見 渡せ る 絶景 ポイ ント ) っ 夕刻: 玄海 さつき 温泉 


・ 口 ル ホ テル 宗像 泊 ( 温 浴場 ・ 台風 呂 で 寛ぐ 、 和 会 ' 
イヤ ル ホ テル 宗像 泊 (温泉 大 浴場 回 天 岩 風 呂 で 宮 ぐ 、 和 会 席 夕 食 ) 海 を 臨む レス トラ ン で 料理 旅館 で 海 の 幸 昼食 














午前 : 宿 一 宗像 大 社 ( 初 語 、 約 80.000 点 に お よぶ 国宝 の 神宝 類 を 収め た 神宝 館 も ) ーーー 

絢 一 オテル グレ ー ジ ュ (三ツ星 レス トラ ン 出 身 の シ ェ フ が プロ デュ ー ス する 海 ii 
を 臨む レス トラ ン て 絶品 フレ ンチ コー ス ) 一 宮地 獄 神 社 ( 初 参り 、 日 本 一 の 大 ee 
注連縄 ) -> 午後 : ホ テル & リ ゾー ツ 佐 賀 唐津 泊 (展望 大 浴場 、 和 会 席 夕食 食事 に こだわ っ た 年 末年 始 ・ 人 替 沢 グル メ ツ アー へ 、。 
午前 : 宿 つ 呼 子 朝市 (日 本 三 大 朝市 ) 一 名 護 屋 城跡 (秀吉 朝鮮 出兵 の 本 拠 地 ) ふく の 有名 な 下関 で 特別 ふく 会 席 や 、 三 ッ 星 レス ト 


唐津 ・ 水 野 旅館 (料理 旅館 で 海 の 幸 昼食 ) 一 鏡山 展望 台 (唐津 湾 や 虹 の 松原 な 


ラン 出身 の > ※ プ ロ デ ュ ー 海 を 臨む 
どの 絶景 が 一 望 ) -> テン 出身 の シェ ダグ ガ が デ ロ デ ッ ュ ス す る 海 を 上 も レス 
博多 一 名 古屋 一 新横浜 トラ ン で 絶品 フレ ンチ ュー ス 、 証 津 の 名 料 間 旅館 で 


玄界灘 の 海 の 幸 な ど ご 堪能 下さ い 。 
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バス 座席 2 シー ト 利 用 で 九州 横断 の 旅 を 満喫 ! 6AEYMG10 


お 正月 九州 横断 紀行 国東 半島 か ら |38[asicawcx 
由布 院 : く じゅ う ・ 阿 蘇 ・ 雲 仙 ・ 長 崎 し 最少 仙 行 人 具 : 12 名 


' 旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
WE: 2 人 1 室 。 | WE: 












、 大 孤 発 193,.000 円 198,000 円 218,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 大 分 空港 か ら 最終 日 長 内 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 大 分 交通 また は 九州 産 交 、 長 崎 ラ ッ キー パス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つ 
いて は P 43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 天 候 等 に より 軍 紙 島 に 上 除 出 来 な い 場 合 、 軍 双 島 財 導 観 光 、 も し く は 
市 内 パス 観光 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 










ッ バ パス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 舶 + そ の 他 
CR (9:30~10:30 発 ) 9 = 5 _+4n・2n を ny ヘス ーー スム Npp ま た 


| 人 
) cr 
に ムジ 


YOSt 

ゃ ーー 公 5 肖 | 
全学 釜 港 
neet Pet// 


ーー 1 ーー 





称 = 
3 


国東 半島 ・ 富 貴 寺 (国宝 大 堂 ) -> 真 木 大 堂 (六郷 満山 文化 の 栄華 を 色濃く 残す 
本 尊 阿 弥 陀 名 来 学 像 、 不 動 明王 立像 、 大 威 徳明 王 像 、 二 章子 立像 、 四 天王 立像 の 9 体 
の 平安 仏 ) 一 胎蔵 寺 (熊野 磨崖仏 ) 夕刻 : ホ テル 日 航 大 分 オア シス タワ ー 泊 ( 和 
食 会 席 夕 食 ) 


日 (自由 散策 ) つや まな み ハ イ ウ ェ ーー 大観峰 ( 阿 菊 五岳 展望 


写真 提供 : 長崎 県 観光 運 盟 写真 提供 : 長崎 県 観光 運 盟 





っ 阿蘇 神社 (肥後 国 一 の 宮 ・ 初 語 ) 一 夕刻 : ザ ・ ニ ュー ホテ ル 熊 本 泊 ( 洋 コ ー ス 
夕食 ) 

午前 : 宿 一 熊本 城 ( 約 5 年 ぶり に 天守 闘 内 部 を 一 般 公 開 。 新た に リニュ ー ア ル さ れ 
た 展示 や 天守 閣 最 上 階 か ら の 眺め を お 楽し み 下 さい ) 一 熊本 港島 原 港 一 雲仙 ロ 
ー プ ウェ ー ( 敵 氷 の 仁田 峠 へ 空中 散歩 ) … 夕刻 : ホ テル ニュ ー 長 崎 泊 (和食 ・ 洋 


軍艦 島 


2015 年 に 世界 間 産 に 登録 され た 炭 
部 の 島 に 上 陸 。 当 時 の 面影 を 残す 建 
物 や 炭鉱 跡 な ど を 現地 ガイ ド の 解説 





食 よ り 事 前 選択 の 夕食 ) 雲仙 ( 郁 永 ) 付き で ご 案内 し ます 。 
2 二 ー し 専門 ガイ ド が 島内 を 案内 ) 

て 軍艦 島 周 遊 - 長 崎 港 一 中華 コー スラ ンチ 大浦 天主 堂 (国宝 指定 、 日 本 最 居 東 半 島 か ら も 由布 陸 ・ oo 沿 g ・ 雲仙 ・ 長 則 
古 の 木造 ゴシック 建築 ) … キ リ シ タ ン 博 物 館 … グ ラバ ー 園 (世界 文化 間 産 登録 「 旧 国東 半生 カ 由布院 じゅ う ・ 賠 藤 ・ 守 人 ト 
グラ バー 住宅 」) > と 大 分 県 か ら 熊 本 県 、 長 崎 県 へ と 九州 を 横断 の 旅 。 
Ep = ) 長崎 空港 : 住 母 空港 (1 3:30 て 2 0:30: Y み ど キ ろ 満 載 の 年 末年 始 を お 楽 計 み 下 さ い 。 











バス 座席 2 シー ト 利 用 、 温 泉 付 ホテ ル 連 泊 で の ん ぴり ゆとり の 年 末年 始 を 


ゆっ た り 連 泊 9 eleemeal 罰 人 a 
ぐる り 阿 蘇 周 遊 と 高千穂 < くじ ゅ う ・ 由 布 院 本 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
3 人 1 二 。 | 。 2 人 1 室 。 | 1 人 1 二 
中 4 厨 束 発 176,.000 円 179.000 円 194.000 円 
5 衝 142.000 円 145.000 円 160.000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 羽 | Ui 
田 空港 また は 熊本 駅 か ら 最 終日 大 分 空港 まで 同行 し / 
ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 九州 産 交 バス また は 大 分 交通 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


















リ 


阿蘇 リゾ ー ト グラ ン ヴ ィ リ オ ホ テ ル 露天 風呂 と 客室 一 例 


雄大 な 阿蘇 の 外輪 山 を 見 渡す 大 自然 の 中 で 、 源 泉 掛 流 し の 天然 温泉 が 人 気 の 
リゾ ー ト ホテ ル に 連 泊 。 


九重 夢 大 吊橋 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 ン 船 ++ そ の 他 


H 百 三 
es ポー っ 





74AN" す すこ 


つ 熊 本 城 (95 年 ぶり に 天守 間 内 部 を 一 般 公開 。 新 た に リニュ ー ア ル さ れ た 展示 や 后 了 箇 大 入 
天守 痢 最上 階 か ら の 眺め を お 楽し み 下 さい ) ~ 夕刻: 阿蘇 米 塚 温泉 ・ 阿 蘇り ゾー お 了 
ト グ ラ ン ヴィ リオ ホテ ル 泊 (温泉 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 洋 会 席 夕 食 二 
ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー、 す ホ テル に 連 泊 で ゆっ た り 過 ご す お 正月 。 九 放 
午前 : 宿 高地 神社 ( 記 ) 高 千 生 (名 井 の 江 な ど 洲 人 和 ) - 天 者 戸 。 愉 付 ホ チル に 芝 泊 で ゆめ っ た り 通 ご す お 赴 月 。 九州 
則 神社 ( 天 岩戸 、 天 ノ 安 河原 ) 一 根子 岳 展望 (車窓) 夕刻: 同 ホ テル 泊 (和洋 会 一 の パワ ー ス ポッ ト と も いわ れる 高 干 穂 峡 や 高千穂 
本隊 の 中 導 5 
前 : 宿 つ 阿 蘇 神社 (肥後 国 一 の 宮 ) つ 阿 菊 石 岳 展 望 ) - 九重 夢 08 Eeetatectroamaut。 kyo cowesnn kom 
行者 専用 橋 と し て は 日 本 一 の 高 さ の 人 道 大 吊橋 ) つ や まな み ハイ ウェ ーー 由布 院 で り 間 誠 間 机 親征 ・ で ・ 敵 和 陸 赤 和 






















( 金 鱗 湖 や 湯 の 坪 街道 な ど 自 由 散 策 ) スポ ッ ト を の ん びり めぐ り ま す 。 見どころ 満載 の お 
大 : 羽田 空港 (19:30~21:00 着 ) 大 分 空港 伊丹 空港 (19:3020:30 着 ) 正月 の 旅 を お 楽し み 下 きい 。 








新春 ・ 南 国 の リゾ ー ト ホテ ル 連 泊 ちち 
日 南海 央 都井 岬 か ら 肥 島 桜島 へ "mr 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 





7 1 バス ひ 。 
2 シー ト ガイ ド 7 


芝生 ポ Ss がめ デミ ホー 


シャ ン リ ゾー ト 外 観 と 日 の 出 















270,000 円 。 285,000 円 330.000 貴 


大 阪 発 "239.000 円 254.000 円 。 299,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 宮崎 空港 か ら 最 終日 鹿児島 空港 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 宮崎 交通 また は みや ざき 高山 観光 バス また は 南国 交通 観光 ※ 部 屋 タ イプ 1・2 泊 

目 : 洋室 、3 泊 目 : 洋室 また は 和室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ 

ー ジ で す 。※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 

行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
羽田 空港 (10:00 て 11:00 発 ) ラ 宮崎 伊丹 空港 (9:30<11:00 発 ) ラ 宮崎 

っ 馬 ケ 背 ( 高 さ 日 本 一 の 柱状 節理 、 断 崖 絶壁 の 景観 ) 一 大御神 社 (日 向 の お 伊勢 
さん ) っ 夕刻: 宮崎 ・ シ ェ ラ トン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 泊 ( 全 室 オ 
ー シ ャ ン ビ ュー、 太平 洋 か ら ゆ っ くり 昇る 初日 の 出 を お 部 屋 か ら 、 温泉 施設 「 松 泉 宮 」 

読 ・ 新 月 が 滞在 中 ご 利用 頂け ます 、 浴 衣 付 、 鋼 料理 また は 特設 会 場 に て プッ フェ 

タ 食 ) 

ROL ( 初 語 ) 一 都井 岬 (野生 


宮崎 県 屈指 の リゾ ー ト ホテ ル 。 雄大 な 
太平 洋 を 一 望 する 全 室 オー シャ ン ピ ビュ 
ー の 客室 、 男 女 そ れ ぞ れ 2 ヶ 所 の 温泉 
施設 「 松 泉 宮 」 を 備え 、 ゆ っ くり と 滞 
在 す る の に ぴっ た り 。 





馬 と 白亜 の 灯台 案内 ガイ ド と 散策 ) 夕刻: 同 ホ テル 泊 (特設 会 場 に て ブッ フェ ま 
た は 鋼 料 理 夕食 ) 

午前 : 宿 一 堀切 峠 ( 鬼 の 洗 潜 板 や 太平 洋 の 眺望 ) 一 鵜 戸 神宮 ( 初 語 ) 一 鉄 肥 ( 鉄 肥 都井 岬 野生 馬 桜島 フェ リー と 桜 島 

城 歴史 資料 館 ほ か 珠 章 館 な ど 城 下町 散策 ) 一 関 之 尾 の 滝 (日 本 の 滝 百 選 ) っ 夕刻 : 

ゞ 9 三 日 いす こい N 理 調 呈 。 昌 ゞ 公 ゃ * . an > 5 Ia 
he アク ティ プリ ゾー ツ 革 島 泊 (露天 温泉 岩 風呂 ・ 温 泉 大 浴 場 で 寛ぐ 、 広大 な 大 平 洋 を 望む 、 宮 崎 県 屈指 の 名 リゾ ー ト ホテ 
午前 : 宿 一 霧島 神宮 (参拝) 湯 之 9 平 展望 所 (標高 373m か ら の ダイ ナミ ッ ク な 景観) ル 連 泊 と 義 人 神宮 温泉 に 宿泊 し 、 風 光明 既 な 日 南 海 
っ 桜島 港 > 桜 島 フ ェ リ ーー 鹿児島 港 一 桜 華 亭 (眼前 に 雄大 な 桜島 が 広がる 、 鹿 き 事 半 の 宮崎 ・ 則 寺 島 か ら 吐 理 上 上 が る 桜 
児島 で も 有数 の 眺望 を 眺め な が ら の 昼食 ) … 名 勝 ・ 仙 誠 園 (世界 文化 遺産 登録 、 桜 訂 陽光 の 省 中 部 ト 、 次 選 ら 噴煙 上 カ る 本 
島 展 望 、 案 内 ガイ ド と 庭園 散策 や 尚 古 集成 館 見 学 ) つ … へ 。 温暖 な 南 九州 を バス 座席 2 シー ト 利 用 で 周遊 し 
" 定 ) 鹿児島 伊丹 空港 | ます 。 


II 吾 寺 円 NR 
全品 所 -= 還 ゝ 人 ワ ロ ヽ 共 10Q・ 2 こし の 1 宇 時 日 ! S ワ ロ い 共 7/1a nn ニシ 9 20 装 予 宣 ) 
太 少 児 5 つつ 羽 H Hg / 宮 いり マコ OU ご | ・UU2 5 =) 上 ビ フ 后 7 選 「 ニ エー / で っ に UU0^ー〆ZU ・ り U り 人 骨 ゴ " F / 












東京 ・ 大 阪 発 





往復 直行 便利 用 。 奄 美 を こよ な く 愛 し た 画家 、 田 中 一 村 ゆ か り の 地 を 訪ね て canna 
田中 一 村 と 亜熱帯 の 自然 に 遊ぶ 人 

世界 自然 遺産 奄美 大 島 で 過ごす お 正月 "Pre nor 
ーー ・ や や や や や 2 シー ト 攻 生 之 紅 イド こり 


奄美 山羊 島 ホ テル 客室 一 例 





紀 > 周 汗 


(東京 ) 朝 2、 昼 2、 タ 2 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 2 







間近 
ノ 
出発 日 12 月 31 日 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 地 | 3 人 1 室 2 人 ] 室 1 人 1 室 
| 束 発 244.000 円 。 258,000 円 。 260,000 円 
た 孤 発 224.000 円 。 238,000 240,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 奄美 空港 か ら 最 終日 奄美 空港 まで 同行 し ます 。 


※ 利 用 パス 会 社 : し ま バ ス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 合 湾 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 
奥 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 























儲 還 = っ あぁ の) (の) 美 ) 

つ 奄美 バー ク (奄美 の 自然 ・ 歴 史 ・ 文 化 を 紹介 す 描い た 田中 一 村 記念 美術 館 @kpvg 金 作 原 原生 林 ekpvg 

孤高 の 画家 「 田 中 一 村 記 念 美術 館 」 の 名 画 鑑 賞 ) 一 夕刻 : 奄 美山 羊 島 ホテ ル ( 全 室 奄美 の 自然 ・ 歴 史 ・ 文 化 を 紹介 する 天然 の 亜熱帯 広葉 樹 が 残り 、 生 きた 

オー シャ ン ビ ュー の リゾ ー ト ホテ ル 、 最 上 階 は 大 浴場 と 奄美 初 と な る 露天 風 「 奄 美 の 郷 」 と 奄美 を 描い た 孤高 の 画 化石 と いわ れる 巨大 な ヒ カ ゲ へ ゴ や 
> ae /- ム 、 家 「 田 中 一 村 記 念 美術 館 」 の 名 画 鑑 天然 記念 物 の ルリ カケ ス な ど 、 稀 少 

で 夫人 OOOOKKWwwWwWWWWWWWWWWWWWWW〔 賞 し ます 。 な 生物 も 生息 する 森 を ネイ チャ ー ガ 

午前 : 宿 一 金 作 原 原生 林 (ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 巨大 な シダ が 生 い 茂 り 、 太 古 イド と 探訪 。 比 較 的 平坦 道 で 軽 ハイ 

の 森 を 思わ せる 原生 林 散 策 ) 一 田中 一 村 終 六 の 地 つ 奄美 の 焼酎 や お 土産 な どの キン グ 気 分 で 楽し め ま す 。 

お 買い 物 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 (奄美 洋風 会 席 夕食 ) 

午前 : 宿 一 奄美 大 島 細 村 (大 島 細 の 世界 を の ぞ く 、 大 島 細 の 製造 過程 な ど を 現地 ス 透き通っ た コバ ルト ブル ー の 海 と 亜 封 帯 の 原生 林 が 


織り な す 奄 美 大 島 。 評 判 の 田中 一 村 記 念 美術 館 、 案 
内 ガイ ド と 金 作 原 原生 林 和 散策 や 沈 染め 体験 な ど 、 特 
有 の 文化 と 歴史 、 大 自然 を 体感 し ます 。 
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名 
名 
ホ 
PP 
ル 


浴 川 


| 等 いび 泊 羽 憶 | 納 陣 了 万 送 吐 * 若 | 


著 ご で 


eu | 温 剖 つ 〇 ー | ゴ 司 選 肝 | 





名 
名 
ホ 
の 
ル 


浴 叫 


| 革 い 只 泊 記 憶 | 壮 陣 弄 太 聞 吐 * 癌 | 


紀 > 岩 凌 


| ss 系 | 沼 剖 〇 〇 ー | コ 司 過 詩 | 


24 











ゆっ た り 流 れる 時 間 、 静 か な 南 の 島 で 過ごす お 正月 


南 の 島 
・ の ん ぴり 与論 島 で 過ごす お 正月 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
3 人 1 室 A タ イブ 2 人 1 室 
。 212,000 円 215,000 円 225,000 円 225,000 円 
: 午 B タ イプ 2 人 1 室 | C て タイ プ 4 人 1 室 | C タ イプ 3 人 1 室 
230,000 円 217,.000 円 219,000 円 
ESE 揚 四 還 齋 7SE 下 開放 DSE 理 LYEEZ7SE 
に ュー 195,000 円 198,000 円 208,000 円 208,000 円 
角 縛 生 B タ イプ 2 人 1 室 | C タ イプ 4 人 1 室 | C タ イプ 3 人 1] 室 

213.000 円 200,000 円 202,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 鹿児島 空港 か ら 最終 日 鹿児島 空港 まで ご 案内 し ま 
す 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 南 陸運 ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 スタ ンダ ー ド ルー 
ム 【A タ イプ 】 オ ー シ ャ ン ピ ビュー スー ペリ アル ー ム 【B タ イプ 】 オ ー シ ャ ン ピ ビュ ー デ ラッ クス ルー ム 


東京 ・ 大 阪 発 
| 食事 
朝 2、 昼 3、 タ 2 




















【C タ イプ 】 コ テー ジル ー ム 与論 島 空 撮 前 景 
ーー RA の 周囲 約 23km の 隆起 サン ゴ 礁 の 島 。 サ ン ゴ 礁 の リー フ に 半 ま れ た 小さ な 島 に は 、 
ca 空 es = 列 ga 
行程 人 プ に その 人 ハイ ビス カス や ブーゲンビリア な どの 鮮やか な 熱 常 の 花 が 咲き ます 。 





つ 且 論 人 ( 可 め な ど カル チャ ー 体 ) つ 午後: プリ シア リゾ ー ト ヨロ ンー 
泊 (東シナ海 の 落日 、 和 食 夕食 ) 縄 も 間近 な 東シナ海 と 太平 洋 に は る まれ 、 澄 みき っ 
朝 : 宿 一 初日 の 出 ツ アー 一 大 金 久 海岸 (初日 の 出 ) 一 琴 平 神社 ( 初 語 ) つ ホテ た エメ ラル ド グ リ ー ン の 海 に 浮か ぶ 周 囲 約 23km の 

ET と 称 き れる ほど 。 都会 で は 見 れ な い 夜 空 一 面 に 広 が 























午前 : 宿 つゆ ん ぬ あ ー と ぅ る 焼 諸 元 ( 島 の 素材 で 湯のみ な ど 陶 芸 体験 ) - つ * s 
島 愛 上 2 ラ 鹿 児島 う る 星空 も る 絶景 。 ゆったり 時 が 流れ る 南 の 島 で の ん び 
9:( 19:30 着 ) り 上 正月 を すご し て み ま せ ん か 。 












世界 自然 遺産 登 録 、 沖 縄 北部 の ダイ ナミ ッ ク な 自然 と 沖縄 リゾ ー ト を 楽し む ーー 


や ん ば る リソー ト の ん ぴり 3 連 泊 









次 沢 な 沖 紳 の お 正 局 と 最少 催行 人 中 : 10 名 
4 や ん ば る の 森 


12 月 31 日 1 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
出発 地 | 3 人 1 室 | 2 人 1 室 | 1 人 1 室 | A タ イプ 3 人 
| 東京 発 310.000 円 330,000 円 450,000 円 318.000 円 338,000 円 460,000 円 
、 大阪 発 290,000 円 310,.000 円 430.000 円 298.000 円 318,000 円 440,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 那覇 空港 か ら 最 終日 那覇 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 北部 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 




















※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 宿 泊 の 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 メ イン コテ オク マ プラ イベ ー ト ビー チ & リ ゾー ト (外観 ) 
= 【A タ イプ 】 メ イン コテ ー ジ デラ ックス ※ お 子 様 同伴 の 場合 4 日 目 行程 が 一 部 変更 と な り ま す 。 km 株 く 自 秒 ピ ー チ と エメ ラ 必 ド グ ゲリー ン の 指 する リゾ ー ト ホテ ル 。 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 生 そ の 他 






1 旭 


時 


っ 古宇 利 大 橋 (一 直線 延び る 美しい 橋 の 景観 ) 宇 利 オー シャ ンタ ワー ( カ 
ー ト 利用 で タワ ー に 、 シ ェ ル ミュ ー ジ アム 見 学 と 展望 全 か ら の 眺望 ) つ オ クマ プラ 
イベ ペー トピ ビー チ & リ ゾー ト 泊 (沖縄 の 風 と 波 と 森 に 抱か れ た 本 格 ネ イチ ャ ー リ ゾ 
ー ト に 滞在 。 展 望 浴場 で 定 ぐ 、 和 食 ・ ピ ビュッフェ か ら 事 前 選択 夕食 ) 
午前 中 フリ ー タ イム つや ん ば る の 森 (希望 者 は 案内 ガイ ド と 世界 自然 遺産 登録 
の や ん ば る の 森 を 散策 し な が ら ト レッ キン グ を 楽し み ま す ) ~ 午後 : 同 ホテ ル 泊 






3 
2 和 - - 洛 一 
イー) 1 ビリ ーーー アプ 

9 





に で の へ の 
ー タ 





古宇 利 大 橋 


午前 : 宿 つ 辺 戸 岬 (本島 最 北端 の 絶景 ) -^ 大 石林 山 (熱帯 植物 の カル スト 台地 散策 ) に 本 誠に s 

っ ー ザ ・ プ セナ テラ ス (リゾ ー ト ホテ ル で 人 気 の ビ ュ ッ フェ 昼食 ) つ 沖 縄 美 ら 海水 あま り 訪れ る こと の な い ダ イナ ミッ ク な 目 然 を 身近 
族 館 (いく つも の 世界 一 ・ 世 界 初 を 体感 ) つ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 に 感じ る ネイ チャ ー ゾ ー ン 、 世 界 自 然 遺産 に 登録 き 
TI ン ーー ンカ オイ 全 ご 奄 二 間 (ミー アア ウジ クキ /( 生 蔽 の 各 科 * 僅 あ た 部 縄 夫 全 北部 ・ 補 ん ば る 地 蝶 の り 9 ゲー トホホ テ チル 


界 遺 産 )~ 隠 


れ 家 リゾ ー ト で いた だ く 和 琉 コー ス 昼 食 (お 子 様 利用 不可 ) > 


『 た に 滞在 。 お 部 屋 は 人 気 の メ イン コテ ー ジ を ご 用 意 。 


普 披 と は 枯 う 沖縄 で 年 末年 始 を お 楽し み 下 きい 。 


ユーー 











佳 き 宿 ・ 定 ぎ の 冬 旅 大 人 の リゾ ー 
済 泉 志 だ て と 八甲田 ホネ ホテル 


旅行 代金 (大 人 お ひび とり 様 ) 


人 DE 
当 14 49, oo トー 000R 2 ーー 









※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー 〔 ス で す 。 人 人 は 和 0 日 新 大 隊 記 か ら 最 終日 新 大 阪 恥 ま で 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 岩手 県 交通 また は 岩手 県 交通 また は 弘 南 パス ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和 洋室 2 泊 
目 : 洋 室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 本 その 他 


東京 (11:00 て 12:00 発 ) = 大宮 = 新 大 阪 (8:00 て 9:00 発 ) = 京都 = 
新花巻 名 古屋 = 東京 = 新花巻 
っ 送迎 バス また は タク シー また は 貸切 バス つ お 宿 (早め の 到着 、 チ ェ ッ クイ ン ) 
… お 宿 で ラン タン に 願い 事 を 記入 し 出発 一 送迎 つ ス カイ ランタン イ ベン ト 
に 参加 (参加 者 全員 で 一 斉 に ラン タン を あげ ます 。 願い を 込め て 、 星 空 へ 、 花 火 大 
会 や 郷土 芸能 鹿 踊 の 演舞 観劇 も 。 約 20 て 30 分 ) つ 送 迎 一夜: 南 花巻 温泉 峡 志 戸 
平 温泉 ・ 注 泉 志 だ て 泊 (大 人 の 休日 を 過ごす 大 人 の 為 の リゾ ー ト 旅館 。 お 部 屋 は 
全て 源泉 100% 掛 け 流し 露天 風呂 付き で 寛ぐ ) 
午前 : 宿 一 康 楽 館 [ 国 重要 文化 財 の 芝居 小屋 内 部 見 学 も ] … 小坂 鉱山 事務 所 
[ 国 重要 文化 財 の 建築 美 ]) 一 午後 : 八 甲田 山麓 荒川 温泉 ・ 八 甲田 ホテ ル 泊 ( タ 
食 は フレ ンチ コー ス デ ィ ナ ー を 、 青 森 ヒ バ が 香る 自家 源泉 か け 流し の 湯 も お 楽し み 
下さ い ※ 希 望 者 は 酸 ヶ 湯 温 泉 ・ 名 物 千 人 風呂 な ど 自由 に ) 
午前 : 宿 一 八甲田 ロー プ ウ エー (山頂 自然 公園 か ら 白 銀 の 大 展望 ) … 太 宰 治 記念 
館 (斜陽 館 ) 一 芦野 公園 = 津軽 鉄道 スト ー プ 列車 [客車 に ダル マス トー プ ブ を 
つけ て 暖房 と し 、 車 窓 か ら 雪 景色 を 眺め る ノスタルジック な 列車 ] = 五所 川 
原 ~ 
新 青 森 ー 大 宮 三 東京 (18:30 一 19:10 着 ) 新 青森 三 東 京 = 名 古屋 京都 = 
新 大 阪 21:00 て 22:00 着 ) 


3 ゆ 花 等 スカ イラ ンタ ン イ ベン ト に 参加 し 大 人 の リゾ ー ト : 流 泉 志 だ て と 





|6AEBMPAO | 王 罰 半 
CEBMPA 





ト 


最少 催行 人 具 : 10 名 


39 回 回 日 了 点 図 豆 
に | 人 を 除く を 除く 較 叶 





| 津軽 鉄道 スト ー プ 列車 
2 」 





① 花 巻 ス カイ ラン タン 


ラン タン に 願い を 記入 、 全 員 で 星空 ヘラ ンタ ン を あげ ます 。 花火 大 会 や 郷 
芸能 鹿 踊 の 演舞 観劇 も お 楽し みい た だ きま す 。 


0 ロ ー プ ガー ③ 八 甲田 ホテ ル 外 観 


1 日 目 は 全 客 室 に 源泉 100% 掛 け 流し の 露天 風呂 付 、 
プラ イベ ー ト を 大 切 に 一 人 ひと り の 人 生 を 祝福 する 、 


私 邸 の よう な 小 和 宿 「 湾 泉 志 だ て 」 で の ん びり お 寛ぎ 
下さい 。 翌 日 は 八甲田 山 薦 の ブナ 原生 林 に 囲ま れ た 
八甲田 ホテ ル に 和 宿 泊 。 国 内 最大 の 洋風 ログ 木造 建築 
に 宿泊 し フレ ンチ フル ユー ス に 舌鼓 し て 下さ きい 。 








世界 的 指揮 者 ・ 井 上 道義 氏 監修 に よる 
宿泊 者 限定 ライ プラ リー コン サー ト 鑑 引 


ラグジュアリー ステ イ 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


A タ イフ | B タ イフ | B タ イフ 


143.000 幅 148,000 178,000F MeOeco 0 190.000 





ト 
ます 基 
ra 2 電 ン ) 才 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー - ス で す 。 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 パス 会 社 : 福島 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 (3 人 は 2 泊 目 和室 )、1 泊 目 の お 部 屋 タ イプ に より 旅行 


【 基 本 】 デラ ックス ツイ ン ま た は スー ペリ アダ プル (1 名 の み ) 【A タ イプ (1 名 
の み )】 デ ラッ クス キン グ 【B タ イプ 】 デ ラッ クス スー ペリ アツ イン  ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい 
て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※1 名 利用 の 上 級 客 室 に つい て は お 取り で 
き な い 場合 が あり ます (最終 段階 の 空き 状況 で の ご 案内 と な り 一 旦 リ クエ スト と な り ま す )。 

行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 挟 そ の 他 


東京 (10:50~11:30 発 ) 大 宮 三 福島 新 大 阪 8:00~-8:30 発 ) = 京都 = 
名 古屋 = 東京 = 福島 


っ みや き ぎ 蔵 王 こ けし 館 (歴史 に 名 を 達 ね る 工人 た ちの 作品 約 5.000 点 を 展示 、 絵 付 
け 体 験 も ) ユ 夕刻: 遠刈田 温泉 ・ 租 泉 荘 ML. Zao Onsen Resort & Spa 泊 ( 基 
王 山 航 に 合 むり ゾー ト ホテ ル 、 ア ー ト の 風 が 香る 館内 、 豊 富 な 湯量 を 誇る 自家 源泉 
か け 流 し の 温泉 で お 寛ぎ 下さ い 。 夕 食 は 旬 の 会 席料 理 を ) 
午前 : 宿 一 天 鏡 閣 ( 国 指定 重要 文化 財 ) 一 会 津 郷土 料理 昼食 一 新宮 熊野 神社 ( 重 
文 ・ 拝 典 長 床 、44 本 の 太い 円 柱 が 並ぶ 平安 時 代 寝 殿 造 り の 建物 ) 一 五色 沼 ・ 昆 沙門 
沼 一 午後 : 裏 磐 様 弥 六 沼 温 泉 ・ 裏 磐 様 高原 ホテ ル 泊 (ラグ ジュ アリ ー リ ゾー 
ト で の ん ぴ ば り 、 お 部 屋 は 裏 磐 山 側 を ご 用 意 。 地 元 産 の 有機 野菜 や 福島 ブラ 
ンド の 素材 を 使っ た フレ ンチ フル コー ス デ ィ ナー タタ 食後 、 世 界 的 指揮 者 ・ 井 
上 道義 氏 監 修 に よる 宿泊 者 限定 ライ プラ リー コン サー ト 鑑 覚 ) 
10 時 出発 一 西 若 松 駅 = 会 津 鉄道 [ロー カル 線 の た び 、 自 由 席 ] = 湯野 上 温泉 
駅 ( 郷 区 を 誘う 茅 昔 の 駅 舎 ) 一 大 内 宿 (江戸 時 代 の 宿場 町 に タイ ム ス リ ッ プ ) 
新白河 = 大 宮 = 東京 (17:00 て 18:00 着 ) 新白河 = : 東京 = 名 古屋 = 京都 = 

新 大 阪 (19:30~20: :30 着 ) 


代金 が 異な り ま す 。 








還 語 . ーー ee 
ーー 


竹 泉 荘 と 裏 欄 高原 ホテ ル の クリ スマ ス Pe 





東京 ・ 大 阪 発 


6AECMP90 





大 阪 発 |6CECMP90 











竹 泉 荘 MLZao Onsen Resort&Spa 
① 露 天風 呂 ② デ ラッ クス ツイ ン 客 室 一 例 





裏 衣 桃 高原 ホテ ル 
③ ク リス マス 特別 メニ ュー 


(④ 展 望 露天 風呂 ・ 四 季 の 湯 


2 万 坪 の 敷地 に 広がる 森 と 、 清 流 の せせらぎ が 心 と 
体 を 癒す 蔵 土山 入 に 仔 む 満 酒 な り ゾ ゲー ト ホ テ ル 「 竹 
泉 壮 」 と 毅 桶 山 を 望む 人 気 の ラ グ ジ ュ アリ ー リ ゾー 
ト 「 裏 毅 本 高 原 ホ テル 」 に 和 宿 泊 し 、 世 界 的 指揮 者 ・ 
井上 道義 氏 監 修 に よる ライ ブラ リー コンサート も 5 も 鑑 
賞 し ます 。 素敵 な クリ スマ ス を お 過ごし 下さ きい 。 


と 4 っ 





mm 円 釜 


名 
名 
ホホ 
Py 放 
ル 


浴 中 


| 等 び 自 忌 憶 | 細 唱 万 送 吐 * 帝 | 


紀 > 周 汗 


著 =G 


市 各 草 の 〇 ー | ゴ 司 過 肘 


生還 人 


名 
名 
ホ 
テ 
ル 


演 中 


| 著 い 光 選 憶 | 向 限 弄 太 聞 吐 * 癌 | 


> 周 半 


落 =mG 


| -NS 生 E| 冶 moo- | っ 本 束 
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⑯3 ゆ 少 人 数 限定 ! バス 座席 2 シー ト 利 用 。 リゾ ー ト ラグ ジュ アリ ー ス ティ を 楽し む 
冬 の た び : 蔵 王 の 樹 水原 の 絶景 46 eslceoeel 還 5 


(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 
egm ーー ポニー ーー 人 ー ュ ーー] や 内 を 
竹 泉 荘 と 裏 磐 稀 高原 ホテ ル で の 寛ぎ "宅配 Rioe 還 間 有 





旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


A タ イフ A タ イフ B タ イフ B タ イフ 









発 155.000 円 185.000 円 160.000 円 194000 円 175.,000 円 228.000 円 ! 
80 590 斉 般 高原 ホ 
テル 外観 





※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 昌 集 コー ス で す 。 泊 員 は 初日 新 大 孤 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 福島 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 、1 泊 目 の お 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 
【 基 本 】 デ ラッ クス ツイ ン 、 ス ー ペ リア ダブ ル (1 名 ) 【A タ イプ 】 デ ラッ クス キン グ (1 名 )、 デ ラッ ク 
スス ー ペ リア ツイ ン (2 名 ) 【B タ イプ 】 ジュ ニア プレ ミア スイ ー ト  ※ 名 古屋 発着 、 現地 合流 に つい て 
は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※1 人 利用 の 上 級 客室 に つい て は お 取り で き 
な い 場 合 が あり ます (最終 段階 の 空き 状況 で の ご 案内 と な り 一 日 リ クエ スト と な り ま す )。 

行程 tv 之 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 C 般 + そ の 他 


GO:00~10:303 E 大 阪 (7:00 て 7:30 発 ) = 京都 = 
に EE 名 古屋 = 東京 = 白石 蔵王 
っ すみ か わ ス ノー パー ク (ワン ラン ク 上 の デラ ックス クラ ス の 雪上 車 で 快適 ① 蔵 王 の 樹氷 原 
な ツア ー を 満喫 、 雪 上 車 フイ ルド モン スタ ー」 に 乗っ て 大 自然 が 織り な す 宮城 蔵王 の 大 雪原 は 、 雪 上 車 「 ワ イル ドモ ンス ター 号 」 デ ラッ クス クラ ス 
雪 と 水 の 世 界 ・ 蔵 王 の 樹高 原 を 探勝 ) > 夕刻 : 剖 史 田 温泉 ・ 竹 泉 荘 Mt ZaO 。 再 二 に 系 っ て 、 四 を の む ほ と の 大 パノラマ を お 楽し る キミ いし 
Onsen Resort & Spa 泊 (蔵王 山麓 に 件 むり リゾ ー ト ホテ ル 、 ア ー ト の 風 が 香る 館内 、 9 2 
豊富 な 湯量 を 誇る 自家 源泉 か け 流し の 温泉 で お 寛 ざ 下さ い 。 夕 食 は 旬 の 会 席料 理 を ) 0 
午前 : 宿 つ 上 杉 神社 (米沢 落 祖 で ある 上 杉 謙信 公 を 祀る 神社 ) っ 上杉 伯爵 邸 ( 国 風呂 斉 帝 徹 高 原 ホテ ル 展望 路 天 風 洛 ・ 四 季 の 湯 
指定 登録 有形 文化 財 で いた だ てく 米沢 牛 付 郷 土 料理 昼食 ) つ 「 み ちの く の 人 造り 酒屋 」 - 、 aa 
見 学 午後 : 裏 磐 欄 弥 六 沼 温泉 ・ 裏 磐 欄 高原 ホテ ル 泊 (ラグ ジュ アリ ー リ ゾー 2 万 坪 の 敷地 に 広がる 森 と 、 清 流 の せせらぎ が 心 と 
トト で の ん びり 、 お 部 屋 は 裏 磐 山 側 を ご 用 意 。 フ レン チ フ ルコ ー ス ディ ナー タ 食 ) 体 を 癒す 蔵王 山 旋 に 他 む 浦 酒 な り リゾ ー ト ホテ ル 「 竹 
ゆっ くり 出発 、 午 前 : 宿 つ 西 若松 駅 = 会津 鉄道 [ロー カル 線 の た び 、 自 由 席 ] 呈し 此 培 遇 を 昌 人 針 の ラグ ジ > 
= 湯野 上 温泉 駅 ( 卿 区 を 誘 う 茅 慕 の 駅 舎 ) > 大 内 宿 (雪化粧 され た 宿場 町 ) つ 果 荘 」 と 病 千 山 を 主 む 人 気 の ラ ダグ ジュ テリ ー リ ッ 








新 河 大 協 東京 (9017:30) 新 四 河 東京 三 名 古 性 京都 ご ト 「 斉 毅 和 高 原 ホテ ル 」 に 条 泊 し 、 こ の 季節 な ら で 
新 大 阪 (9:30…20:30 着 は の 景観 と 名 湯 を めぐ る 3 日 間 の 旅 。 








づり 梅 か ほる 小田 原 か ら 熱海 ・MOA 美 術 館 で 国宝 と の 出会い 
箱根 の 名 亭 ・ 福 住 楼 の 建築 美 と 雇 wWwes 


高士 屋 ホ テル 「 花 御 典 」 に 事 う eee 
ー ui 5 ロロ eo 開 図 丁 き 








( 福 信 和 ) (富士 屋 ホ テル ) 
出 1 
= 2 月 13・16 日 登録 有形 文化 財 の 貴重 な 2 年 以上 の 時 間 を か け て 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


建築 文化 と 、 日 本 旅館 の 大 改修 を し て 昨年 オー プ 
東京 発 156 000 円 199 000 由 お も て な し 文化 を 伝承 。 ン し た 日 本 の 代表 的 な ク 






- 大阪 発 173,0 昌 216,00 0 円 多く の 文人 黒 客 が お 気 に ラシック ホテ ル 。 大 浴場 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 季 員 は 初日 小田 原 駅 か ら 最 終日 熱海 駅 まで 同行 し ます 。 入り の 部 屋 を 指定 し て 回 と は 別に お 部 屋 の 風呂 に 
HOOTREPOOMHDI 写真 ほ 人 て イメ ー ジ で す 。 。 一 され て きま し た 。 夕 食 も 天然 温泉 を 引い た 、 人 

は お 部 屋 で の ん びり と 。 和 気 の 『 花 御殿 」 に 宿 泊 。 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 船 + そ の 他 


東京 9:40 て 11:00 発 ) 三品 川 三 新横浜 





兵 新 大 阪 (8:00 て 9:00 発 ) 三 京都 = 
小田原 名 古屋 = 小田 原 
っ 小田 原 城 玉 公園 ( 梅 ま つり と 天守 閣 ) 一 岬 我 (富士 を 見 な が ら 別 所 梅林 を 散策 ) 
つ 午後 : 塔 ノ 沢 温泉 ・ 福 住 楼 泊 (登録 有形 文化 財 の 建築 美 、 か け 流 し の 名 湯 、 近 
海産 の 魚介 類 を 使っ た 会 席料 理 を お 部 屋 食 ) 
午前 : 宿 一 桃源 台 ++ 箱 根 ロ ー プ ウェ イ で 空中 散歩 ++ 大 清谷 (展望 ) 一 芦ノ湖 ( 湖 
上 遊覧 ) つ ポーラ 美 術 館 ( 森 の 中 の 美術 館 で ルノワール な ど 印 象 派 の 作品 鑑賞 ) 
夕刻 : 宮 ノ 下 温泉 ・ 富 士 屋 ホテ ル 泊 (「 花 御殿 」 の ヒス トリ ッ ク デ ラッ クス ツイ 
ン 利用 、 メ イン ダイ ニン グ で フル コー ス デ ィ ナ ー) 
午前 : 宿 一 十 国 峠 (展望 台 か ら 富 士 の 大 観 ) 一 熱海 梅園 MOA 美 術 館 (国宝 「 紅 
白梅 図 故 風 」 な ど ) 一 
熱海 = 新横浜 = 品川 = 熱海 = 名 古屋 = 京都 = 
東京 (16: 40 て 17:50 着 ) 新 








新 大 阪 (18:50 て 20:00 着 ) 文 介 害 も 泊まっ た 客室 メイ ジ ダ が イニ ウ ゲ 「 ザ ェ ラ フジヤ | 





ぐ ⑯30》 能登 半島 の 美肌 の 湯 宿 と 洗練 され た お も る て な し の ホテ ル で 寛ぐ 


少 人 数 限定 * 佳 き 宿 で の 寛ぎ 


GAENMP70| 岐 寺 玩 を : 
6CENMP70|| 生 2、 生 3、 タ 2 





海渡 且 富 の 圧 と リバ ー リ トリ ー ト 雅 栄 條 最少 催行 人 具 : 10 名 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


ce A タ イフ A タ イフ B タ イプ B タ イフ C タ イフ C タ イ フ 
東 】 90 164.000 円 203.000F 170,000 円 215.000 円 175,000 円 228.000 円 
23 日 大阪 発 185.000 円 154000 円 193.000 円 160.000 円 205,000 円 165.000 円 218.000 円 

※ 東 京 ・ 浅 清 業 ヨー ス で す 。 泊 生 員 は 初日 金 沢 駅 ら 最 終日 新高 岡 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 富山 地方 鉄道 グル ー プ ※ 部 屋 タイ プ 1 泊 目 : 和室 、2 泊 目 : 洋室 また は 和洋 室 、2 
泊 目 の 部 屋 タイ プ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 3 名 1 室 は お 問い 合わ せ 下 さい 。 【 基 本 】 デラ ックス (55 
キバ ルコ ニー) 【A タ イプ 】 本 館 モ ダン スイ ー ト (72 キ バル コニー また は 80mf) 【B タ イプ 】 本 館 
また は 新館 プレ ミア スイ ー ト (100~115mm 十 バルコニー) 【C タ イプ 】 新館 プレ ミア スイ ー ト 温泉 付 (115 
キテ ラス ) ※1 名 利用 の 上 級 客室 に つい て は 最終 段階 の 空き 状況 で の ご 案内 と な り 一 日 リク エス ト 





と な り ま す 。 ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
東京 (8:30<9:00 発 ) = 大 宮 = 金沢 3 (7:408:20 発 ) = 新 大 阪 = 京都 


っ 「 百 万 石 の 鮨 」 昼食 一 千里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ … 見 附 島 (別名 「 軍 艦 島 」 
と も 呼ば れる 能登 の シン ボル ) っ 夕刻: ね ぶた 温泉 海流 能登 の 庄 泊 ( 全 客 室 か ら 
広大 な 日 本 海 を 一 望 、PH10.5 と いう 日 本 有数 の 高 質 天 然 ア ルカ リ 性 泉 質 の 
自家 源泉 を 持つ 湯 宿 、 夕 食 は 輪島塗 で 味 合う 能登 の 旬 ・ 創 作 懐 石 料理 を ) 
午前 : 宿 一 白米 千 枚 田 (棚田 が 広がる 景色 ) 一 輪島 キリ コ 会 館 (能登 地方 独特 の 大 
小さ ま ざ ま な 華麗 な 漆 塗り の 切子 燈籠 ) 一 輪島 ふぐ を 使っ た 昼食 一 午後 : リ バー リ 
トリ ー ト 雅生 倶 泊 (洗練 され た 上 質 ホ テル で 寛ぐ 。 館 内 に ちり ば め ら れ た 現代 
アー ト 作 品 、 美 し い 景 観 、 滋 味 あ ふれ る お 料理 な ど 、 唯 一 無 二 の 贅 沢 な 空間 
を お 楽し み 下 さい 、 フ レン チ ま た は 和食 会 席 夕 食 か ら 事 前 希望 順 選 択 夕食 ) 
午前 : 宿 一 世界 遺産 ・ 菅 沼 合 掌 造 り 集落 (日 本 の 原 風景 ) 一 砺波 ・ 農 家 レ スト 
ラン 大 門 (伝承 料理 昼食 ) -> 瑞 態 寺 (国宝 、 高 岡 の 開祖 前 田 利 長 の 菩提 寺 ) つ 
新高 岡 = 大宮 = 東京 (17:30 て 18:30 着 ) 新高 岡 = 金沢 = 京都 = 

新 大 阪 三 大阪 (18:30 て 19:30 着 ) 





- 且 _ 
内 
に 


5 回 @ の DO 職 図 両 め 


日 米 千 枚 田  @ 燈 人 市 





海渡 能登 の 庄 客室 一 例 





リバ ー リ トリ ー ト 雅生 倶 
モダ ンス イー ト 客 室 一 例 


リバ ー リ トリ ー ト 獲 業 倶 
料理 


能登 情緒 あふ れる 和 の リゾ ー ト 「 海 済 能登 の 庄 」 へ 。 
化粧 水 に 浸かる よう な 、 庁 跡 の アル カリ 泉 和 や 里海 里 
山 が 育ん だ 能登 の 食 も 楽し み ま す 。 翌 日 は 神通 川 の 
嘩 に ある スモ ー ル ラグ ジュ アリ ー ホ テル 「 リ バー リ 
トリ ー ト 雅 業 倶 」 に 滞在 、 温 泉 に 、 ア ー ト 、 滋 味 あ 


ふれ る 富山 の 恵み に ひたる 食事 を ご 堪能 下さ い 。 





30》 少 人 数 で 行く 寛ぎ と 上 質 の 旅 


少 人 数 限定 ・ 真 ぎの 旅 道後 温泉 ・ 別 邸 |49 
間近 音 


臓 月 夜 と 輌 の 浦 温泉 ・ 洒 邸 遠 音 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
A タ イフ 


A タ イフ 





2 人 1 室 1 人 1 室 
- 東京 発 198,000 円 258.000 円 193.000 円 203,.000 円 268,000 円 
27 日 PT 184,000 円 244.000 円 179.000 円 189,000 円 254,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 松山 空港 か 
ら 最 終日 新 大 阪 ま た は 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 


社 : 宇和 島 自動 車 、 病 鉄道 ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和洋 室 、2 
泊 目 の 利用 部 屋 タ イプ に より 料金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 スタ 


A タ イフ 
人 





ンダ ー ド ツイ ン ・39mi 【A タ イプ 】 ワイ ド ビ ュ ー ツ イン ・53.6 河 邸 

mi ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全 音 近 音 

て イメ ー ジ で す 。 ※1 人 利用 の 上 級 客 室 に つい て は 最終 段階 。 、  _ 、 

の 補 き 状況 で の こ 案内 と な り 一 旦 リ クエ スト と な り ま す 。 デッキ テラ ス 海 の 様 敷 
行程 っ バス 厳 航空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 


羽田 空港 9:30<10:30 発 ) 用 松山 空港 伊丹 空港 (10:00 て 11:30 発 ) う 松山 空港 
っ 砥部 (自然 の 恵み を 享受 し 美食 を 追及 する こだわ り の ホテ ル で ラン チ ) 七 折 梅 
(1 万 を 超え る 梅 が 見 事 に 咲き 開き ます ) ユ 夕刻 : 道 後 温泉 ・ 別 邸 騰 月 夜 泊 ( ひ 
っ そり と 人 短 む 隠 れ 宿 、 客 室 は 全 室 露天 風呂 付 ス イー トル ー ム タイ プ 、 愛 媛 県 
の 山海 の 美味 が 競う 月 替わり の ご 夕食 を お 楽し み 下 さい ) 


午前 : 宿 一 松山 城 (現存 12 天 守 の ひと つ 、 ロ ー プ ウェ ー 利 用 で 天守 痢 へ ) -~ 昼食 は 瀬 
戸 内 海 で 獲れ た 鮮度 抜群 の 魚介 類 を 一 し まな み 海 道 絶 景 ド ライ ブ 平山 郁夫 美 
術 館 一 夕刻: 病 の 浦 温泉 ・ 洒 邸 遠 音 近 音 (みぎ わ て い を ちこ ち ) 泊 ( 汐 町 の 
港 と し て 贅 客 を 迎え て きた 頼 の 浦 に 仔 む 大 人 の 宿 。 全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の 温 
泉 露 天風 呂 付 客 室 、 目 の 前 に 広がる 海 て 獲れ た ば か り の 瀬戸 内 の 幸 を いた だ く ) 
午前 : 宿 … 共 の 浦 (地元 ガイ ド の 案内 で 潮 待 ちの 港 散策 ) 一 尾道 水道 を 望む レス 
トラ ン で フレ ンチ コー スラ ンチ むー 山 麓 駅 + ロ ー ー プ ウェ ー ぐ < 車窓 か ら は 日 本 遺 
産 に 認定 され た 箱庭 の よう な 尾道 の 街並み を > 本 千 光 寺 公園 + 山 麓 駅 一 
福山 = 新神戸 神戸 ニ 
新 大 阪 (16: 0 :00 着 ) 


福山 名 古屋 = 新横浜 = 
東京 (19:20 ご 20:30 着 ) 


品川 モ 













大 板 発 16CEXMP60 朝 2、 昼 3、 夕 2 


最少 催行 人 員 : 8 名 


中 聞 た を 梓 は と 3 
店 @O 職 愉 両 
山 





滞 
在 








別邸 騰 月 夜 客室 一 例 


別邸 騰 月 夜 夕食 





汗 邸 遠 音 近 音 
客室 温泉 路 天 風呂 


江 邸 遠 音 近 音 夕食 


客室 は 全 室 露天 風呂 付 ス イー トル ー ム タイ プ 、 独 自 
性 が 高く 旅 慣れ た 大 人 に こる 選ば れる 隠れ 宿 ・ 道 後 
温泉 「 別 邸 騰 月 夜 」 と 、 客 室 は すべ て オー シャ ン ビ 
ュー の 温泉 露天 風呂 付き の 贅沢 な 大 人 の 和 宿 ・ 病 の 浦 
温泉 ' 洒 郎 頂 音 近 音 」 に 答 泊 。 少 人 数 限定 ・ 特 別 ツ 
アー で お 覧 ぎ 下 さい 。 


27 





mm 円 全 


名 
名 
ホ 
Py 放 
ル 


浴 中 


| 等 び 泊 羽 憶 | 強 万 送 吐 * 帝 | 


紀 > 周 湖 


著 ご で 


| さ ー 睦 其 王 | 混 弄 つの ー | ゴ 司 選 肝 


生還 


名 
名 
ホ 
の 
ル 


音 
楽 


| 革 び 只 泊 忌 叶 憶 | 限 陸 師 逆 叶 * 若 


紀 > 岩 凌 


著 =mG 


| Nu 半 E | woo- | mW 








29 





往復 グリ ー ン 車 ・ バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 、 少 人 数 で 行く 寛ぎ と 上 質 の 秋 旅 


往復 グリ ー ン 車 で 行く 


萩 の 宿 ・ 常 茂 恵 と 別邸 音信 の 寛ぎ 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
FT に PTSTmCr2mICrrir2EZHPZrm 


東京 発 238.000 円 218.000 円 258.000 円 222.000 円 263.000 円 


ド 阪 215.000 円 195.000 円 235, 000 円 199,000 円 240.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
用 バス 会 社 : サン デン 観光 バス また は 防 長 交 通 ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和 室 2 泊 目 : 洋 室 ま た は 和 
洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※2 
泊 目 の 宿泊 され る 部 屋 タ イプ ([【 基 本 】 洋室 キオ メゾネット 、【A タ イプ 】 和 洋室 、【B タイ プ 】 和 洋室 、 テ 
ラス 付 ) に より 料金 が 異な り ま す 。 








行程 っ バス っ 航空機 … 徒 歩 = 列車 船 + そ の 他 
東京 (8:20~9:00 発 ) = 品川 新横浜 新 大 阪 (10:50 て 11:30 発 ) = 新神戸 = 
ニ 名 古屋 = グリ ー ン 車 ニ 新山 品 Je [ 車 中 弁当 昼食 ] = 新山 口 


っ 津和野 (山陰 の 小 京都 、 街並み 散策 ) 夕刻 : は ぎ 温 泉 ・ 萩 の 宿 常 茂 恵 泊 (「 萩 
の 迎 寅 館 」 と し て 親しま れ て きた 歴史 ある 旅館 、 夕 食 は と ら ふ く 刺 身 付 会 席 を 。 鍋 
コー ス 希 望 の 場合 は 事前 申込 要 ※1 名 は 不可 ) 
午前 : 宿 一 萩 市 内 (案内 ガイ ド と めぐ る 歴史 散歩 、 萩 ・ 明 倫 学舎 [世界 遺産 ビジ タ 
ー セ ンタ ー] や 菊谷 横町 、 木 戸 孝介 旧宅 、 萩 反射 炉 [世界 遺産 ]、 松 陰 神社 ・ 松 下村 
塾 な ど ※ バ ス 移 動 含 む ) 金子 みす ゞ 記念 館 っ 夕刻 : 長 門 湯本 温泉 ・ 別 邸 音信 
泊 (ひろ びろ と し た 館内 に わずか 18 室 。 全 室 に 源泉 掛け 流し の 専用 露天 風呂 。 ど こ 
に で も ある 贅沢 で は な い 、 と いう 敬 沢 が コン セプト の 温泉 リゾ ー ト に 滞在 ) 
午前 : 宿 一 元 乃 隅 (も と の すみ ) 神社 (断崖 に 治っ て 100m 以 上 続く 赤い 鳥居 ) 一 
海士 ヶ 瀬 公園 展望 台 (角島 大 橋 を 一 望 出来 る 絶好 の ポイ ント ) … 角 島 大 橋 (エメ 
ラル ド グ リ ー レ の 洛 の 貞 る 多胡 1790m の ) っ 角島 一 
新山 口 ー グ リー ン 車 三 名 古屋 = 三 新山 口 OO 
新横浜 品川 三 東京 (20:30~21. :00 着 ) : 材 『 大 阪 (18:00-18:30 着 

















掲載 Nol ー% |6AEWMP00| 販 二 閉 : 


最少 催行 人 員 : 9 名 


> 陽 11 月 発 衣 電 の バス 目 バ ス ひ 。 滞 








萩 の 宿 常 茂 恵 と ら ふ く 会 
席 ( 鍋 コ ー ス ) 





別邸 音信 エン トラ ンス 別邸 音信 客室 一 例 


多く の 偉人 が 訪れ 、「 萩 の 迎 深 館 」 と し て 親しま れ て 
きた 歴史 ある 旅館 「 萩 の 宿 常 茂 恵 」 と 日 本 な ら で 
は の 符 沢 な 温泉 リゾ ー ト 別邸 音信 」 を 訪ね ます 。 往 
復 グ リー ン 車 利用 、 バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 、 少 人 数 
で 行く 《 覧 ぎ と 上 質 の 旅 を お 楽し み 下 さい 。 





京都 五 社 め ぐり て 新年 の 無事 と 平安 を 祈念 


伝統 の 
京都 市 交響楽 団 演奏 会 鑑 賢 








出先 1 月 23 日 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
PE 
東京 発 116,000 円 128,000 円 
地 発着 96,000 円 108,000 円 


※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 パス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 東 豊 観光 、 奈 良 交通 の い 
ずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P 
43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 出 演 
者 ・ 内 容 は 予告 な く 変更 に な る 場合 が あり ます 。 予め ご 了承 
の 上 、 お 申込 み 下 さい 。 
濃 吉 本 店 竹 茂 楼 料理 


っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 
品川 = 新横浜 京都 (11:00<13:00 発 ) 





周 


て 船 


++ その 他 


Mk (8:30~10:30 発 ) = 
三 名 古屋 = 京都 

つ 京都 五 社 め ぐり (新年 の 無事 と 平安 を 祈念 ) つ 上 賀茂 神社 ( 北 の 玄武 ) - つ 京都 
コン サー ト ホ ー ル (⑤$ 席 より 京都 市 交響 楽団 の 定期 演奏 会 を 鑑賞 /14:30 開 深 ) 
っ 夕刻: 京都 ホキ ニル オー クラ 泊 (夕食 は フレ ンチ 、 和 食 、 鉄 板 焼き 、 中 華 よ り 事 
前 選択) 
午前 : 宿 一 松尾 大 社 ( 西 の 白虎 ) 平安 神宮 (平安 京 の 中 心 ) 一 美濃 吉本 店 竹 茂 
楼 ( 京 料 理 の 老舗 で 懐石 料理 昼食 ) 一 八坂 神社 ( 東 の 青龍 ) 一 城南 宮 ( 南 の 朱雀 ) 
京都 = 名 古屋 新横浜 = 品川 = 京都 (16:00 て 18:00 着 ) 
東京 (19:00 て 21:00 着 ) 


京都 ホテ ルオ ー ク ラ 信 泊 と 





現地 発着 


| 食事 


1 昼 2、 夕 1 
(現地 発着 ) 朝 1、 昼 1、 





京都 ホテ ルオ ー ク ラ 客室 


京都 ホテル オー クラ ロビ ピー 





京都 市 交響 楽団 
第 663 回 定期 演奏 会 


指揮 : 井上 道義 
チェ ロ : ズラ トミ 
【 プ ログ ラム 】 
シベ リウ ス : 交響 詩 「 フ ィ ン ラ ン デ ィ ア 」 作品 26 
シベ リウ ス : 交響 曲 第 7 番 ハ 長 調 作品 105 


ー ル ・ フ ァ ン 


エル ガー : チェ ロ 協 奏 曲 ホ 短 調 作品 85 
エル ガー : 序曲 「 南 国 で 」 作品 50 


京都 市 交響 楽団 
@ 井 上 写真 事務 所 井上 玄 和 











4⑪3 ゆ 六 びやかな クリ スマ ス 52 
の 1 日 を お た の し み 下 
さい ) 


ぁ 最 少 催 行人 員 : 11 名 


サン トリ ー ホ ー ル の 
クリ スマ ス 2021 鑑 賞 と バス 
Turandot 似 議 大 の ラン チ 





サン トリ ー ホ ー ル の クリ スマ ス 2021 


指揮 : 大 友 直 人 ナビ ゲー ター : 森川 因 之 


新 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 
- ブ ログ ラム - 
バレ エ 組 曲 
『 く る み 割 り 人 形 』 作品 71a 
『 ボ レロ 』 ほか 


チャ イコ フス キー : 


テッ か 





旅行 代金 (大 人 お ひとり 様 ) 
に 





29.800 円 


※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 バ 
ス ま た は Km モビ リティ サー ビス ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 


行程 っ バス 航 空 機 
東京 (9:30-11:30 発 ) 
っ Turandot 色 龍 居 (オー ナー シェ フ 脇 屋 友 詞 が 手掛け る レス トラ ン 、 
旬 の 食材 と 確か な 技 が 奏で る ハー モニ ー を 楽し む 中 国 料 理 の ラン チコ ー 
ス ) サン トリ ー ホ ー ル (クリ スマ スコ ン サ ー ト を S 席 より 鑑賞 / 
13:30 開 演 ) 一 東京 クリ スマ スマ ー ケ ッ ト 2021 (クリ スマ ス ・ オ ー ナ 
メン ト の 本 場 、 ド イツ ・ ザ イフ ェ ン 村 か ら や っ て きた 高 さ 14m の 「 ク リ 
スマ スピ ラミ ッ ド 」 が シン ボル ) - 
東京 (16:30 て 18:30 着 ) 


… 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 











掲載 No | 東京 発 | 
fNEW/ 素人 演 で | 5 6AEFMWLO 
初め て の プロ グ 送 で て |]53 


Ja 昌 了 ーー 
雅楽 定期 公演 錯 と バス 
The Okura Tokyo 山里 」 供 





千 数 碧 年 の 伝統 を 誇り 、 宮 内 語 式 部 職 
楽 部 で 今 な お 受け 継が れる 雅楽 」。 そ 

の メン バー を 中 心 に 結成 き れ た わが 国 
最大 規模 の 政 楽 団体 で ある 東 京 楽 所 
の 定期 公演 を 鑑賞 し ます 。 昼 食 は The 


Okura Tokyo の 山里 」 に て 和 昼 食 を 


用意 。 優雅 な 休日 を お 過ごし 下 き い 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
に りり) 


36,800 円 
※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 パ 






※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
ス ま た は km モビ リティ サー ビス ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 厳 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (9:00<11:00 発 ) 
っ 大倉 集 古館 (企画 展 「 季 節 を めぐ り 、 自 然 と 遊ぶ て 花鳥 ・ 山 水 の 世 


界 -」 和 鑑賞 )…The Okura Tokyo (' 山 里 」 に て 季節 の 和 会 席 昼 
食 を 賞味 ) つつ サント リー ホー ル (宮内 庁 式 部 職 楽 部 の メン パー を 中 心 
に 世界 各地 で 公演 を 続け る "東京 楽 所 " (とうきょう が くそ ) の 公演 
を S 席 て 鑑賞 。『 芸 術 と し て の 雅楽 を た っ ぷり と ご 堪能 下さ い ) ~ 
東京 (16:00<18:00 着 ) 





3 ゆ 全 室 レ イク ビュ ー の ホテ ル に 宿泊 、 春 の 訪れ を 感じ る 2 日 間 
ぴ びわ湖 ホ ー ル プロ デュ ー ス オペ ラ 
ァ ル 」 鑑 賞 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


ワー グ ク グ ナ ー 作 曲 「 バ ル ジ フ 





※ 添 生 員 は 初日 東 京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 パス 、 東 豊 観光 、 滋 賀 観光 バ 
ス の いずれ か 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変更 に な る 場合 が あり ます 。 予 
め ご 了承 の 上 、 お 申し 込み 下さ い 。 





パル ジフ ァ ル : 
クリ ステ ィ ア ン 妻 屋 秀 和 
人 


暫 


っ バス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 
品川 三 新 横浜 京都 (10:30 て 12:30 発 ) 


で 船 
東京 (8:00 て 10:00 発 ) = 
三 名 古屋 


っ 伏見 (酒蔵 が 並ぶ 街並み を 散策 ) 一 城南 宮 (春の 訪れ を 告げ る しだれ 梅 と 椿 ) 
ホテ ル に て 洋 コ ー ス タ 


っ 午後: 琵琶 湖 ホ テル 泊 ( 全 室 レ イク ビュ ー の 温泉 ホテ ル 、 
食 ) 


午前 : 宿 石山 寺 ( 約 400 本 の 梅 が 山内 一 帯 に 咲き 誇る 圧巻 の 景色 ) 一 滋賀 県 立 芸 
術 劇場 びわ 湖 ホ ー ル ( ぴ びわ湖 ホ ー ル プロ デュ ー ス オペ ベラ ワーグナー 作曲 『 パ 


ル ジ フ ァ ル 』 を S 席 より 鑑賞 /13:00 開 演 、18:15 終 演 予 定 ) っ 


名 古屋 = 新横浜 = 品川 = 京都 (18:30 て 20:30 着 ) 
東京 (20:40 て 22:40 着 ) 


PE 
" 旧 125, 00 円 139,000 円 
] 105,000 円 119,000 円 





ティ トゥ レル : 


FPW 
に UE タ 1 





ワー グ ナ ー 作 曲 『 ロ ー エ ング 


リン 』 (2021 年 3 月 ) より 城南 宮 し だ れ 梅 と 椿 





ル プロ デュ ー ス オペ ラ 
ワー グ ナ ー 作 曲 『 バ ル ジ フ ァ ル 』 


びわ 湖 ホ ー 


+ その他 


セミ ・ ス テー ジ 形 式 / 全 3 幕 ・ ド イツ 語 上 演 ・ 日 本 語 字 幕 付 
ワー グ ナ ー の 最後 の 大 作 『 バ ル ジ フ ァ ル 。 を お 贈り し ます 。 演 
出 は 、 巨匠 ミヒャエル ・ ハ ン べ と 共に ( ぴ びわ湖 リ ング ) を 成功 
に 導い た 伊香 修吾 。 主 役 パ バル ジフ ァ ル に は 、 (びわ湖 リ ング )『 ジ 
ー ク フリ ー ト 。』『 神 々 の 黄 綿 』 の 圧倒 的 な 歌唱 で 絶賛 され た クリ 
ステ ィ ア ン ・ フ ラン ツ を 迎え 、 国 内 外 で 活躍 する 一 流 の キャ ス 
ト に より び ぴ びわ湖 ホ ー ル な ら で は の 舞台 を 創り 上 げ ま す 。 

ル 芸 術 監督 ) 


指揮 : 沼尻 音 典 (びわ 湖 ホ ー 
演出 : 伊香 修吾 

出演 : クリ ステ ィ ア ン ・ フ ラン ツ 、 青 山 貴 、 妻 屋 秀和 ほか 
管弦 楽 : 京都 市 交響 楽団 

















29 





mm 円 全 


で ご 出 斗 前 前列 | 


音 
楽 


| 等 び 泊 忌 憶 | 冶 陣 陸 万 送 吐 * 若 


| > 燥 凌 


著 ニ で 


a | 基 藤 つの 〇 ー | 司 民 筆 | 


| で 出 斗 前 ・ 居 玖 | mm 円 飼 


浴 中 





信 
世 
界 
叶 
導 
人 
録 


| 等 ゆい 只 光 記 絹 憶 


紀 > 岩 半 


著 =mG 


| s_ws 寺 E 矯 凍 つ 〇 ー | ゴ 司 当 講 | 
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63 和 和 PPE 
"マン グロ ー フ の 中 で カヌ ー 人 な 放流 。 
田中 一 村 の 世界 ・ 亜 熱帯 の 大 自然 を 体感 |55 jcom に = 
満 誠 ! 世 界 自然 遺産 の 島 ・ 奄 美 大 島 
90H 前 過 2 シ ー ト 且 時 柱 ガ イド こり 


奄美 山 半 島 ホ テル 客室 一 例 








旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 















3 人 1 室 
144.000 円 149,000 円 150,000 円 
133.000 円 138.000 円 139.000 円 








D 和 k 
大 | 3 E 


エコ 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 


募集 コー ス で す 。 添乗 員 
は 初日 奄美 空港 か ら 最終 日 奄美 空港 まで 同行 し 
ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : し ま バ ス ※ 部 屋 タ 
イプ : 洋 室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 








参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 盆 美 山羊 分 ホテ ル 
展望 露天 風呂 
行程 っ バス 終 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 -… 船 + そ の 他 
羽田 空港 (11:30~12:30 発 ) 伊丹 空港 (0:00 て 11:00 発 ) 5 竜美 空 
奄美 空港 「 港 つ ハー トロ ッ ク (干潮 時 の み 現 れる 金 作 原 原生 林 ekpvg 


つ 奄美 大 島 納 村 (大 島 細 の 世界 を の ぞ く 、 大 島 納 の 製造 過程 な ど を 現地 スタ ッ フ 


天然 の 亜熱帯 広葉 樹 が 残り 、 生 きた 


田中 一 村 記 念 美術 館 @kPVB し (られ る 巨大 な ヒレ カゲ ヘ ゴ や 








が 案内 。 T シ ャ ツ 泥 染め 染色 体験 も ) 夕刻: 奄美 山羊 島 ホ テル ( 全 室 オー シャ ン 奄美 の 自然 ・ 歴 史 ・ 文 化 を 紹介 する 天然 記念 物 の ルリ カケ ス な ど 、 稀 少 
ビュ ー の リゾ ー ト ホテ ル 、 大 浴場 ・ 露 天風 呂 で 寛ぐ 、 奄 美和 風 会 席 夕食 ) 「 和 介 美 の 郷 」 と 奄美 を 描い た 孤高 の 画 な 生物 も 生息 する 森 を ネイ チャ ー ガ 
午前 : 宿 金 作 原 原生 林 (ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 巨大 な シダ が 生 い 茂 り 、 大 古 RCko ' 
の 森 を 思わ せる 原生 林 和 散策 ) 一 大 浜 海 浜 公園 (青い 海 と 白い 砂浜 ) ~ 黒潮 の 森 マ 

: 同 ホテ ル 泊 (上 人 人 氷 ” ” ”” ””… … 。 。 浮き 通っ た コパ ルト プル ー の 淫 と 重 熱 革 の 原生 林 が 
午前 : 宿 田中 一 村 終 意 の 地 つ お 買い 物 つ 奄美 パー ク (奄美 を 描い た 孤高 の 画 織り なす 奄 美 大 島 。 評 判 の 田中 一 村 ゆ かり の 地 を 訪 
ーー ね て 、 終 稿 の 地 や 記念 美術 館 へ 。 金 作 原 原生 林 、 マ 
1 ング ロー ブ の 森 で カヌ ー 体 験 な ど 、 特 有 の 文化 と 礎 
ラ 羽 田 空港 (6:30~-17:30 着 ) 史 、 大 自然 を 体感 し ます 。 





日 本 で 一 番 開花 が 早い 「 寒 継 桜 」 見 物 と ーーーー 
世界 遺産 「 琉 球 王国 の グ ス ク 及び 関連 幅 産 群 」 全 9 ヶ所 を 巡る e 


世界 自然 産 や ん ば る リゾ ー ト 3 連 泊 で めく る 
壮 弥 桜 舞う 沖縄 と 世界 遺産 全 周遊 の 旅 eg と 最少 催行 人 具 : 11 名 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) "ん は る の 森 @OCVB 






掲 












| 計 | A タ イプ | A タ イプ | A タ イプ 
| 2 人 1 至 | 1 人 ] 芋 | 3 人 1 室 | 2 人 1 室 | 1 人 ] 室 





ーー 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 那覇 空港 か ら 最終 日 那覇 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 北部 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 【 基 本 ]】 メイ ンコ テー ジ 【A タ イプ 】 メ イン コ 





記 弄 
ーー 一 ーー 二 


オク マ プラ イベ ー ト ピー チ 





テー ジ デ ラッ クス  ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 八重 岳 寒 継 桜 & リ ゾー ト 外 観 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 “ @0CV8 
羽田 空港 (8:00 て 10:30 発 ) 那覇 空港 伊丹 また は 関西 空港 (8:00 て 10:30 発 ) 
那覇 空港 


つっ 【 世 界 遺産 】 玉 陵 (王家 一 族 が 眠る 沖縄 最大 の 墓 ) …【 世 界 遺 産 】 首 里 城跡 ( 徹 
球 王国 の 象徴 … 【 世 界 遺産 】 園 比 屋 武 御 宗 石門 と 御 怒 か ら な る 聖域 ) っ 夕刻 : オ 
クマ プラ イベ ー ト ビー チ & リ ゾー ト 泊 (沖縄 の 風 と 波 と 森 に 抱か れ た 本 格 ネ ーー 
イチ ャ ー リ ゾー ト に 滞在 。 大 浴場 で 真 ぐ 、 和 食 ・ ビ ュ ッ フェ か ら 選 択 夕食 ) 辺 戸 岬 か ら の 大 石林 山 斎場 御 容 ( セ ー フ ァ ウ タキ ) 
前: 診 ご や ん は る の 電 (案内 ガイ 世界 自然 ・ や ん ば る の 森 を 散策 ) 

つ 古宇利 大 橋 (一 直線 に 延び る 美しい 橋 ) 古宇 利 オ ー シ ャ ンタ ワー (見 学 ) 。 押 幼 本 島 に 占 左 [ 和 
八重 語 ( 全 山 を 染め る 4000 本 の 究 、 駐 車場 か ら タク シー 利用 で ラク ラー し 全 )22 つ の 拓 守 和 入 ガ 










ク 見 学 ) -- 【 世 界 選 産 】 今帰仁 城跡 ( 塞 続 桜 咲く 古城 ) ユ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 球 土 国 の グ ス ク 及び 関連 遺産 群 」 と 名 付け ら 5 れ 、 世 

mrie の MP デー 書 遺産 と し て 登録 きれ まし た 。 沖縄 劉生 に 深く 関わ 
3 一 【 世 界 遺 産 】 座喜味 城跡 (最高 傑作 の ダグ スク と も いわ れる 古城 ) 一 【 世 界 遺 産 ま 6 

勝連 城跡 ( 理 い 海 が 一 望 で きる 沖縄 有数 の 景 騰 地 ) -> 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 り の ある 斎場 促 底 」 を は じ め 、 い ずれ も ぁ る 琉球 史 上 


午前 : 宿 つ 【 世 界 遺 産 】 中 城 城跡 (ベリー 絶賛 の 築城 技術 、 太 平 洋 ・ 東 シナ 海 の の 重 妥 な 舞台 と な っ て いま す 。 日 本 で 一 番 開花 が 早 

眺望 ) … 【 世 界 遺 産 】 識名 園 (琉球 王家 の 別邸 ) 百名 伽藍 (隠れ 家 リ ゾー ト で 、「 寒 自 M。 = ョ 學 ko 

人 和 流 コー ス を ) つ ニラ イカ ナイ 橋 つ 【 世 界 遺産 】 斎 坦 御 寮 ( 残 球 最高 の 聖地 ) い 開 誠 極 」 隊 て 頂 に 、 今 回 世界 目付 導 産 季 録 に ち 
那覇 空港 羽田 空港 (20:00~21:20 着 ) 那覇 空港 ” 上 な っ た や ん ば る 地域 に の ん びり リゾ ー ト ホテ ル 3 連 

伊丹 また は 関西 空港 (19:30-20:30 着 ) 泊 で 世界 遺産 全 9 ヶ 所 を 巡り ます 。 





3 ゆ 》 本 物 の な ま は げに 触れ る まつ り と 北国 の 冬 を 楽し く 演出 する まつ り を 堪能 


みち の く 五 大 雪 ま つり な ま は げ 柴 灯 


まつ り と 弘前 城 雪 燈 欄 ま つり 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


ーー ディ DE 






113. 0o0 115.000 円 118.000 円 





※ 東 京 ・ mo 人 代 は 科大 了 か 日 新 大 阪 台 ま で 同行 し ます 。 ※ 利 
用 バス 会 社 : 弘 責 パス また は 秋 北 パス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 


を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
王 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 C 船 挟 そ の 他 
東京 (10:00 て 10:40 発 ) = 大 宮 = 新 大 阪 (7:15 て 7:45 発 ) 三 京都 = 
新 青森 名 古屋 三 東 京 = 新 青 森 


つ 五 所 川原 = 津軽 鉄道 スト ー プ 列車 [客車 に ダル マス トー ブ を つけ て 暖房 と 
目 し 、 車 窓 か ら 雪 景色 を 眺め る ノスタルジック な 列車 ] = 芦野 公園 一 弘前 城 雪 
燈籠 まつ り (大 雪 像 、 津 軽 錦絵 大 回 廊 、 弘 前 雪 明 り 、 冬 に 咲く さく ら ラ イト 
アッ プ な と 冬 ま つり な ら で は の 演出 を 楽し み ま す ) 一 夜 : ア ー ト ホテ ル 弘 前 シ 
テ ィ 1 泊 ( 全 室 シ モン ズ ベ ッ ド 完備 、 和食 夕食 、 地産 食材 を 使っ た こだわ り 朝 食 も 人 気 ) 
午前 : 宿 一 康 楽 館 ( 国 重要 文化 財 の 芝居 小屋 内 部 見 学 も ) … 小坂 鉱山 事務 所 ( 国 
重要 文化 財 の 建築 美 ) 一 比内 地 鶏 親子 丼 ・ 焼 鳥 昼食 一 秋田 大 の 里 一 ホテ ル チ 
記 エ ッ ク イ ン 、 早 め の 夕 食 一 真山 神社 ・ な ま は げ 紫 灯 ま つり (みち の く 五 大 雪 
明 まつ り の ひと つ 、 真山 神社 境内 に 殺 き 上 げ ら れ た 柴 灯 火 の も る と で 繰り 広げ ら 

れる 勇壮 で 迫力 ある ナマ ハゲ の 乱舞 ) 一 夜 : 大 潟 温泉 ・ ホ テル サン ルー ラル 大 
濁 泊 (茶褐色 の 大 潟 モー ル 温 泉 ) 
午前 : 宿 一 入道 崎 (北緯 40 度 、 入 道 崎 灯 台 か ら 日 本 海 を 一 望 ) 一 男鹿 水族 館 G A 
0 (見 学 ) つ 
秋田 = 大 宮東 京 (18:3019:30 着 ) 秋田 = 東京 = 名 古屋 = 京都 = 

新 大 阪 (21:00 て 22:00 着 ) 

















東京 ・ 大 阪 発 


CS 朝 2、 昼 3、 ダ 2 
全 計 科 タダ 3 


時 割 衝 バス バス 上 ひ 


最上 階 日 神 展望 温泉 大 泥 モ ー ル 温泉 


6AEBMFB0 


『 最少 催行 人 貞 : 12 名 











いな ま は げ 柴 灯 ま つり 


神事 " 柴 灯 祭 " と 民俗 行事 "なまはげ "を 組み 合わ せ た 幻 想 的 か つ 勇 壮 な 冬 ま 


つり 。 鎮 釜 祭 ・ 湯 の 好 か ら 始 まり 、 な ま は げ 入 魂 、 行 事 再現 、 太 鼓 や 踊り 、 


下山 ・ 献 峡 に 至る まで 、 な ま は げ の 魅力 を 存 分 に 感じ て いた だ け ま す 。 
② 弘 前 城 雪 燈籠 まつ り ③ 弘 前 城 雪 燈 籠 ま つり 津軽 錦絵 大 回 
廊 ④ 津 軽 鉄道 スト ー プ 列車 


みち の (五大 雪 ま つり の 中 で 本 物 の な ま は げに 触れ 
る こと の 出来 る 冬 の 祭り 「 な ま は げ 柴 灯 ま つり 」 と 
200 基 に 及ぶ 大 小 様々 な 燈籠 や 雪 像 が 配置 され 、 灯 
り が と も され た ミニ か まく ら 和 群 や 雪 像 は 照明 に 浮か 


ぶ 弘 前 城 と あい まっ て 貫 玄 の 世界 へ 誘う 「 弘 前 城 害 
燈 龍 ま つり 」 を 見 学 し ます 。 





⑯30》 小 正月 行事 ・ 細 の や し ろ 「 か まく ら 」 と みち の くに 春 を 呼ぶ 「 八 戸 え ん ぶり 」 


みち の く 五 大 雪 ま つり 
横手 か まく ら と 八戸 えん ぶり 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


ee 







IPSE 3 


東京 発 109 000 110,000 円 112,000 円 
ーー 137,000 円 138,000 円 140,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 パス 会 社 : 羽後 交通 また は 秋 北 バス また は 岩手 県 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 
地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 編 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 ++ そ の 他 
東京 (12:00 て 12:30 発 ) = 大宮 = ニ 大 曲 新 大 阪 (9:00 て 9:30 発 ) = 京都 = 
名 古屋 = 東京 = 大 曲 


っ 横手 プラ ザ ホ テル (チェ ッ ク イ ン 、 夕 食 ) 横手 市 内 ・ 横 手 の 雪 まつ り ( 約 
450 年 の 歴史 ある 小 正月 行事 。 雪 の や し ろ 「 か まく ら 」 の 中 で 、 地 元 の 子 ど と 
も た ち が 皆 さま を 甘酒 ・ お 餅 で お も る もてなし) … 市 内 一 円 に た くさ ん の ミニ か 
まく ら が 作ら れ 、 ろ うそ く が 灯る と 幻想 的 な 世界 が 広がり ます … タ 夕刻: 横手 
プラ ザ ホ テル 泊 (温泉 施設 で 寛ぐ ) 
午前 : 宿 一 増田 ( 国 の 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 を 案内 ガイ ド と 散策 。 雪 国 な ら 
で は の 内 蔵 を 見 学 ) … 日 本 三 大 うど ん の ひと つ 稲 庭 う どん を 老舗 で お 召し 上 が 
記 り 下 さい … 秘 戸 市 博物 館 (企画 展 「 え ん ぶり 展 」・ 企 画展 「 ひ な 人 形 展 j」) つ ホテ 
ル チ ェ ッ ク イ ン … 更 上 閣 ( 国 登録 有形 文人 村 に て みち の くに 春 を 呼ぶ 民族 芸 
能 「 お 庭 」 え ん ぶり を 鑑賞 ) … 割烹 で いた だ く 郷 土 料理 会 席 タ 食 … 夜 : ダ イ 
ワ ロ イ ネッ ト ホ テ ル 似 戸 泊 
午前 : 宿 一 是 川 縄文 館 (国宝 「 合 掌 土 作 」) 一 八戸 酒造 (1775 年 創業 の 老舗 酒蔵 。 
大 正 年 間 建 築 の 妹 瓦 蔵 、 土 蔵 、 木 造 の 店 舗 兼 主 屋 は 国 の 登録 有形 文化 財 、 蔵 見 学 と 
試飲 も ) 一 八 食 セン ター (八戸 の うま いも ん が 勢揃い 、 お 買物 ) 一 
八戸 = 大 宮 三 東京 (16:30 て 17:30 着 ) 八戸 三 東京 = 名 古屋 = 京都 = 

新 大 阪 (19:30 て 20:30 着 ) 














CEpwo 
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『 最少 催 行人 員 : 12 名 
ヤ 割 ( ス バス 


提供 : (一 社 ) 機 手 市 観光 抜 会 


ミ 二 か まく ら 
市 内 一 円 に た くさ ん 
の ミニ か まく ら が 作 
られ 、 ろ うそ く が 灯 
る と 幻想 的 な 世界 が 
広がり ます 





お 庭 えん ぶり 


道路 公園 か まく ら 


みち の く 〈 五 大雪 まつ り の うち 2 つ を 見 学 。 450 年 の 伝 
統 を 誇る 水神 様 を まつ る 小 正月 行事 「 か まく ら 6」。 市 
内 に 100 基 ほど で きる か まく ら の 中 で は 甘酒 や お 餅 
を 振る 舞い ます 。 翌 日 は みち の 〈 に 春 を 呼ぶ 民俗 芸 
能 「 八 戸 え ん ぶり 」 見 物 。 太 夫 と 呼ば れる 舞 手 が 馬 
を 象 っ た 華やか な 烏帽子 を 被り 、 頭 を 大 きく 振る 独 
持 の 舞 、 特 に 、 国 の 登録 有形 文化 財 「 更 上 」 の お 
寿 で 演じ ら 5 れる 「 お 庭 え を ん ぶり 」 は 必見 で す 。 


3 1 





| で ご 由 斗 列 ・ 玖 | mm 円 人 


漆 叫 


Yeoc: 目 SRIRHHmW- 提 吐 ・ 沼 | 


| 生生 | 其 貢 つの 〇 ー | 司 民 筆 


| で 由 斗 玖 ・ 蛋 玖 | mm 円 


油 中 


隊 嘆 師 聞 吐 ・ 癌 | 


池 
有 
を 
愛 
る 
旅 


等 二 


| ae | 秒 列 つの 〇 ー | 本 過 肛 | 





32 





ぐ ⑯3》 宿場 散策 や 梅 ほ ころ ぶ 日 本 平 か 


和 興 大 井 の 秘境 へ 
南ア ルプ ブス あ .\ 


ら 冨 士 の 絶景 も 満喫 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 





DE 
史 。。 79.800 由 89,800 幅 
72.800 円 82,800 円 


※ 東 京 ・ PR ス で す 。 添乗 員 は 初日 掛川 駅 か ら 最終 
日 静岡 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 大 鉄 観光 バス また は 静 
岡 ジ ョ イス テッ プ バ ス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 (バス な し ・ ト イレ 付 ) 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 
全て イメ ー ジ で す 。 ※・「 星 空 列 車 」 は この た び 夜 間 特 別 運 行 する 隆 
時 列車 の 名 称 で す 。 通常 の 車両 を その まま 使用 し て いま す の で 、 車 内 
瞬 房 設備 は あり ませ ん 。 併せ て 奥 大 井 湖 上 駅 で は 約 50 分 の 自由 散策 と 
な り ま す の で 、 防 寒 の ご 準備 を お 願い し ます 。 な お 、 雨 天 で も 予定 通 
り 実 施し ます の で 、 星 空 が ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 





川根 温泉 ホテ ル 起 天 風呂 


王 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列 事 一 舶 ユ そ の 他 
東京 (7:50 て 9:00 発 ) 品川 三 新横浜 新 大 阪 7:30 て 8:40 発 )= 京 都 = 
= 掛川 名 古屋 = 掛川 


っ 島田 ・ 薄 葉 橋 (全長 897.4 徹 、 世 界 一 長い 木造 歩道 橋 、 富 士 展 望 ) 一 島田 宿 大 井 
1 川 川越 遺跡 ("箱根 八里 は 馬 で も 越す が 越す に 越 さ れ ぬ 大 井川 " か つて の 難所 の 面 
影 を 伝え る 史跡 ) 一 川根 温泉 (チェ ッ ク イ ン 、 休 憩 ) 一 千 頭 = 南ア ルプ ス あ ぶ と 
ライ ン 「 星 空 列車 」 特 別 運 行 = 奥 大 井 湖 上 駅 (展望 、 神 秘 的 な 雰囲気 を 体感 ) 
ニ 千 頭 つ 夜 : 川 根 温泉 ホテ ル 泊 (お 部 屋 に て ホテ ル 特 製 弁当 の 夕食 、 露 天風 呂 ) 
午前 : 宿 一 岡部 ・ 玉 忠 の 里 (特産 の 玉露 また は 抹茶 賞味 ) 一 吐 月 峰 柴 屋 寺 ( 国 指 
証 定 名 勝 の 庭園 ) 一 日 本 平 (富士 の 絶 時 と 咲き 誇る 紅 ・ 白 梅 ) つ 

)、 静岡 = 品川 三 新横浜 = 静岡 = 名 古屋 = 京都 = 

東京 (17:30 て 18:30 着 ) 新 大 阪 (17:50 て 19:10 着 ) 





と ライ ン 夜間 特別 連行 “② 








東京 ・ 大 阪 発 








夜 の 奥 大 井 湖上 駅 特別 連行 の 星空 列車 





ここ が オス ス メ ! 


尺 | 秘境 な ら で は 、 幻 想 的 な 夜 の 「 奥 大 井 湖上 駅 」 へ ! 
細 日 本 一 長い 木造 歩道 橋 「 苑 菜 橋 」 で お 散歩 を 。 


尺 宇治 、 八 女 と 並ぶ 玉 暇 三 大 産地 の 一 つ 「 朝 比奈 」 産 
の 茶葉 を 楽し め る 玉 衣 の 里 へ 。 


| 日 本 平 の 梅園 で は 紅白 梅 ご し に 秀 豚 富 士 が 眺め ら 
れ ま す 。 








⑯3 ゆ 》 冬 に 出会え る 旬 の 味覚 を 楽し 上 質 の ひと と き 
冬 の 旅 本 し 
冨山 湾 の 旬 の 味覚 を 楽し む 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


DE 
、 東 、122,000 円 125,000 円 140,000 円 


116,000 円 119,000 円 134,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 大 阪 駅 また は 富山 駅 か ら 最終 日 富山 駅 また は 大 阪 
駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 富山 地方 鉄道 グル ー プ ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 洋室 2 泊 目 : 
和室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 

東京 9:00<10:00 発 ) 三 大 宮 三 富山 大 阪 (8:00<9:00 発 ) 
三 金沢 = 富山 

っ ホテ ル (一旦 荷物 預け ) 一 冨山 滴 鮨 昼食 一 池田 安兵衛 商店 (老舗 薬種 商 で 昔 
な が ら の 丸 薬 作り を 体験 ) 富山 市 ガラ ス 美 術 館 一 夕刻: 富山 エク セル ホテ ル 
東急 泊 ( タ 食 は と や ま の 食材 を 使っ た 創作 フレ ンチ を お 楽し み 下 さい ) 
午前 : 宿 一 岩瀬 (上 方 へ の 米 の 輸出 港 と し て 栄え た 廻船 問屋 の 町 並み を 散策 ) 一 射 
水 ・ 割 烹 か が かわぐち (新湊 で 獲れ た ベニ ズワイ ガニ を 使っ た 昼食 ) 一 国宝 ・ 瑞 龍 寺 
っ 勝 興 寺 (平成 の 大 修理 を 終え た 12 塔 の 重要 文化 財 を 有する 越 中 の 名 羊 、 普 段 見 学 
で き な い 奥 書 院 ・ 御 内 仏 ・ 経 堂 内 八角 輪 蔵 な ど 案内 を 受け な が ら 見 学 ) 一 雨晴 海岸 
(富山 湾 越 し の 立山 連峰 ) ー 夕刻 : 水 見 温泉 郷 ・ 魚 巡り の 宿 永 芳 閣 泊 (能登 半島 
の 魚の 町 「 水 見 」 の 老舗 料理 旅館 。 全 て の お 部 屋 か ら 眺 め れ る 富山 湾 の 絶景 、 海 に 
臨む 露天 風呂 、 冬 に 脂 が の り 身 が 引き 締まる 極上 の 天然 プリ を 使っ た 夕食 ) _ 
午前 : 宿 一 世界 遺産 ・ 五 箇 山 ・ 村 上 家 (こき りこ 和 鑑賞 も ) 一 相 倉 合掌 造り 集落 

(雪化粧 を まとっ た 美しき 日 本 の 原 風景 ) つ キュ イジ ー ヌ フラ ン セ ー ズ ラ ・ シ ャ 

ンス (地元 産 の 食材 を 駆使 し た 本 格 的 な フレ ンチ コー ス を ) 

富山 大宮 三 東京 (17:30~ て 18:30 着 ) 富山 三 金沢 三 京都 新 大 阪 = 

大 阪 (18:30 て 19:30 着 ) 





と 船 年 そ の 他 
= 新 大 阪 京都 

















9 
朝 2、 昼 3、 朝 2、 昼 3、 夕 2 | 


ベニ ズワイ ガニ を 使っ た 昼食 "キュイジーヌ フランセーズ 
プー シャ シメ 


"大 然 の いけ す " 富山 湾 。 を そこで 獲れ る 旬 の 地 人魚 を 、 新 
鮮 な まま 堪能 で きる の が 「 富 山 湾 鮨 」、 癖 に な る 上 品 な 
甘み が 魅力 の 紅 ズ ワイ ガニ 、 日 本 海 を 望む 水 見 の 温泉 
宿 で 、 冬 に 脂 が 乗っ て 美味 し い 寒 プリ 、 水 見 牛 な ど を 
使っ た 創作 料理 な ど 旬 の 味わい を お 楽し み 下 る い 。 冬 
に 美しい 世界 遺産 の 五 筒 山 や 雨晴 海岸 か ら の 立山 連 
峰 の 景色 な ど 県 内 各地 の 名 所 も 巡る 至福 の 3 日 間 で す 。 








ぐ ⑯3 幻想 的 な 白川 郷 合掌 集落 の ライ ト ア ッ プ と 足 を の ば し て 冬 グル メ も 楽し む 


白川 卿 ライ ト ア ッ プ と 
北陸 冬 グ ル メ も 楽し む 


雨晴 海岸 か ら 時 
望む 立山 連峰 計 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 









DE 
京 発 138,000 円 142,000 円 、163,000 円 
6 130,000 円 、134,000 円 、155,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 大 阪 駅 また は 富山 駅 か ら 最 終日 黒部 宇奈月 温泉 駅 
また は 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 富山 地方 鉄道 グル ー プ ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 洋 
室 2 泊 目 : 和 室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ 


で す 。 ※ ラ イト アッ プイ ベン ト 中 止 の 場合 は ツア ー 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 

行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
東京 7:20~-8:00 発 ) 三品 川 三 新横浜 新 大 阪 8:00-8:30 発 ) = 京都 = 
三 名 古屋 = 高山 名 古屋 三 高山 


っ ホテ ル ア ソ シア 高山 リゾ ー ト (荷物 預け ) 一 世界 遺産 ・ 五 箇 山 (村上 家 見 物 、 


雪景 色 の 合掌 集落 散策 ) 一 白川 郷 … 雪景 色 の 合掌 集落 散策 、 ラ イト アッ プ ま で 
自由 に … 幻想 的 な 白川 郷 合掌 集落 の ライ ト ア ッ プ を お 楽し み 下さ い Q 夜 : ホ 
テル アソ シア 高山 リゾ ー ト 泊 (35m の ゆとり の 客室 、 全 て の 客室 か ら 北 アル プス 
の 大 パノラマ や 北ア ルプ ス を 眺め る 展望 温泉 で 寛ぐ 、 遅 め の 和 食 夕食 ) 


午前 : 宿 一 平湯 大 滝 ( 水 り つい た 名 涯 ) 富山 滴 鮨 昼食 高岡 市 万 葉 歴史 館 (大 


伴 家 持 ゆ か り の 万 葉 歴 史 館 ) 一 雨晴 海岸 (富山 湾 越し の 立山 連峰 ) ー 夕刻: 氷見 温 
泉郷 ・ 魚 巡り の 宿 永 芳 閣 泊 (能登 半島 の 魚の 町 「 氷 見 」 の 老舗 料理 旅館 。 全 て 
の お 部 屋 か ら 眺 め ら れる 富山 湾 の 絶景 、 海 に 臨む 露天 風呂 、 冬 に 脂 が の り 身 が 引き 
締まる 極上 の 天然 プリ を 使っ た 夕食 ) 
午前 : 宿 一 勝 興 寺 (平成 の 大 修理 を 終え た 12 塔 の 重要 文化 財 を 有する 越 中 の 名 首 、 
普段 見 学 で き な い 奥 書 院 ・ 御 内 仏 ・ 経 堂 内 八角 輪 蔵 の 三箇 所 を 案内 を 受け な が ら 見 
学 ) 一 射水 ・ 割 烹 か わ ぐ ち (新湊 で 獲れ た ベニ ズワイ ガニ を 使っ た 昼食 ) 高岡 
国宝 ・ 瑞 龍 寺 (豪壮 に し て 典雅 な 美 し さ 、 加 賀 前 田家 2 代 当主 前 田 利 長 の 菩提 寺 ) -~> 
新高 岡 = 大 宮 = 東京 (17:30~18:30 着 ) 新高 岡 = 金沢 = 京都 = 新 大 阪 = 

大 阪 (18:30~19:30 着 ) 







Ai 


ゅ 最少 催行 人 上 員 : 12 名 
時 割 バス リム 4 ひ 。 





テイ ト ア ッ プ 
白川 郷 


寒 プリ 料理 


量 山 湾 鮨 


冬季 の 決め られ た 日 に ち だ け に 開催 きれ る 夜 の 幻想 
的 な 白川 郷 合掌 集落 の ライ ト ア ッ プ は 、 普 段 日 中 に 
は な い 想 的 ファ ンタ ステ ィ ッ ク な 風景 を 見 る こと 
が で きる 大 人 気 イ ベン ト 。 あわ せ て 翌日 は 日 本 海 を 望 
む 水 見 の 温泉 宿 で 、 冬 に 脂 が 乗っ て 美味 し い 寒 ブリ 
を 使っ た 創作 料理 な 


ど 富 山 の 冬 グル メ も 楽し み ま す 。 





3 松葉 ガニ の 中 で る 希少 な カニ を 堪能 


湯 の 京都 ・ 丹 後 伊根 や 天橋 立 へ 
冬 の 味覚 幻 の 「 間 人 ガニ 」 の 魅力 






旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
DE 
計 2 月 24・27 日 126,000 円 128,000 円 150.000 円 
記 月 ーー 132,000 円 134.000 円 156.000 中 
2 月 24・27 104.000 円 126.000 円 
110.000 円 132.000 円 


※ 東 京 ・ 販 と の 共同 集 コー PP ※ 利 
用 バス 会 社 : 丹後 海陸 交通 また は 京阪 京都 交通 また は 東豊 観光 ※ 部 屋 タ イプ : 和 室 (バス な し ・ ト イ 
レ 付 ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行 欄 っ バス 終 和 航空機 … 徒 歩 = 列車 C 船 + その他 


東京 (9:00 て 10:00 発 ) 品川 = 新横浜 京都 (11:30~12:30 発 ) 
ー 名 古屋 = 京都 


つ 京丹後 ・ 琴 引 浜 鳴き 砂 文化 館 (鳴き 砂 体験 ) 一 琴 引 浜 (天然 記念 物 の 砂浜) 
つ 午後 : 間 人 (た いざ ) 温泉 郷 ・ 昭 恋 館 よ 志 の や 泊 (松葉 ガニ の 中 で も 希少 な 「 間 
人 (た いざ ) ガニ 」 フ ルコ ー ス タ 食 、 日 本 海 を 眺め る 露天 風呂 ) 


午前 : 宿 一 丹後 半島 (車窓 より 日 本 海 の 科 景 色 ) 一 浦島 神社 (浦島 伝説 と 宝物 拝観 ) 
っ 伊根 (遊覧 船 か ら 舟 屋 の 風景 ) 一 傘 松 公園 (ケー ブル で 展望 台 へ 、 天 橋立 冬 
景色 を 股 の ぞ き ) つ 知 恩 院 (日 本 三文 殊 ) 

京都 = 名 古屋 新横浜 品川 = 京都 (16:50<17:50 着 ) 

東京 19: 90720 0 








ーー 
し た っ 
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2 聞 
な 
る 夕 仕 
場 食 入 
合 内 の 
が 容 状 
あ は 況 
り 変 に 
ま 更 よ 


伊根 の 舟 屋 群 の 情 景 
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『 最少 催 行人 員 : 10 名 


時 割 衝 バス バス て 滞 
9 商 ⑧ 








間 人 ガニ の フル コー ス (一 例 ) 


※ 籠 盛り 、 皿 盛り の カニ (茹で 蟹 、 炭 火 焼き 、 和 創 す き ) は 4 人 分 で す 


間 人 ガニ と は 、 山 陰 地 方 の 特産 で ある 松葉 ガニ の 中 
で も 崩 後 半島 ・ 間 人 港 に 水揚げ る れる も の だ け に 与 
えら れる 名 称 で す 。 日 帰り 漁 の み で 獲 ら れる 間 人 ガ 
ニ は 、 和 光 く べき 鮮度 と 極上 の 肉質 か ら “は か の 蟹 と 
は 格 が 違う ” “一 度 食べ た ら 6 忘れ られ な い " と 賞賛 3 
れ 多 く の フ ァ ン を 持ち ます 。 有 丹後 の 小 き な 漁師 町 ・ 
間 人 に ある 創業 90 年 の 老舗 料理 旅館 『 昭 恋 館 よ 志 の 

や 』 で ご 賞味 下 き い 。 


うう 





人 
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| で 由 装 列 … 蛋 玖 | 還 円 飲 


浴 中 


Esy SRR 昌 催 遂 吐 ・ 癌 | 






著 い 只 泊 nt 


り 
旅 


| s_ss E 其 凍 つ 〇 ー | ゴ 司 当 午 | 





3” バス 座席 2 シー ト 利 用 ! 名 湯 に 寛ぎ の 連 泊 で 、 伊 予 路 の 街 々 を 訪ね ます 
(2/23 発 は ー 人 旅 ) の ん ぴり 道後 温泉 連 泊 
大 洲 ・ 内 子 早春 の 伊予 路 を めぐ る 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 





RS 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー PPT 
し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 宇和 島 自動 車 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 
下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 道 後 温泉 本 館 は 保存 修理 工事 に 伴い 、 休憩 室 が ある 2 階 以上 
は 休館 し て いま す が 、1 階 で ご 入浴 いた だ け ま す 。 ※2 月 出発 は 一 人 旅 で す 。 

【 お ひと り 参 加 限 定 コ ー ス の 申込 に つい て 】・ ご 夫婦 で の ご 参加 は ご 遠慮 願い ます 。 ・ お 友達 同士 の 参加 
の 場合 は 、 別 々 で お 申込 み を 承り ます 。 ま た 、 お 席 や お 部 屋 な どの 隣 同士 の ご 希望 は 承れ ませ ん 。 予 め 
ご 了承 願い ます 。 


行程 っ バス 準 航空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 和 + そ の 他 
用 (12:00 て 13:00 発 ) 新 大 阪 9:00 て 9:30 発 ) = 新神戸 = 
松山 空港 岡山 = 松山 松山 空港 
っ 松山 城 (現存 12 天 守 の ひと つ 、 ロ ー プ ウェ ー 利 用 で 天守 閣 へ )ー タ 刻 : 道後 温泉 

・ オ ー ル ドイ ング ラン ド 道後 山の手 ホテ ル 泊 (道後 唯一 の ヨー ロビ アン ・ リ 
ゾー ト ホ テ ル 、 洋 コー スタ 食 ) 
午前 : 宿 一 大 洲 (名 建築 玲 龍 山荘 や お は な は ん 通り な ど 案 内 人 と 散策 ) 内 子 (本 

9 剥 で 栄え た 重厚 な 蔵屋 敷 が 連なる 日 本 の 道 100 選 を 案内 ガイ ド と 散策 ) 一 午後 : 同 ホ 

テル 泊 ( 早 目 の 到着 、 自 由 散 策 な ど 自 由 に 和食 夕食 ) 


午前 : 宿 一 七 折 梅 園 (色とりどり の 花 が 咲き 開く 広大 な 梅園 、1 万 を 超え る 梅 が 見 
事 に 咲き 開き ます ) 砥部 (砥部 焼 の 里見 学 、 散 策 ) つ TOBE オ ー ベ ル ジ ュ リゾ 
ー ト (焼物 の 里 ・ 湖 に 浮か ぶり リゾート 、 自 然 の 恵み を 享受 し 美食 を 追及 する こだわ 
り の ホテ ル で ラン チ ) 一 萬 翠 荘 (重要 文化 財 、 大 正 11 年 に 建て られ た 第 15 代 松山 藩 
主 ・ 久 松 定 講 伯爵 の 別邸 、 フ ラン ス ・ ル ネッ サン ス 様 式 の 洋館 ) … 坂 の 上 の 雲 ミ ュ 
ー ジ アム (見 学 ) 一 


松山 空港 羽田 空港 (19:00 て 19:30 着 ) 松山 空港 伊丹 空港 (18:30 て 20:00 着 ) 








の 
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最少 催行 人 具 : 12 名 


時 割 入 バ ス バス いひ 滞 
89 嗣 賠 ⑨ 






人 道後 山の手 ホテ ル 温 泉 大 浴場 
道後 山の手 ホテ ル 外 観 隊 


道後 山の手 ホテ ル 
洋 コ ー ス ディ ナー 





内 子 座 


「 日 本 書 紀 」 に ぁ 登 場 す る わが 国 最 古 の 温泉 、 道後 温 
泉 。 多く の 文 人 黒 客 も 訪れ た 名 湯 で の ん びり 連 泊 。 
宿泊 は 道後 唯一 の ョ ヨー ロビ ピア ン リ ゾー ト ・ 山 の 手 ホ 
テル に 。 ホ テル 自慢 の 洋 コ ー ス ・ 和 食 両方 お 楽し み 
い だ た だ きえ ます 。 





潮 の 香り と リア ーー 
都井 岬 か ら 最 果て 佐多 岬 ・ 長 


九州 最 南端 の 旅 日 南海 岸 か ら 
大 隅 半 島 ・ 聞 摩 半島 へ 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


0 JO 158,000 円 188.000 円 154.000 円 164.000 円 202.000 幅 

” 大阪 発 149.000 円 179.000 円 145,000F 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 宮崎 空 
港 か ら 最 終日 鹿児島 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 
社 : 永 峰 観 光 バ パス また は 南国 交通 観光 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
3 泊 目 の 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 





155,000 円 193,000 円 








山側 洋室 【A タ イプ 】 桜 島 側 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P 城山 ホテ ル 鹿 児島 
43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 露天 風呂 


行程 っ バス 厳 航空 機 … 徒 歩 = 列車 船 + そ の 他 
羽田 空港 (9:50~ て 11:50 発 ) 宮 崎 伊丹 空港 (10:00~ て 11:00 発 ) 宮 崎 
つ 綾 の 照 葉 大 吊橋 (世界 屈指 の 高 さ の 吊橋 ) 一 日 向 岬 ( 高 さ 日 本 一 の 柱状 節理 、「 馬 
ヶ 背 」・ 願 い が 叶 うぅ う ク ルス の 海 ) 一 夕刻: 宮崎 ・ シ ェ ラ トン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ 
ャ ン リ ゾー ト 泊 ( 全 室 オ ー シ ャ ン ピ ビュー、 お 部 屋 は デラ ックス ツイ ン 16 階 以上 の 客 
室 を ご 用 意 、 温 泉 施設 「 松 泉 宮 」 月読 ・ 新 月 が 滞在 中 ご 利用 頂け ます 、 浴 衣 付 ) 
午前 : 宿 一 堀切 峠 ( 擬 の 洗濯 板 や 太平 洋 の 眺望 ) 一 鵜 戸 神宮 (参拝 ) 一 人 鉄 肥 (城下 
町 散策 ) 一 都井 岬 (野生 馬 と 白亜 の 灯台 案内 ガイ ド と 散策 ) つ 夕刻 : 日 南海 岸 ・ 南 
卿 プリ ンス ホテ ル 泊 (日 南海 岸 国定 公園 の 南端 に た た ず む ホテ ル 、 露 天風 呂 で 寛ぐ 、 
洋 コ ー ス タタ 食 ) 
午前 : 宿 二 か の や バラ 彫 (1500 種 3 万 5000 株 の パラ) 一 佐多 岬 (眼下 に 大 隈 海峡 が 
広がる 九州 最 南端 の ) 一 垂水 の 千本 イチ ョ ウ (辺り 一 面 が 黄金 色 に 染まる 1200 本 
以上 の イチ ョ ウ ) 一 桜島 港 王 桜島 フェ リー 鹿児島 港 一 夕刻: 城山 ホテ ル 鹿 児 
島 泊 (桜島 の 絶景 を 望む 展望 露天 温泉 、 和 食 会 席 夕食 ) 


午前 : 宿 一 名 勝 ・ 仙 上 炭 園 (案内 ガイ ド と 庭園 散策 や 尚 古 集成 館 見 学 、 桜 島 展望 ) … 
桜 華 亭 (眼前 に 雄大 な 桜島 、 鹿児島 で も 有数 の 眺望 を 眺め な が ら の 昼食 ) 一 長崎 鼻 ( 薩 
摩 半島 最 南端 ) 一 西 大 山 駅 (J R 最 南端 駅 ) 一 釜 蓋 神社 (話題 の パワ ー ス ポッ ト ) -~ 


鹿児島 用 羽田 空港 (19:30 て 20:30 着 ) 鹿児島 飼 伊 丹 空港 (19:00 て 20:30 着 ) 








A ぬ A タ イプ A タ イフ A タ イフ 
ン / 


東京 ・ 大 阪 発 
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6 人 に kenes 





が ま ざ トド w… ゲラ ジテ オー シャ シン サマ ザー キ 





写真 協力 : @KPVB. 





日 南海 岩 


垂水 千本 いち ょ う 


南 九 州 最果て の 地 へ 。 開聞岳 を 望む 長崎 鼻 、 亜 熱 淀 
の 樹木 に 才 わ れ た 九州 最 南 端 の 佐多 岬 、 め ずら 6 し い 
野生 馬 の 生息 地 ・ 都 井 岬 か ら 日 南海 岸 へ 、 潮 の 香り 
と リア ス 式 の 海岸 美 を 肌 で 感じ る 南 九 州 4 日 間 の 旅 。 
バス 座席 2 シー ト 利 用 で バス 車内 も の ん びり お 寛ぎ 
下 き い 。 





⑯30》 少 人 数 限定 ・ バ パス 2 シー ト 利 用 、 温 泉 宿泊 で めぐ る 冬 な ら で は 4 日 間 の 旅 





少数 限定 九州 : 温 泉 で めぐ る 4 日 間 の 旅 ee 


鹿児島 か ら 人 吉 ・ 駒 本 ・ 阿 蘇 へ 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


A タ イプ | A タ イプ | A タ イプ | B タ イプ |B タ イプ 
AE 





※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共用 挟 コー ス で す 。 入 軸 は 初江 か ら > 時 終日 上 本 空 港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 九州 産 交 パス 、 さ つま 交通 ※ 部 屋 タ イプ 1 日 目 : 桜島 側 洋室 (バス タプ な し シャ ワ 


ー プ ー ス 付 )、2・3 泊 目 の 部 屋 タ イプ に より 料金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】2 泊 目 : 街 側 洋室 、3 泊 目 : 鹿 
門 亭 和 室 【A タ イプ 】2 泊 目 : 川 側 和室 、3 泊 目 : 水鏡 庵 和洋 室 【B タ イプ 】 2 泊 目 : 川 側 露 天風 呂 付 和 
as 3 泊 目 : 水鏡 庵 和洋 室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 和 + そ の 他 
羽田 空港 (9:30 て 10:30 発 ) 愛 鹿児島 伊丹 空港 (10:30 て 11:30 発 ) ラ 鹿児島 
つ 霧島 神宮 (パワ ー ス ポッ ト と し て も 有名 ) つ 名勝 ・ 仙 歳 園 (世界 文化 選 産 登録 、 
案内 ガイ ド と 庭園 散策 や 尚 古 集成 館 見 学 、 桜島 展望 ) っ 夕刻: 城山 ホテ ル 鹿 児島 (お 
部 屋 は 桜島 側 を ご 用 意 、 桜 島 の 絶景 を 望む 展望 露天 温泉 、 和 食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 長崎 鼻 (薩摩 半島 最 南端 ) 一 西 大 山 駅 (旅情 を 誘う JR 最 南 端 駅 ) 一 池 
絹 田 湖 (湖畔 に 咲く 菜の花 ) 一 知覧 茶 御膳 昼食 つ 武家 屋敷 群 庭園 (散策) ユタ 刻 : 
ョ 明 人 吉 温 泉 ・ 清 流山 水 花 あ ゆ の 里 泊 ( 南 九 州 山脈 に 囲ま れ た 自然 豊か な リゾ ー ト 、 

| 露天 温泉 大 浴場 ・ 川 側 客室 か ら は 球磨 川 の 絶景 を 楽し め ま す 、 和 食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 人 吉 市 内 (国宝 ・ 青 井 阿蘇 神社 、 武 家屋 敷 ・ 武 家 蔵 、 繊 月 酒造 焼酎 蔵 な 
ど 案内 ガイ ド と 散策 ) -~ 青柳 (熊本 の 味 を 十分 に 堪能 で きる 特 上 義 降 り 馬 刺し 付き 
本 格 会 席 ) 一 熊本 城 ( 約 5 年 ぶり に 天守 閣 内 部 を 一 般 公開 。 新 た に リニュ ー ア ル さ れ 
た 展示 や 天守 痢 最上 階 か ら の 眺め を 見 学 ) 一 夕刻 : 山 鹿 温 泉 ・ 清 流 荘 泊 (食事 は グ 
レー ドア ッ プ に て 、 お 部 屋 は 鹿 門 亭 和 室 ま た は 露天 風呂 付 和 洋室 ・ 水 鏡 庵 か ら 選 択 ) 
午前 : 宿 一 豊前 街道 の 宿場 ・ 参 勤 交 代 の 足跡 、 八 千代 座 な ど 歴 史 の 街 並 を 案 
内 ガイ ド と 共に 散策 大 観 農 (阿蘇 五岳 展望 ) 一 阿蘇 神社 (肥後 国 一 の 宮 ) 一 草 
千里 (噴煙 を 上 げ る 中 岳 を 望む 阿蘇 を 代表 する 観光 地 ) 一 


熊本 空港 羽田 空港 (19:00~20:00 着 ) 熊本 空港 伊丹 空港 (20:00~20:40 着 ) 











『 最少 催行 人 員 : 11 名 


90H 前 MM の 5 自 


草 千 里 か ら の 中 岳 





城山 ホテ ル 鹿 児島 露天 風呂 菜の花 畑 と 開聞 岳 ekpvg 





清流 山水 花 あゆ の 里 
温泉 大 浴場 


清流 荘 水 鐘 庵 客室 鷺 天 風呂 


九州 を 南 か ら 北 へ の ん びり 湯 め ぐり 4 日 間 の 旅 。 少 
人 数 限定 、 移 動 バ ス もぉ バス 座席 2 シー ト 確 約 で す の 
で 車内 で も お 寛ぎ いた だ け 安 心 で す 。 冬 な ら で は の 
京 色 も 堪能 し な が ら お 楽し み 下 きい 。 





ぐ ⑯3 市 内 中 心 部 が 約 1 万 5 千 個 に も 及ぶ 極 彩 色 の ラン タン で 染まる 


長崎 の 冬 を 彩る 一 大 風物 誇 に あわ せ 五 島 列 島 も 周遊 


長崎 ラン タン フェ ステ ィ バ ル と 
椿 咲く 五島 列島 縦断 


大 浦 天主 堂 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
イー 1 人 ] 室 
「 s 193 000 円 195,000 円 205,000 円 
大 本 176,000 円 178,000 円 188,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 浜 乗員 は 初日 長 崎 空港 か ら 最終 日 長崎 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 五島 自動 車 、 ラ ッ キ ー バ ス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参 
照 下 さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 ++ そ の 他 
上 っ (9:30<10:30 発 ) 長 崎 空港 伊丹 空港 9:00<10:00 発 ) 愛 長 崎 空港 
5 し 昼食 一 長 崎 港 て ジェ ッ ト フ ォ イ ル へ 五島 ・ 福 江 港 … 夕 刻 : 五 島 
・GOTO TSUBAKI HOTEL 泊 (五島 生 な ど 和 食 会 席 夕 食 ) 
午前 : 宿 一 堂崎 教会 一 石田 城跡 ・ 武 家屋 敷 通 り (車窓 ) 一 鬼 岳 一 五島 椿 林 公 
園 ( 椿 観 賞 ) 一 鎧 瀬 溶岩 海岸 一 五島 椿 物産 館 (椿油 の 搾り 体験 )… 「 囲 炉 吾 端 焼 
昼食 一 福江 港 て 海上 タク シー【 福 江 港 て 奈良 尾 港 ま で 巡礼 ガイ 下 が 乗 船 ・ 
案内 し ます 】~ 五 輸 港 ・ 旧 五輪 教会 (世界 文化 遺産 構成 資産 ) -- 江 神 港 ・ 江 
上 天主 堂 (世界 文化 遺産 構成 資産 ) 奈良 尾 港 一 タク シーー タ 夕刻 : 新 上 五島 
・ マ ル ゲ リー タ 奈 良 尾 泊 (和食 会 席 夕 食 ) 


EE 





車窓 ) 一 頭 ヶ 島 天主 堂 (世界 文化 遺産 構成 資産 )・ キ リ シ タ ン 墓 地 一 龍馬 ゆ 
か り の 地 二 五島 地獄 炊き うど ん 、 海 鮮 丼 昼食 一 五島 うど ん の 里 (お 買い 物 ) 一 
有川 港 高 速 船長 崎 港 つ タク シーー タ 刻 : ホ テル ニュ ー 長 崎 泊 (和食 ・ 洋 食 よ 
リ 事 前 選択 の 夕食 後 自由 に 「 長 崎 ラ ンタ ン フ ェ ス ティ バル ,」 見 物 へ ・ 市 電 1 日 券 利用 ) 
午前 : ne デー (国宝 指定 、 日 本 最 古 の 木造 ゴシック 建築 ) … キ リ シ タ ン 博 
物 館 … グ ラバ ー 園 (世界 文化 遺産 登録 「 上 介 グ ラバ ー 住 宅 」) つ 中 華 コ ー ス ラン チー 


二 量 530 (16:30 て 17:30 着 ) 長崎 空港 う 伊 丹 空 港 (16:30 て 17:30 着 ) 





写真 提供 : (一 社 ) 長崎 県 観光 連盟 








東京 ・ 大 阪 発 
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宰 4 


写真 提供 : (一 社 ) 長崎 県 観光 達 昭 
で か / 





『 最少 催行 
写真 提供 : (一 社 ) 長崎 県 観光 運 昭 


長崎 ラン タン フェ ステ ィ バ ル 
) 長 央 上 





長崎 ラン タン フェ ステ ィ バ ル 
写真 提供 : (一 社 ) 長崎 県 観光 較 骨 


ネ 


写真 提供 : (一 社 





頭 ヶ 島 天主 掌 


「 長 崎 の 教会 群 と キリ スト 教 関連 遺産 」 に 含ま れる 世 
界 遺産 、 五 鳥 列島 の 津々 浦 々 に ひっ そり と 歴史 を 秘 
め て きた カト リッ ク 教 会 や 名 所 と 、 異 国 の 妃 想 夢 
「 長 崎 ラ ンタ ン フ ェ ス ティ バル 」 を 見 学 。 長崎 の 冬 を 
彩る 一 大 風物 詩 で 、 中 国 の 「 元 青 節 」 に あわ せ て ラ 
ンタ ン を 飾る 風習 に 習い 、 市 内 中 心 部 が 約 1 万 5 千 個 
に も 及ぶ 極 彩 色 の ラン タン な ど で 彩 られ ます 。 


35 





浴 叫 


Ye oc 目 SMFIRHHmW- 提 吐 ・ 沼 | 


| 生生 | 其 貢 つの 〇 ー | 司 民 筆 


| で 由 装 玖 ・ 居 玖 | 生還 仙 


浴 中 


税 
世 
界 
遺 
導 
登 
録 
務 
節 
を 
愛 
1 
る 
旅 





落と で 


| s-ws 系 芝 つ 〇 ー | ゴ 司 当 午 | 
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全 14 席 の 昌 華 な バス で 、 中 四国 の 名 園 名 所 を ぐる っ と 一 周 。 


地元 の 名 物 料 理 も お 楽し み 。 


フラ クジ ュ ア リー バス ・GLISCELTO で 行く 





休暇 村 南 淡路 3 年 と ら ふ ぐ 渦 の 道 














答 


12 月 2 日 





旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


312.000 円 316,000 円 331.000 円 
276,000 円 280,000 円 295,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ま 
す 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 日 本 交通 ※ 部 屋 タイ プ :(① 和 室 ま た は 洋室 (バス な し ・ ト イレ 付 ) 
②③④ 御室 (パス な し ・ ト イレ 付 ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ 
い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 航 空 機 
東京 (7:30~ て 8:00 発 ) ニ 
新幹線 (グリ ー ン 車 ) = 品川 = 
新横浜 = 名 古屋 新 大 阪 一 神戸 
っ 淡路 サー ビス エリ ア (明石 海峡 大 橋 胸 望 ) 一 淡路 島 (昼食 ) 淡路 
人 形 座 (淡路 人 形 浄瑠璃 観賞 ) 一 夕刻: 休暇 村 南 淡 路 泊 (淡路 島 3 年 と 
ら ふ ぐ 懐 石 夕食 ) 

午前 : 宿 一 大 鳴門 橋 遊 歩道 ・ 渦 の 道 (鳴門 の 渦潮 の 海上 45m の 散歩 道 ) 
っ 阿波 踊り 会 館 (阿波 踊り の 上 演 を 楽し む ) … 眉山 ロー プ ウ ェ イ 山麓 
昌 駅 ++ 眉 山 (万 葉 集 で 詠 ま れ た 徳島 の シン ボル より 市 内 遠望 ) ++ 眉 山 ロ ー 
請 上 | 了 プ ウ ェ イ 山麓 駅 一 徳島 市 内 (昼食 ) 一 高松 ・ 栗 林 公園 ( 国 の 特別 名 
| 勝 の 紅葉 を 見 学 ) 一 夕刻 : 休 暇 村 讃岐 五色 台 泊 (讃岐 オリ ー プ 牛 ・ 和 会 
| 席 夕食 
午前 : 宿 一 善通寺 (弘法 大 師 三 大 霊 跡 の ひと つ 。 四 国 八 十 入 ヶ所 お 砂 踏 
み ) つ し まな み 街 道 一 大 三島 (昼食 ) つ 大 山 祇 神社 (瀬戸 内 海 国 立 公 
証 国 の 中 心 に あり 、 山 ・ 海 ・ 戦 い の 神 。 全 国 の 国宝 ・ 重 要 文 化 財 の 武具 類 が 
8 集まる 宝物 館 も 見 学 ) 一 大 三島 盛 港 乙 大 三島 フェ リー 大 久野 島 港 
… 大 久野 島 毒ガス 資料 館 (恒久 平和 を 願う 目的 で 建設 され た 資料 館 ) 
… 夕刻 : 休 暇 村 大 久野 島 泊 ウサ ギ と 会 える 瀬戸 内 の 楽園 (焼き 牡 
敵 や し まな み [ 源 戸 内 地方 ] の 海 の 幸 ビュッフェ タ 食 ) 


間 Hetsersooー ェ リ ー へ 忠海 港 一 松江 (昼食 ) 






… 徒 歩 = 列車 一 船 挟 そ の 他 
新 大 阪 (10:30 発 ) つ 神 戸 (11:30 発 ) 




















松江 城 (日 本 現存 天守 の ひと つ ) 足立 美術 館 (日 本 庭園 ) 一 夕刻 : 体 
岩村 奥 大 山 泊 (プラ ンド タグ 付き 松葉 蟹 1 人 1 杯 使用 蟹 三 昧 「 克 」 会 席 ) 
午前 : 宿 一 吹屋 ( 瓦 や 壁 な ど ベ ン ガ ラ の 赤色 が 美しい 吹屋 の 街並み 散策 ) 
っ 備中 高梁 (昼食 、 町 並み 散策 ) 一 





三宮 つ 新 大 阪 = 三宮 (7:10 細 っ 
新幹線 (グリ ー ン 車 ) = 名 古屋 = 新 大 阪 (18:10 頂 着 ) 
新横浜 三品 川 = 


東京 (21:00 て 22:00 着 ) 





を 


朝 4、 昼 5、 タ 4 





東京 発 | 6AEVMPZ0 
13 名 限定 瀬戸 内 海 か ら 山陰 休暇 村 を めぐ る 旅 "9AMre4 


パス 店) 


通常 の 大 型 バ だ ス は 11 一 12 列 で 
45 席 一 49 席 の 座席 数 で す が 、 グ 
リ シ エ ント は 7 別 14 席 の 特別 仕 
様 車 で す 。 広 い ス ペー ス で 寛ぎ 
な が ら 快 適 に 淡路 、 四 国 、 山 陽 、 
山陰 を めぐ で る 5 日 間 の ツア ー を 
企画 し まし た 。 見どころ 滴 載 の 
観光 で 素晴らし い 出会い と 感動 
の 旅 を ! 

淡路 島 の ふぐ で 、 讃 岐 オ リー ブ 千 、 
し まな み の 海 の 幸 、 プ ラン ド タ 
グ 付 き 松 葉 ガ ニ な ど 符 沢 な 夕食 
を ご 用 意 し て ご 参加 を お 待ち し 
て お り ま す 。 





H 





ここ と 


大 久野 島 の 人 冬 名 物 宮 団 子 





休暇 村 南 淡路 





休暇 村 大 久野 島 休暇 村 奥 大 山 





ゲ グリ シェ エン ト 


和 通 GLISCELTO 計 語 組 雪 


NE 有 の 


@ バ ス は 14 人 乗り の ゆとり の 空間 。 

@ 左 右 に 1 人 席 ず つの 特別 仕様 の 大 型 シ ー ト 。 シ ー ト ピッ チ (115.5cm)。 

@ 全 席 が 窓 に 面 し て お り 、 車 窓 か ら の 景色 が 楽し め ま す 。 

@ 座 席 上 部 の 棚 は な く 、 間 接 照明 を 採用 。 開 放 感 の ある 車内 空間 を 演出 。 

旭 カ ッ プ ホル ダー 付 の テー ブル と その 下 に は 手荷物 の 収納 スペ ー ス を 設 
け て お り 、 座 っ た まま 荷物 の 出し 入れ が 可能 で す 。 

@ 各 座席 に は 、 ス マー ト フ ォ ン な どの 充電 用 の 電源 (コン セン ト 1 個 、U 
S B2 個 ) も 完備 。 

@ 大 き な 鏡 を 設置 し た パウ ダー ルー ム 付 き 。 











女性 びと り 旅 


] 旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
| mW 発 。 213.000 由 209.000 円 
12 月 7 日 229.000 円 225.000 円 


※ 添 乗員 は 初日 熱海 駅 か ら 最 終日 小田 原 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 伊豆 箱根 バス また は 東 
海 バ ス ま た は 箱根 登山 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※1 泊 目 の 部 屋 タイ プ (客室 か ら の 眺め ) に より 旅行 
代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 ガー デン ピュ ー 【A タ イプ 】 オ ー シ ャ ン ピ ビュ ー (部 屋 の 広 さ は 同じ ) 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


記 っ バス 終 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
東京 (9:50 て 11:00 発 ) = 品川 = 新横浜 新 大 阪 (8:30 て 9:40 発 ) = 京都 = 


= 熱海 名 古屋 = 熱海 
っ 熱海 梅園 一 午後: 川奈 ホ テル 泊 (雄大 な 自然 に 溶け 込む クラ シッ ク ホ テル 。 
海 を 眺め る 温泉 露天 風呂 の 寛ぎ ) 
午前 : 宿 一 碑 湖 一 修善 寺 (鮮やか な モミ ジ ) 午後: 箱根 ・ 富 士 屋 ホテ ル 泊 
( 花 御殿 」 フ ラン ス 料 理 フル コー ス デ ィ ナー) 
午前 : 宿 つ ポ ボー ラ 美 術 館 松永 記念 館 、 老 樺 荘 (庭園 に 映え る 紅葉 ) 
3 小田原 = 新横浜 品川 = 小田 原 = 名 古屋 = 京都 = 
東京 (16:40 て 18:00 着 ) 新 大 阪 (18:20 て 20:00 着 ) 


ah 0 
5 
り ) 


女性 ひと り 旅 老舗 炭 屋 , の 
冬 の 京都 非 公開 文化 財 特 別 公開 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1 月 27 日 東京 発 139,.000 円 
2 月 15 日 現地 発着 119,000 円 
※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 東豊 観光 また は ヤサカ 観 
光 バ パス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 都 合 に より 寺宝 等 展示 物 の 内 容 が 変更 
と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 
東京 (9:20 て 10:20 発 ) = 品川 = 新横浜 京都 (11:50 て 12:50 発 ) 
ー 名 古屋 = 京都 
議 醍醐 寺 ・ 三 宝 院 (世界 遺産 。 快 慶 作 の 秘仏 弥吉 菩 薩 像 (重文 ) 特別 公開 や 寺 
宝 ・ 秀 吉 愛 用 の 「 金 の 天目 茶碗 と 天目 台 」 展 示 ) 一 東 本 願 寺 (日 本 一 高い 木造 山門 「 御 
影 堂 門 」 (重文 ) 初 公開 、 楼 上 か ら 東 山 達 峰 や 京都 市 街 の 眺め ) 夕刻: 京都 東急 
ホテ ル 泊 (夕食 は 炭 屋 旅館 で 京 懐石 料理 を ご 賢 味 下さ い ) 
午前 : 宿 一 【 京 の 冬 の 旅 】 報 恩 寺 「 鳴 虎 」 (複製 ) 「 大 黒 天 像 」 公開 、 大 徳 寺 (1 月 / 
大 光 院 ・ 宰 絵 「 雲 能 画 」 や 茶室 「 蒲 麻 」・2 月 / 衆 光 院 ・ 和 狩野 永徳 「 花 鳥 図 」 ( 複 
2| 製 ) や 茶室 「 閑 隠 席 」 公開) 一 南 禅 寺 (三門 や 水路 開 ・ ゆ どう ふ 昼 食 ) 一 
京都 = 名 古屋 = 新横浜 = 品川 = 京都 (15:30 て 16:30 着 ) 
東京 (18:30 て 19:30 着 ) 


> 船 挟 その他 





富士 屋 ホ テル 花 件 殿 」 と 
名 門 * 川 祭 ホ テル に 宿泊 ! 紅葉 の 伊豆 ・ * 邊 根 叶 へ 


の 京 壊 石 
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最少 催行 人 員 : 7 名 











本 圭 放 ホテル 1 負 堆 川奈 ホテ ル 外 観 


紅 箱根 富士 屋 ホ テル 「 花 御殿 」 に 宿泊 ! 夕食 は メイ ン 
ダイ ニン グ で 伝統 の フラ ンス 料理 。 


慰 | 川奈 ホテ ル は ゆとり ある 40.5mi の お 部 屋 を ご 用 意 。 
し | 湖 や 庭園 な ど 彩 り と 風情 豊か な 紅葉 る 訪ね ます ! 





炭 屋 旅館 の 懐石 
料理 (一例) 


老舗 旅 館 の 件 二 家 「 談 屋 旅館 」。 


京野 菜 な ど 四 季 折 々 
の 食材 を 使い 、 お も て な し の 心 で 作ら 5 れ た 京 懐石 料 
理 は 、 目 に も 美しい 古都 の 伝統 。 千 利休 生誕 500 年 


に あたる 年 、 茶 人 ゆか り の 寺院 や 京 の 書 筑 美 を テー 
ィ に 、 通 党 非 公開 の 文化 財 が 期間 限定 で 特別 公開 き 
この 時 期 に 、 世 界 に 誇る 京 の 歴史 と 伝統 の 美 を 、 


目 と 知 で も お 楽し み 下 きい 。 


う / 


| で 由 斗 列 ・ 蛋 | mm 円 偽 


漆 叫 


| 等 自選 刑 ES | 


紀 > 燥 湖 


| 生生 | 和 基 藤 つの ー | 本 呈 径 


| で 出 装 列 … 蛋 玖 | 生還 人 


濱中 


| 革 び 只 泊 記 回 憶 | 壮 限 弄 太 聞 吐 * 芝 | 


| 


落 =mG 


講 
同 
同 
行 





| さ ー 叶 沙 王 | 乏 前 つの 〇 ー 


3O 









出雲 神話 ゆか り の 地 を 訪ね る 


1951 年 島根 県 生ま れ 。 熊 本 大 学 大 学院 文学 研究 科 修 了 。 島 根 県 八雲 
立つ 風土 記 の 丘 勤 務 後 、N P 0 法人 出雲 学研 究 所 、 荒 神谷 博物 館 元 
副 館長 。 著 書 "古代 出雲 を 歩く (2016)」( 岩 波 新書 ) 他 





[同行 講師 ] 
平野 方 英 氏 の 欄 顔 








同行 講師 : 平 野 芳 英 氏 ( 荒 神谷 博物 館 元 副 館長 ) 
出雲 神話 の 舞台 
ー 古 代 史 と 巨石 信仰 の 地 


' 旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
PRE 
4 右 東京 発 。 174.000 円 184.000 幅 
134.000 円 。 144.000 円 





※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 羽田 空港 か ら 最 終日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 一 畑 パ ス ま た は 東 出雲 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 


参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行 欄 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 … 船 + そ の 他 
羽田 空港 (8:30~10:30 発 ) 之 出 雲 空港 新 大 阪 (8:00 て 9:30 発 ) = 新神戸 = 
松江 岡山 = 松江 


っ 美保 関 ・ 美 保 神 社 … 青 石畳 ・ 仏 谷 寺 (【[ 重 文 】 平安 仏 群 ) つ 加賀 の 潜 戸 ( 神 
話 の 世界 ) 一 恵 光 神 社 (石神 )~ 夕刻 : 松 江 エ クセ ル ホ テル 東急 泊 

午前 : 宿 一 八重 垣 神 社 ([ 重 文 ] 障壁 画 ) 一 出雲 大 神宮 (石神 ) 一 神魂 神社 (現存 
最 古 の 大 社 造 、 国 宝 本 殿 ) 一 熊野 大 社 ( 意 宇川 源流 、 熊 野 大 神 浴 す ) 一 島根 県 立 古 
代 出 雲 歴史 博物 館 … 出雲 大 社 ・ 命 主 社 ([ 重 文 ] 銅 ・ 勾 玉出 土地 ) 一 日 御 硝 神 
社 一 稲佐 の 浜 [車窓 ] 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 

午前 : 宿 一 西谷 墳墓 群 ・ 弥 生 の 森 博物 館 (四隅 突出 墓 ) 一 加茂 岩倉 遺跡 ( 鋼 氏 
大 量 出土 地 ) 一 荒神 谷 遺跡 ・ 博 物 館 ( 銅 剣 大 量 出土 地 ) つ 大 寺 薬 師 仏像 収蔵 庫 
(【 重 文 ] 平安 仏 ・ 仏 谷 寺 と あわ せ 島 根 半 島 の 東西 に ある 全国 的 に 著名 な 仏像 群 ) 一 
出雲 市 一 出雲 空港 ラ 出雲 市 = 岡山 = 新神戸 = 

羽田 空港 (17:00 て 18:00 着 ) 新 大 阪 (18:15 て 20:15 着 ) 








ぐ ⑬3 同行 講師 : 山 田 隆彦 氏 (日 本 植物 友の会 副 会 長 ) 
春の 訪れ を 告げ る 
伊豆 の 河津 桜 を 訪ね て 





旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
ョ 2 昌 球 発 。 85.000 円 93,000 円 
発着 79.000 円 





現地 発 87,000 円 
※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ま | 旨 還 

す 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 東海 パス 、 伊 豆 箱根 バス 、 山 梨 納 9 
交通 の いずれ か  ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 写 真 は 全て イ すず 

メー ジ で す 。 ※ お 花 を 観察 し な が ら 歩 きま す 。 ハ イキ っ 

ング の 服装 で ご 参加 下さ い 。 ※ 花 の 開花 状況 は 気象 条 * 凡 る 

件 に よっ て 左右 され 、 ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 





1 

還 伊豆 今井 浜 
東急 ホテ ル 
露天 風呂 


王 ラバス 愛 航 空 機 = 列車 て 船 ++ そ の 他 


東京 7:20 て 9:20 発 ) = 品川 = 新横浜 三島 (8:15 て 10:15 発 ) 

っ 浄 蓮 の 滝 (伊豆 を 代表 する 名 涯 布 ) 一 水 垂 … 猿 田淵 (河津 七滝 の 上 流 に 位置 す 
る 景勝 地 ) … 河津 七滝 ( 釜 滝 か ら 大滝 ま で の ハイ キン グ 、 ジ ョ ウレ ン シ ダ や イヌ 
ガ シ な ど ) … 河 津 七滝 ルー プ 橋 一 河 津 町 散策 … 河 津 来 宮 神 社 ( 杉 梓 別 命 神社 ) 
(樹齢 千年 以上 の 大 楠 ) … 河津 桜 原木 (樹齢 約 65 年 ) … 河 津川 沿い に 咲く 河津 桜 
っ 夕刻: 伊豆 今井 浜 東急 ホテ ル 泊 (今井 浜 海岸 前 の リゾ ー ト ホテ ル 、 溝 騒 の 露天 
風呂 で 寛ぐ ) 


ヒメ ユズ リハ 、 ス イセ ン 、 ツ ル ソ バ な ど ) 
伊東 = 横浜 = 東京 (16:45 て 19:20 着 ) 伊東 (14:30 て 16:30 着 ) 











午前 : 宿 一 八幡 宮 来 宮 神 社 (リュ ウ ビ ピン タイ の 日 本 列島 北限 自生 地 ) 一 橋立 吊り 
橋 ・ 水 原 秋桜 子 句碑 一 城ヶ崎 ビク ニカ ルコ ー ス (溶岩 台地 の 海岸 線 を 自然 探索 、 
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『 最少 催行 人 員 : 10 名 








美保 神社 神魂 神社 


雲 神話 ゆか り の 地 を めぐ りな が ら 、 弥 生 時 代 の 青 
負 器 埋 納 遺 跡 と し て 名 高い 「 荒 神谷 遺 跡 」 や 「 加 茂 
岩倉 幅 跡 」、 現 存する 日 本 最 古 の 大 社 造 の 国宝 本 殿 
を も つ 神 魂 神社 な ど 松 江 一 出雲 の 史跡 を 訪ね ます 。 
あわ せ て 太古 の 昔 か ら 、 出 雲 の 人 々 に 大 切 に され て 
きた 石神 さん を 訪ね 、 巨 石 信 仰 の 謎 に 迫り ます 。 ツ 
アー 参加 者 に は テキ スト と し て 、 平 野 芳 英 氏 の 著作 
「 古 代 出雲 を 歩く 」 を お 渡し し ます か 
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ぁ 最 少 催行 人 員 : 10 名 
記 @O 黄 


河津 桜 写真 提供 : 欧 岡 県 観光 協会 


川治 い に 映 く 河 津 桜 


一 足早 く 春 を 告げ る 河津 楼 が 条 る 伊豆 を 訪れ ます 。 
河津 桜 は 、 日 本 固有 種 の オオ シマ ザク ラ と カン ヒザ 
クラ の 自然 交配 種 で 、 日 本 原産 の サク ラ で す 。 伊 豆 
の 温暖 な 気候 と 早咲き の 特色 を 生か し 、 江 い ピン ク 
の 花 は 開花 か ら 約 1 か 月 を 経て 満開 に な り ま す 。 今 
回 は 河津 川治 い の 見 事 な 桜 並 木 の 散 策 の ほか 、 河 津 
七 凍 の ハイ キン グ 、 翌 日 は 天城 山系 の 溶岩 が 海 に な 
だ れ 込 ん で で きた リア ス 式 海岸 の 、 城 ヶ 崎 海岸 で ク 
ロマ ツ 、 ヒ メ ユ ズリ ハ な ど 海 岸 林 を 観察 し ます 。 


ニレ UE イイ: 


日 本 100 名 城 公 式 ガ イド ブッ ク 」 の 中 か ら 、 季 
節 に 応じ て 年 に 数 回 ずつ 国内 の 名 城 を 訪れ ます 。 


現地 の 城 専任 ガイ ド の 解説 付き で 見 学 し 、 各 城 
に 備え て ある スタ ンプ を 「 公 式 ス タン プ 帳 」 に 
押印 する こと で 、 目 分 だ け の 城 印 を 記録 する こ 
と が で きま す 。 


第 35 回 6CECMT00 (大 阪 発 ) 
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日 月 20 日 発 二本松 城 ・ 


徳島 城 ・ 高 松 城 ・ 


ーー 
バス ひ 朝 1、 昼 2、 タ 1| 
= 
丸亀 城 ・ 高 知 城 


ゅ 最少 催行 人 員 : 12 名 


美しい 石垣 が 残る 蜂 須 國 氏 阿波 支配 の 拠点 城郭 の 徳島 城 、 瀬 
戸 内 の 海 に 臨ん で 築 か れ た 全国 屈指 の 海 城 の 高松 城 、 海 を に 
5 ん で 策 か れ た 風格 ある 二 重 大 守 が 今 も 残る 丸亀 城 、 大 守 は 
じ め 御 典 、 門 、 樽 な ど 多 く の 現 存 建物 が 残る 高知 城 と 四国 の 
東側 の 4 名 城 を めで ぐり ま す 。 


1 人 1 室 
。 12 月 11 日 。 68,000 円 71,000 円 
※ 添 乗員 は 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 国際 興業 、 東 豊 観光 の いずれ か 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 
新 大 阪 (7:30) 一 神戸 湊川 神社 前 (8:30) 
彰一 【76 番 】 徳 島 城 (美しい 石垣 が 残る 映 須 賀 氏 阿波 支配 の 拠点 城郭 ) つ 
明 【77 番 】 高 松 城 (瀬戸 内 の 海 に 由 ん で 築 か れ た 全国 屈指 の 海 城 ) ユ タ 刻 : 
貞昌 を る 
朝 : 宿 【78 番 】 丸 亀城 (高石 垣 上 の 三 天守 は 現存 12 天 守 の ひと つ 。 
還 議 岐 の 要塞 。) 一 【84 番 】 高 知 城 (山内 一 豊 が 築い た 土佐 支配 の 拠点 。 四 
2 重 天 守 は 現存 12 天 守 の ひと っ 。) 


、 三宮 つ 大 阪 梅田 20:00 頂 着 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


= 列車 C 舶 挟 その他 
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ぐ ⑯35》 吉野 ヶ 里 ・ 


二 語 朝 1、 昼 2、 タ 1| 


最少 催行 人 員 : 12 名 


日 本 の 城 の 起源 と も いわ れる 巨大 集 沙 が 復元 され た 吉野 ヶ 里 。 


玄関 ・ 件 式 台 な ど 宏 壮 な 本 丸 件 殿 が 再建 され て いる 佐賀 城 。 
まる で 天守 や 樽 が 海 に 学 か ん だ 有 要塞 の よう に そびえ ぇ 建つ 平戸 
城 、 秀 吉 が 大 陸 へ の 夢 を 馳せ た 超 巨大 な 陣 城 の 名 護 屋 城 。 九 
州 北部 4 名 城 を めぐ で り ま す 。 


旅行 代金 (大 人 お ひとり 様 ) 


1 人 1] 室 

「 2 月 26 日 89,500 円 92.500 円 

※ 添 乗員 は 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 祐徳 自動 車 ※ 部 屋 タ イプ 洋室 

っ バス ラ 航空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 
新 大 阪 (7:30 て 8:30 発 ) = 新神戸 = 博多 

昌一 [88 番 】 吉野 ヶ 里 (日 本 の 城 の 起源 と され る 環 凛 集落 ) つ 【89 番 】 
佐賀 城 ( 鋼 島 氏 の 居城 ) 夕刻: ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニニ 佐賀 泊 


| 午前 : 宿 つ 【90 番 】 平戸 城 (平戸 瀬戸 を 望む 松浦 家 代々 の 名 城 ) つ 【87 
2 番 】 名 護 屋 城 (秀吉 が 大 陸 出 兵 の 足がかり と し た 巨大 な 陣 城 ) つ 


、 博多 王 新 神戸 = 新 大 阪 (20:15~ こ 21:15 着 ) 


++ その 他 











会 津 若松 城 ・ 白 河 小峰 城 2 日 間 は 催行 決定 し まし た 。 
Em 
語 io 大 阪 発 | 6CEFMT10 
の 科 | 1、 呈 2、 タ 1 
川越 城 ・ 鉢 形 城 ンー り 


最少 催 行人 員 : 12 名 


八王子 城 は 大 手 の 門跡 か ら 古道 を 歩き 、 見 事 な 石 敷き や 当時 
の 石垣 が 残る 件 主 殿 跡 を 見 学 。 小 江戸 の 川越 城 は 本 丸 件 殿 玄 
関 と 広間 が 今 な お 現存 し て いま す 。 小 田原 攻 め の 際 、 秀 吉 の 
大 軍 に 包囲 され た 北 武蔵 の 堅 城 ・ 鉢 形 城 。 関 東 3 名 城 を めぐ 
り ま す 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
DE 
1 月 29 日 87,000 円 88,000 円 


※ 添 乗員 は 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 八 王 
子 城 は 山麓 の 大 手 の 門跡 、 御 主 殿 跡 、 ガ イダ ンス 施設 お よび 作 王 子 卿 土 資料 館 を 見 学 
し ます 。 山頂 の 本 丸 跡 は 急 登 の た め 見 学 い た し ませ ん 。 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 
新 大 阪 (8:00 て 9:00 発 ) = 京都 = 名 古屋 = 東京 
1 一 【22 番 】 八王子 城 ( 後 北条 氏 の 最大 規模 の 支城 ) 八王子 郷土 資 
| 料 館 一 夕刻 : 京王 プ ラ ザ ホ テル 八王子 泊 
午前 : 宿 【19 番 】 川越 城 (江戸 背後 の 拠点 )…【18 番 】 鉢 形 城 ( 荒 
2 川 河岸 段丘 上 の 城 ) つ ' 
東京 = 京都 = 新 大 阪 (20:30~21:30 着 ) 


と 船 年 その 他 





ーー lewegumeo 
5 alscewo 





3 ゆ 箕 輸 城 ・ 金 山城 ・ 
足利 氏 館 


東京 
大 阪 発 


最少 催行 人 員 : 12 名 





山中 に 大 切 堀 や 土 皇 、 石垣 が 残る 「 箕 輸 城 」、 方 形 居館 を 守る 
大 規模 な 土 皇 と 水 堀 が 館 の 皿 周 を 巡る 「 足 利 氏 館 」、 石垣 や 大 
手 虎 口 な ど が 復元 整備 され 石垣 の 山城 が よみ が える 「 金 山城 」 
の 北 関東 の 3 名 城 を めで ぐり ま す 。 





旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
1 人 1 室 
3 月 9 時 発 。 64000 円 65.500 円 
大 阪 発 85.000 円 86.500 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 活 乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 ま 
で 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 群馬 バス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 金 山城 は 片道 
15 分 ほど の 山道 を 登り 、 城 跡 や 曲輪 な ど を 周遊 し ます 。 


行程 っ バス 有 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 
東京 (11:00 て 12:00 発 ) = 高崎 新 大 阪 (8:00 て 9:00 発 ) = 
「 東京 = 高崎 
l 一 【16 番 】 箕 輸 城 (多数 の 曲輪 が 山上 に 展開 し た 巨大 な 平山 城 ) 一 
庄 高崎 フワ シン トン ホテ ルプ ラ ザ 泊 
朝 : 宿 一 【17 番 】 金 山城 (山城 な が ら 城 の ほぼ 全て が 石垣 造 ) つ 【15 番 】 
詞 足利 氏 館 (鎌倉 時 代 の 有力 御家 人 ・ 足 利 氏 の 居館 ) 
2 各 誠 = 東京 06:00 こ 17:00 高崎 三 東京 三 京都 = 
新 大 阪 (19:00 て 20:00 着 ) 


++ その 他 
京都 = 








C う 
(の 


| 等 び 泊 忌 憶 | 細 弄 万 送 吐 * 芝 | 


| > 持 汗 


ゴ 本 過 笛 | 著 ご で 


党 醒 〇 〇 ー 


| さ ーSN 党 王 


で 出店 前 ・ 悼 郊 | m 円 党 


当 中 


| 等 い 員 自選 器 憶 | 向 限 嘆 師 聞 吐 ・ 茹 | 


纏 > 周 汗 


本 当 幸 


1 

0 
0 
名 
城 


| ゞ 一 叫 す 演 





続 日 本 100 名 城 


日 本 城郭 協会 が 日 本 100 名 城 を 選定 し た 後 、 お 城 め ぐり の ブー ム が 
到来 。 そ の 後 、 登 城 達 成 者 か ら 


次 の 100 名 城 を ! 」 と 声 が 高 
同 協会 は 新た に 選考 し 、 2018 年 に ' 続 100 名 城 」 を 選定 し まし た 。 お 


ボイン ト (日 本 100 名 城 、 続 日 本 100 名 城 ) 


IM 3 ヶ月 まで の ご 予約 て 早 割 対象 申込 み は 早 め が お 得 ! 
( 続 日 本 100 名 城 の み ) 


まり 、 | 各 城 は 地元 ガイ 下 の 解 説 付き (一 部 除く ) ! 


IM スタ ンプ 集め も 楽し み で す 。 


城 に は 天守 や 檜 、 城 門 が 存在 する イメ ー ジ で す が 、 近 年 は 建造 物 や NekodNDAo 0 152) 


石 場 な ど が な い 戦 国 の 土 造り の 山城 が 脚光 を 浴び て お り 、 
多く 含ま れ て いま す 。 知ら れ ざ る 城郭 や 城跡 に 現地 案内 人 
が ら 新 た な お 城 め ぐり の 旅 に 出かけ ませ ん か 。 


城 」 に も 
の 解説 を 聞き な 





お 城 め ぐり に 専念 出来 ます )。 


「 続 100 名 


※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下さ い 。 

※ ス ケ ジ ュ ー ル は 予定 で す 。 大 本 や 肖 了 状 況 等 に より 、 変 更 する 
場合 も あり ます 。 

※ パ スガ イ | ド は 乗務 し ませ ん 。 


第 36 回 6CEHMV30 (大 阪 発 ) 中 月 24・26 日 発 石垣 山城 ・ 小 机 城 ・ 大 多喜 城 ・ 本 佐倉 城 ・ 土 浦 城 ・ 笠 間 城 3 日 間 は 催行 決定 し まし た 。 





第 37 回 0 = = = =  E 抽 
76 76|e xi 計 


= 


ぁ 最 少 催行 人 員 : 8 名 








一 宮城 ・ 勝 瑞 館 ・ 
引田 城 洲 本 城 





広大 な 城 域 に 数 多く の 曲輪 を 置く 一 宮城 、 中 世 、 阿 波 の 政治 
・ 経 済 ・ 文 化 の 中 心地 と し て 栄え た 勝瑞 城 、 城 の 中 核 は U 字 
型 に 曲輪 を 配置 し た 引田 城 、 戦 国 時 代 か ら 江戸 時 代 に か け て 
淡路 国 統 治 の 拠点 と な っ た 洲本 城 の 4 名 城 を めぐ り ま す 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


DE 

12 月 11 日 114,000 円 117,000 円 
※ 添 乗員 は 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 徳島 バス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 
※ 引 田城 、 洲 本 城 は 片道 30 分 ほど の 山道 を 登り ます 。 


行程 っ パス 編 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 年 その 他 
羽田 空港 (9:00 て 10:00 発 ) 愛 徳島 空港 

っ 【176 番 】 一 宮城 (阿波 国 一 宮 神 社 が 鎮座 する 山頂 に 築 か れ た 山城 ) 
っ 【175 番 】 勝瑞 城 (阿波 細川 氏 や 三好 氏 が 本 拠 と し た 館 と 城 ) つ 夕刻 : 
JR ホ テル クレ メン ト 徳 島 泊 
朝 : 宿 一 【177 番 】 引 田城 (阿波 ・ さ ぬき の 国境 を 守備 し た 山城 ) 
【164 番 】 洲 本 城 (山上 と 山麓 を 一 体 化す る 登 石垣 ) 淡路 ハイ ウェ 
2 イオ アシ ス (明石 大 橋 眺 望 ) 


新神戸 三 新 横浜 三品 川 三 東 京 (20:30~21:30 着 ) 


mm た 


久留 米 城 ・ 唐 津 城 最少 催行 人 貞 : 12 名 











大 午 府 防衛 を 担っ た 日 ビー ザー 基 疑 城 、 本 丸 の 
高石 垣 が 当時 の 威容 を 物語 る 久留 米 城 、 半 島 状 に 突き 出 た 滴 
島 山 に 天主 が そびえ ぇ える 計 津 城 北九州 の 3 名 城 を 訪ね ます 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 出発 日 | 出発 地 | 2 人 1 室 = | = 1 人 1 ま 
2 月 19 日 東京 発 117,000 円 118,800 円 
2 月 16・26 日 大 阪 発 83,000 円 84,800 円 
※ 添 乗員 は 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 祐徳 自動 車 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 
※2 月 19 日 は 東京 発 (往復 航空 利用 ) 2 月 16 日 、26 日 は 大 阪 発 (往復 」R 利用 ) 
※ 基 鍵 城 は 片道 50 分 ほど の 山道 を 登り ます 。 





行程 っ パス 和 航空機 … 徒 歩 = 列車 と 船 和 + そ の 他 
羽田 空港 (8:30 て 11:30 発 ) ラ 新 大 阪 (10:15 こ 11:00 発 ) = 


1 福岡 空港 新神戸 = 博多 
ー 【184 番 】 基 弾 城 つ 夕刻 : グ リー ン リ ッ チ ホテ ルス 久留 米 泊 
午前 : 宿 っ 【183 番 】 久留米 城 一 【185 番 】 唐 津 城 一 


2 福岡 空港 博多 三 新 神戸 = 
羽田 空港 (18:00 て 20:00 着 ) 新 大 阪 (18:15 て 19:30 着 ) 


第 38 回 IN = = 5 
そら 〇 『 suzwvo0 | 華 展 // に 
7 6CEZMV20 | 一 
り 座 富 味 城 : 騰 連城 み TJm 世 
最少 催行 人 員 : 12 名 





築城 の 名 人 護 佐 丸 に よっ て 赤土 の 土台 に 曲線 的 な 城 璧 を 築城 
し た 座喜味 城 、 日 亜 の 城壁 に 囲ま えれ た 丘 腔 上 に そびえ ぇ る 勝連 
城 。 続 日 本 100 名 城 の 2 城 の ほか 、 2019 年 の 火災 に より 消失 し 
た 首 里 城 の 現状 や 首 里 城 以前 の 王 都 と し て 栄え た 浦添 城 に る 
ご 案内 し ます 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
1 月 19・ 東京 発 123.000 円 126,000 円 
29 日 大 阪 発 118,000 円 121.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 那覇 空港 か ら 最 終日 那覇 空港 まで 同 


行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 沖縄 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 

行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
羽田 空港 7:30~9:30 発 ) ラ 伊丹 空港 また は 関西 空港 
那覇 空港 (8:00~9:30 発 ) 錠 那 覇 空港 


一 首 里 城 公園 一 知念 岬 公園 (エメ ラル ド プ ブルー の 海 を 眺望 ) 一 斎場 
御 獄 (パワ ー ス ポッ ト ・ 世 界 遺 産 ) つ 夕刻: 那覇 市 内 ・ ホ テル ロコ ア 
ナハ … 四 つ 竹 久米 店 (琉球 料理 と 琉球 舞踊 )… ホ テル ロコ アナ ハム ハ 泊 
朝 : 宿 一 浦添 城跡 一 【199 番 】 座 豆 味 城 一 【200 番 】 勝 連城 一 

2 那覇 空港 那覇 空港 錠 伊 丹 空港 また は 
羽田 空港 (19:30 て 21:30 着 ) 関西 空港 (19:00 て 20:30 着 ) 


ー デ Em ニー 





トー ーー Sp 
のり 6AEDMV20 | 
3 り 村上 城 に 
脇本 城 ・ 秋 田城 ぁ 最 少 催行 人 貞 : 12 名 


石垣 、 堀 な どの 遺構 が 現存 する 総 石垣 造り の 村上 城 。 庄 内 地 
方 の 拠点 城郭 大 宝 寺 城 が 基 と な る 鈴 ヶ 岡 城 。 戦 国 時 代 に 男鹿 
半島 の 付け 根 に 築 か れ た 山城 の 脇本 城 。 瓦 暮 の 築地 志 で 囲ま 
れ た 最 北 の 古 代 城 棚 を 持つ 秋田 城 。 日 本 海 側 の 東北 4 名 城 を 
めぐ で ぐり ます 。 


旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
3 月 26・ 東京 発 92.000 円 92,500 円 
30 日 。 大 阪 発 99.000 円 99,500 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 新潟 駅 か ら 最終 日 秋田 空港 まで 同 
行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 庄内 交通 、 羽 後 交 通 、 秋 北 パ ス 、 新 潟 交通 、 越 後 交 通 の 
いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 村 上 城 、 脇 本 城 は 片道 30 分 ほど の 山道 を 登り ます 。 


行程 っ バス 旨 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (8:00~9:00 発 ) ニ 上 野 = 伊丹 空港 (10:00-11:00 発 ) マ 

1 大 宮 = 新 潟 一 新潟 空港 新潟 空港 
っ 【131 番 】 村 上 城 一 夜 : 東 京 第 一 ホテ ル 鶴 岡 泊 (展望 温泉 大 浴場 ) 
午前 : 宿 一 【108 番 】 鶴 ヶ 岡 城 一 鶴岡 = 秋田 一 【106 番 】 脇本 城 (13: 
10) 一 【107 番 】 秋 田城 一 


秋田 空港 ラ 
羽田 空港 (21:00 て 22:00 着 ) 


秋田 空港 ラ 
伊丹 空港 (19:00 て 20:30 着 ) 


一 る 
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-*ー ハ ケー さと ト 。 お ね 


五 街道 の ひと つ ・ 東 海道 中 、 越 えて 楽し い 幅 越え ウオ ー ク 
に 2 ] ト 
移 プ 
さ っ た と うけ は こ ね 
隆 埋 峠 の 冨士 と 箱根 峠 越え 
トー」 
EE 回 ん 


大 ( ネ へ る び ひとり 寺 ) 





| 出発 日 | 出発 地 | 9 | PE3 








2 は 
00 幅 60.800 円 
大阪 発 68,.800 円 69.800 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 静岡 駅 か ら 最終 日 小田 原 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 山梨 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 参照 下 
さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 歩 程 ① 約 8 ② 約 11 モ 
行程 っ バス テ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
東京 (8:30~9:30 発 ) 三品 川 = 新 横浜 新 大 阪 (7:30-8:30 発 ) = 京都 = 
= 静岡 名 古屋 = 静岡 
1 一 興津 川 ・ 川 越 跡 碑 … 薩 二 峠 下 … 薩 煙 峠 (眼下 に 現代 の 交通 の 要衝 、 田 子 の 清 
| 越 の 富士 山 ) … 倉 沢 ( 望 窓 亭 ) … 【 由 比 宿 】 (東海 道 広重 美術 館 、 本 陣 ・ 脇 本 陣 跡 、 由 
比 正雪 生 家 ) タ 刻 : 沼 津 リ バー サイ ド ホ テル 泊 - 
朝 : 宿 一 山中 城跡 (545m、 日 本 百名 城 ) … 接待 茶屋 跡 … 山 中 一 里塚 跡 … 免 石 … 
箱根 峠 (830m) … 向坂 …【 箱 根 宿 】 本 陣 は ふ や 跡 、 箱 根 関所 跡 (「 入 り 鉄 砲 に 出 
| 女 」 を 取り 締まっ た ) … 箱根 杉並 木 … 石 畳 … 甘酒 茶屋 … 西 海 子 坂 ・ 猿 滑り 坂 
… 畑 宿 (一 里塚 跡 ) 一 
小田 原 = 新横浜 三品 川 = 小田 原 = 名 古屋 = 京都 = 
東京 (18:00-19:30 着 ) 新 大 阪 (19:00 て 20:30 着 ) 


生還 政和 59.8 





























6AEKM060 | 計 組 計 
食事 
80ss 6CEKM060 | 


朝 1、 昼 2、 タ 1 
と 最少 催行 人 員 : 12 名 









。 





3 「 王 語 間 
し ーー 
Na 。” 
ロ 1 


む 富 士 山 東海 道 石畳 を 箱根 宿 へ 


隆 埋 峠 か ら 望 


京都 二条 大 橋 と 江戸 日 本 橋 を 結ん だ 東海 道 れ 十 三 次 。 
中 で も 江戸 時 代 の 面影 を 残し 、 名 所 図 会 に も 描か れ 
た 街道 屈指 の 名 峠 を 歩き ます 。 駿河 湾 と 完 雪 の 冨士 
山 を 望む 職 二 峠 、 を し て 天下 の 険 ・ 箱 根 峠 。 東 海道 
中 で も 人 気 の 高 い 二 つの 峠 越 を を 楽し み ま す 。 











W 


コ 在 二 震 か に 考 正法 著 二 振 へ 瀬 碧 由 法 の 冬 健 茎 : 
因島 大 構 か ら 来 島 混 峡 大 構 へ 。 瀬 戸 内 混 の 多 島 疾 】 
み 
景 ・ 橋 の 美術 館 
海道 ブリ ッ ジ ウオ 
3 ee が 和 ss ク 


Rm na pn 本 打 代 計 ( ズ 人 お ゆとり 寺 ) 
1 日 ? 人 地 2 人 全 | ま 
人 | 東 玩 123,000 円 124,800 円 

邊 大 阪 発 98,000 円 99,800 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 活 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 広島 空港 まで 同行 し ます 。 


※ 利 用 パス 会 社 : アサ ヒ タ ク シー ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P43 を ご 
参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 歩 程 約 5 ね (② 約 14 ね ③ 池 策 程度 





行 欄 っ バス 有 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 船 + そ の 他 
東京 (7:30-8:30 発 ) = 品川 = 新横浜 新 大 阪 (9:40 て 10:40 発 ) = 新神戸 = 

ー 名 古屋 = 福山 福山 

っ 土 堂 て 尾道 渡船 て 向島 つ 入 口 …【 因 島 大 橋 】 … 因島 ・ は っ さく 屋 … 大 浜崎 

つ 入 口 …【 生 口 橋 】 … 出 口 つ [尾道 大 橋 】 っ 夕刻 : 尾 道 ロ イヤ ル ホ テル 泊 

朝 : 宿 一 入口 …【 多 々 共 大 橋 】 … 道 の 駅 ・ 多 々 羅 し まな み 公 園 つ 入口 …【 大 三 

島橋 】 … 道 の 駅 は か た SC パー ク …【 伯 方 ・ 大 島 大 橋 】 … 出口 一 道 の 駅 よし う 

「 み いき いき 館 …【 来 島 海峡 大 橋 】 (エレベータ ー で 馬島 に も 上 陸 ) … サ ン ラ イズ 和 糸 

山 一刻: 今治 国際 ホテ ル 泊 

朝 : 宿 一 下田 水 港 て 来島 海峡 ・ 潮 流体 験 一 小島 ( 芸 予 要塞 ・ ガ イド の 案内 で 明治 

| 時代 の 砲台 群 を めぐ る 島 歩 き ) よし うみ いき いき 館 一平 山 郁 夫 美 術 館 (見 学 ) 

中 … し お まち 商店 街 … 瀬 戸田 港 一 三原 港 一 

三原 一 広島 空港 三原 = 福山 = 新神戸 = 

羽田 空港 (19:30 て 21:15 着 ) 新 大 阪 (18:00 て 19:00 着 ) 











『 最少 催行 人 員 : 12 名 


多々 良 大 橋 来島 海峡 大 橋 


七 つ の 橋 で 中 国 と 四国 を 結ぶ 、 し まな み 海 道 。 歩 道 
の な い 尾 道 大 橋 の か か る 海峡 は 渡し 船 で 。 最 初 の 島 
・ 向 島 か ら 先 の 6 つの 橋 は すべ て 徒歩 で 渡り ます 。 
潮風 に 吹か れ 高度 感 が ある 橋上 か ら 望 む 、 瀬 戸 内 海 
の 多 島 美 に は 目 を 見 張り ます 。 明 治 の 砲台 跡 が 残る 
小島 に 足 を 延ばし た り 、 エ レベ ー タ ー で 橋 を 降り て 
馬島 に 上 陸 し た り 。 橋 以外 の 車道 が 長い 筒 所 は バス 
移動 。 心 躍る 島 歩 き の 旅 で す 。 


4 1 


浴 叫 


| 等 び 自 忌 憶 | 冶 陣 了 万 送 吐 * 若 | 


紀 > 周 汗 





伊勢 参宮 街道 を 歩く 全 3 回 


江戸 時 代 の ベス ト セ ラー 東海 道中 膝栗毛 」。 江 戸 を 出 立 し た 弥 次 ・ 喜 多 さ ん は 、 今 の 三重 県 "日 永 の 追分 」 で 東海 道 


を 離れ て 、 伊 勢 参宮 街道 へ 歩み を 進め ます 。 伊勢 神宮 まで 十 八 里 ( 約 75)。 見 どこ ろ 豊 富 で 、 東 海道 に 次 いで 賑わっ 


| で 由 斗 玖 ・ 蛋 玖 | 円 


油 中 


著 い 稀 忌 較 | 向 限 陸 師 逆 叶 * 若 | 


| > 


其 =rG 


42 


だ と いう 9 街道 で す 。 





間 義 83 | 東京 発 6AEMM9RO 大 阪 発 CCEMM9RO 良 | 朝 1・ 昼 2・ タ 1 [ 身 | 12 名 


いじ ゅ く 


第 2 回 津 宿 か ら 松坂 宿 、 楠 田 と 。 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 出発 日 。 | 出発 地 | ”" 2 人 1 室 。 | 
2 記 東京 発 。 69.300 円 69.800 円 
2 月 9 日 17 日 店 。 4930o ロ 49.800 貴 
※ タ クシ ー 利 用 。 ※ 利 用 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 歩 程 D 約 11 ② 約 15 和 も 


東京 (7:40~8:40 発 ) = 品川 = 新横浜 大 阪 難波 (8:40 て 9:40 発 ) = 


廊 | 食 事 回 数 [ 催 | 最 少 催行 人 員 








内 埋 | お | 東京 欧 6AEMM9P0 大 阪 発 6CEMM9P0 [ 仙 ] 朝 1- 尽 2・ タ 1 | 租 | 12 名 


第 1 回 日 永 の 追分 か ら 上 野宿 、 津 ルリ 


to り 様 ) 


| 出発 日 。 | 出発 地 | ” 2 人 1 室 。 
東京 発 。 62.000 円 62.500 中 
1 月 12.27 日 店 4300o 由 43.500 円 


※ 貸 切 バ ス は 利用 し ませ ん 。 ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 歩 程 ① 約 13 向 ② 約 15 和 
東京 (7:40 て 8:40 発 ) ニ 品川 = 新横浜 大 阪 難波 (8:00 て 9:00 発 ) ニ 大 阪上 本 町 
ー 名 古屋 … 近鉄 名 古屋 = 近鉄 四日市 鶴橋 = 大 和 八 木 = 近鉄 四日市 
… あす な ろう 四日市 = 追分 … 日 永 の 追分 (神宮 遥 拝 鳥居 ) … 【 神 戸 宿 (1)】 
神戸 の 見 附 … 【 白 子 宿 《2)】 … タ 刻 : 白 子 スト ー リ ア ホテ 治 人 本 で 重 
朝 : 宿 ご 寺家 … 【 上 野宿 《3)】 … 栗 真 町 屋 … 江 戸 橋 ・… 
2 津 一 近鉄 名 古屋 … 名 古屋 = 新横浜 津 = 大 和 八 木 稚 橋 ご 大 阪上 本 町 
= 品川 = 東京 (19:00~-20:30 着 ) = 大阪 難 波 (17:00 こ 18:30 着 ) 





Re| 84 東京 発 6AEMM9S0 大 阪 発 6CCEMM9S0 良 胡 1・ 昼 2・ タ 1 | 催 | 12 名 


第 3 回 楠田 か ら 小 俣 宿 、 伊 勢 神宮 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 欄 ) 


DE 
上 請 馬 証 還 夫 旧 。 71.000 円 71.800F 
3 月 16724 日 店 。。 4900o 49.800 円 
※ タ クシ ー 利 用 。 ※ 部 屋 タ イブ: 洋室 ※ 歩 程 ( 約 9 ち ② 約 11 和 も 


東京 7:40~8:40 発 ) 品川 = 新横浜 大 阪 難波 (8:40~-9:40 発 ) = 大 阪上 本 
ー 名 古屋 … 近鉄 名 古屋 = 伊勢 中 川 町 鶴橋 = 大 和 八 木 = 伊勢 中 川 


= 大 阪上 本 町 三 鈴 橋 三 大 和 八 木 三津 中 = 牧田 … 不 川橋 … 斎 宮 … 明 野 = 伊勢 市 … 夕刻 : 伊 勢 シ ティ ホテ ル ア ネ ッ 





… 善 徳 寺 … 【 津 宿 (4)】 津 観音 (日 本 三 大 観音 ) … 高 茶屋 … 【 雲 出 宿 (5)】 クス 泊 ー 
… 松浦 武四郎 生 家 つ 夕刻 : ホ テル グリ ー ン パー ク 津 泊 ' 朝 : 宿 … 伊 勢 市 = 明野 … [小俣 宿 (7)】 … 参宮 人 見 附 跡 … 宮 川 渡し 跡 … 
朝 : 宿 一 雲 出川 … 月 本 追分 … 【 松 坂 宿 (6)】 小 津 家 、 三 井 家 発 祥 地 … 般 田 = 【 山 田 宿 (87】 … 外宮 … 猿 田 彦 神社 … お は らい 町 … 伊 勢 神宮 ・ 内 宮 つ 


松阪 大 和 八 本 = 鶴橋 三 大 阪上 本 町 ” 崩 


= 大 阪 難波 (17:00~ て 18:30 着 ) 


2 松阪 王 近 鉄 名 古屋 … 名 古屋 = 
新横浜 品川 = 東京 (19:00 て 20:30 着 ) 


宇治 山田 近鉄 名 古屋 … 名 古屋 = 宇治 山田 = 大 和 八 木 = 稚 橋 = 
新横浜 品川 東京 (19:00~20:30 着 ) 上 本 町 = 大 阪 難波 (17:00 て 19:30 着 ) 






























美 0 の ) ) 魅 . ナ 』* 大 上 自 % 大 育 / し km き だ に ここ 伝統 ル 摩 当 を の ツ ・ [ 化 に 月 中 れ る 旅 掲載 No | 大 阪 発 | 
世界 人 産 登録 決定 Pe 孤 避 
[同行 講師 ] 朝 2、 昼 2、 タ 2 
介 美 大 島 の 植物 観察 「/ 清水 美 重子 氏 | 人 内 : 9 名 
ま ゴー の 
| - ー 5 の お けた り 様 ) 
貼 難 日 | 3 EK 2 人 1 室 | 
= に _」 区 B 
1 月 29 日 198, 000 円 
※ 利 用 バス 会 社 : し ま バ ス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。  ※ 歩 程 ①) 散 策 程度 
(② 約 4 ね ・ 約 4 時 間 (3③ 激 策 程度 
行程 っ ゥ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 … 舶 その 他 


伊丹 空港 (10:00 て 11:00 発 ) 愛 奄美 空港 
記 一 奄美 パー ク (竜美 の 自然 と 歴史 や 文化 な ど を 学び ます ) 金 作 原 原生 林 ( 亜 
帯 植物 や 希少 な 生物 が 生息 する 原生 林 で 植物 観察 ) … 夕刻 : 名 瀬 ・ ホ テル ウエ スト 
コー ト 奄 美 泊 
朝 : 宿 一 湯 湾 岳 (奄美 群島 の 最高 峰 [標高 694m] で 植物 観察 。 頂 上 付近 全体 が 固有 
種 の 植物 が 多く 、 国 の 天然 記念 物 に 指定 ) 一 住 用 村 マ ング ロー プ 国 定 公園 特別 保 
護 地区 に て マン グロ ー プ の 観察 (遊覧 ポー ト に 乗船 し て 水上 か ら も 観察 。 ご 希望 
の 方 は 一 人 乗り カメ ー 体験 で の 観察 も 可能 で す ) ユタ 刻 : 同 ホ テル 当 


| 朝 : 宿 一 奄美 の 人 々 の 暮らし に 欠か せな い 植 物 ・ バ ショ ウ と ソテツ の 群生 地 
3 に て 観察 一 大 島 細 村 (奄美 大 島 の 特産 物 ・ 大 島 細 の 製造 見 学 と 実際 に 泥 染 めも 体 
吹 |) 一 


奄美 空港 鹿児島 飼 伊 丹 空港 (19:00 て 21:00 着 ) 





金 作 原 原 生 林 





【 奄 美 大 島 】 
人 希少 種 を 含む 多様 な 生物 が 生息 ・ 生 育 し て いる こ 
と で 今年 7 月 に 世界 自然 遺産 に 登録 。 











介 固 有 種 も 多い 島 の 最高 峰 「 湯 湾 芋 」 で 植物 観 祭 。 
但 マ ング ロー プ 保 護 地区 で は 地上 と 水上 か ら も 観察 。 
但 持 産物 な ど 、 島 の 文化 に ぉ 触れ ます 。 


必ず お 読み くだ さ ( い お 申込 いた だ く 前 に 





島 最 少 催行 人 上 員 : 各 コ ー ス を ご 覧 くだ さい 。 (最少 催行 人 員 と は 、 コ ー 
ス を 催行 する た め に 必要 な 人 数 の こと で す 。 こ の 人 数 に 満た な いた 
め に お 申込 み の コ ー ス の ご 旅行 が 催行 され な い 場 合 が あり ます 。 こ 
の 場合 は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ て 13 日 目 に あ た 
る 日 より 前 (日 帰り 旅行 は 3 日 前 に あたる 日 より 前 ) に 旅行 中 止 の 通 
知 を し ます ) ※ 同 行者 の 取消 に よっ て お 申込 基準 を 満た さ な く な っ 
た 場合 は 、 申 込 者 全員 が 自動 的 に 取消 扱い と な り 、 所 定 の 取消 料 が 
か か り ま す の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

借 旅 行 代 金 : 出発 日 、 ご 利用 人 数 、 日程 、 食 事 条 件 に より 異な り ま す 。 

人 ご 旅行 中 に 、 お 客 様 の 都合 で 使用 され な か っ た 切符 や クー ポン 券 類 
の 払戻 し は 一 切 で きま せん の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

旬 行 程 の 凡例 バス 、 う 航空機 、… 徒歩 、 = 列車 、 船 、+ その 他 ( タ 
クシ ー ま た は 送迎 車 )。 

介 行程 に 記載 の 出発 ・ 到 着 時 間 お よび 所 要 時 間 は あく まで 目安 で す 。 
交通 事情 な ど に より 異な る 場合 も あり ます 。 バ ス 移 動 時 間 90 て 120 
分 を 目安 に 1 回 休憩 を お 取り し ます 。 

介 バ パン フレ ッ ト に 掲載 の ある ガイ ド ・ 写 真 家 ・ 演 者 な どの 案内 人 が 変 
更 と な る 場合 が あり ます 。 

介 食 事 条件 は 旅行 代金 の 中 に 含ま れ て いる 食事 を 表示 し て いま す 。 

価 行 程 に 記載 の 1 日 目 出発 地 の 集合 場所 まで 及び 、 最 終日 帰着 地 の 解 散 
場所 以降 の 交通 費 は お 客 様 負 担 と な り ま す 。 

ーー ーー トー コー ンー ツ AA 


午前 | 後 | タ 刻 園 夜間 深夜 

04:00 06: 5 計 00 12:00 16:00 18:00 23:00 04:00 
※ 上 記 の 時 間 表 示 は 、 航 空 機 ・ バ ス 等 の 移動 の 発着 時 刻 を 基 に し た 目 
安 で す 。 実際 の 発着 時 刻 、 集 合 時 刻 と は 異な る 場合 が あり ます 。 
参加 不可 の コー ス も あり ます ) 
休 こ ども 旅行 代金 適用 年 齢 に つい て こども 旅行 代金 は 小学 生 ( 旅 
行 開始 日 当日 基準 ) の 方 に 適用 と な り ま す 。 航空 機 利 用 を 含む 商品 
(片道  R ノ 片道 航空 機 含 む ) の み 6 歳 て 11 歳 (旅行 開始 日 基準 ) は 、 
こども 代金 を 適用 し ます 。※ 未 就学 の 幼児 が 列車 の 指定 座席 を 使用 
する 場合 、 別 途 こ ども 運賃 ・ 料 金 が 必要 と な り ま す 。 ま た 未 就学 の 
幼児 で 宿泊 施設 で の 食事 が 必要 な 場合 な ど は 、 こ ども 旅行 代金 を ご 
利用 いた だ く こ と も で きま す 。 詳し く は お 問合せ 下さ い 。 


温泉 (鉱泉 含む お ) に つい て 

価 お客様 が 快適 に ご 入浴 いた だ ける よう に 適切 な 温度 ・ 成 分 と な る よ 
う 加水 ・ 加 温 な ど を し て いる 場合 が あり ます 。 

食 浴 槽 が 多数 ある 宿泊 施設 の 場合 、 ご 入浴 を より 楽し ん で いた だ ける 
PR 
薬 間 な 

但 安心 し て ご 入浴 いた だ ける よう に 、 殺 菌 消毒 を し て いる 宿泊 施設 も 
あり ます 。 

に コミ 4 ap1 nwrd 

価 バ ス 車 内 は 禁煙 で す 。 乗車 中 は 必ず シー ト ベ ルト を 着用 し て くだ さい 。 
利用 バス 会 社 に つい て は 各 コ ー ス ペー ジ を 確認 し て くだ さい 。※ 日 
帰り コー ス の 利用 パス 会 社 は 【 首 都 圏 発 】 天 台 観 光 、 東 栄 観光 パ 
ス 、 ケ イエ ム 観 光 の いずれ か 【 関 西 発 】 国 際 興 業 観 光 バ ス 、 奈 良 交通 、 
日 本 交通 、 ヤ サカ 観光 バス 、 東 豊 観 光 バ ス 、 神 姫 観光 バス 、 両 備 観 光 、 
阪急 観光 バス 、 大 阪 第 一 交通 、 龍 神 自動 車 、 関 西 空 港 交通 の いずれ 
か の 公益 社団 法人 ・ 日 本 バス 協会 加盟 各社 と な り ま す 。 

人 航空 機 利 用 の 場合 、 適 用 運賃 は 個人 包括 旅行 割引 運賃 、 又 は 包括 旅 
行 割引 運賃 と な り 、 ご 利用 上 の 制限 が あり ます 。 利 用 航空 会 社 は 、 
J AL 又は ANA 又 は SF J 又 は SNA の いずれ か と な り ま す 。 

島 JR 利用 の 場合 、 募 集 型 企画 旅行 用 の 特別 運賃 ・ 料 金 を 適用 し て い 
る た め 、 ご 利用 に 際 し て 一 部 制限 が あり ます 。 

※2020 年 5 月 中 旬 乗 車 分 か ら 、 東 海道 ・ 山 陽 ・ 九州 新幹線 に 3 辺 の 合計 
が 160cm を 超え る 荷物 (以下 、 「 特 大 荷物 」) を 車内 に 持ち 込 お 場合 は 、 





こども 旅行 代金 に つい て (ご 


、 下 記事 項 、 及 び 各 コー ス ご と の 掲載 内 容 を 必ず ご 確認 の 上 お 申込 くだ さい 。 


ko に EbAY/ の Se が 
圏 ご の パン フレ ッ ト に 記載 の プラ ン は 全て 洗 









N 共 思 ら 


1 10 ス っ き 座席 の 予 緒 が 必要 (無料 ) で す 。 た だ 
席 数 に は 限り が あり ます 。 ま た 、3 辺 の 合計 が 250cm を 超え る 
匠 物 は お 持込み で きま せん 。 事 前 予約 せ ず に 衝 大 荷物 を お 持込み さ 
れ た 場合 、 車 内 で 手数 料 (1.000 円 税込 ) を お 支払 いい た だ く 必 要 が 
あり ます の で 、 な る べく 和 荷物 は 小分け に し て いた だ く よ う お 願い し 
ます 。 特 大 荷物 の 持ち 込み を 希望 され る お 客 様 は 、 旅 行 の お 申込 み 
時 に お 申し 出 く だ さい 。 ど 不明 な 点 は 、 販 売店 係員 に お 問い 合わ せ 
くだ さい 。 荷物 の 持込み に 関す る 詳細 は 、 JR 東海 (https://www. 
jr-centralcojp/) JR 西日本 (https://www.jr-odekake.net/) JR 
九州 (https://www.jrkyushu.cojjp/) の HP を ご 覧 くだ さい 。 
但 ダ イヤ 改正 に より 、 便 名 ・ 列 車 名 ・ 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 本 数 な ど 
が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


宿泊 に つい て 

介 宿 泊 施 設 の 客室 に お いて 、 基 本 的 に バス ・ ト イレ 設備 の ご 用 意 が あ 
る 場合 は 、 特 に 記載 し て お り ま せん 。 例外 と し て ご 用 意 が で き な い 
場合 の み 詳 細 を 各 コ ー ス ペー ジ に 明記 し て いま す 。 

人 山 旅 ウ オー ク で の 山小屋 宿泊 で は 、 共 同 ト イレ 、 相 部 屋 、 風 呂 な し 
と な り ま す 。 (一 部 山小屋 を 除く ) 

急 お 部 屋 は 、 禁 煙 ・ 喫 煙 、 和 室 ・ 洋 室 な ど 部 屋 タ イプ 、 階 層 、 眺 望 の 
指定 な どの ご 希望 は お 受け で きま せん 。 

銀 同 等 クラ ス の 宿泊 先 は お 選び いた だ け ま せん 。 な お 、 同 等 クラ ス の 
選定 判断 基準 は 当社 に 拠り ます 。 


集合 時 間 に つ いて 

僅 集 合 時 間 は 、 原 則 JR ・ 船 舶 利用 コー ス は 出発 時 間 の 20 て 30 分 前 、 
航空 機 利 用 コー ス は 40 て 60 分 前 、 バ ス 利 用 コー ス は 集合 出発 時 間 を 
掲載 し て いま す 。 (一 部 コー ス を 除く ) 


その 他 ご 注意 事項 

急 航 空 機 ・ 列 車 ・ 船 舶 の 座席 に つい て 特に 記載 の な い 限 り 航空 機 
は 普通 席 、 列 車 は 普通 車 指定 席 、 船 舶 は 2 等 又は 自由 席 と な り ま す 。 

喫煙 ・ 禁 煙 席 、 窓 ・ 通 路側 の ご 希望 は 事前 に お 伺い で きま せん 。 ま た 、 

グル ー プ 、 カ ッ プ ル の 方 で も 座席 が 離れ る 場合 が あり ます 。 

介 コ ー ス 内 容 の 変更 に つい て 航空 機運 航 ス ケ ジ ュ ー ル (鉄道 の ダ 
イヤ 改正 ) な どの 変更 で 各 コ ー ス 中 の 出発 ・ 到 着 時 間 幅 を は ずれ る 
場合 が あり ます 。 ま た 、 混 雑 ・ 天 候 状 況 ・ そ の 他 の 事情 に より 現地 
出発 ・ 到 着 時 間 、 観 光 箇 所 、 行 程 の 順序 、 食 事 時 間 な ど が 変更 と な 
る 場合 が あり ます 。※ 利 用 航空 便 は 往路 ・ 復 路 と も 経由 便 と な る 場 





合 も あり ます 。 
條 料理 写真 に つい て 季節 ・ 仕 入 な どの 都合 に より 料理 内 容 ・ 器 が 
変更 と な る 場合 が あり ます 。 


僅 豚 空 機 ・ 列 車 の 決定 便 は 搭乗 日 、 又 は 乗車 日 の 10 日 前 頃 ま で に お 知 
ら せ し ます 。 (最終 旅程 表 で 確認 し て くだ さい ) 

代 車 椅子 の ご 利用 、 身 体 障害 者 補助 大 の 同行 に つい て は 、 お 申込 時 に 
販売 店 係 貞 に お 申出 くだ さい 。 

借 各 ペー ジ に 掲載 され て いる 宿泊 施設 や 入場 施設 の 情報 は 、 営 業 時 間 、 
食事 場所 ・ 内 容 ・ 時 間 、 入 浴場 所 ・ 時 間 な ど が 予告 な く 変更 と な っ 
た り 、 サ ービス の 提供 が 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 指 定 さ 
れ た 列車 ・ 便 の 運休 な ど に より 、 列 車 ・ 便 の 変更 や 行程 の 変更 が 行 


われ る 場合 が あり ます 。 
記載 の 観光 内 容 が ご 覧 いた だ け な い 場合 


代 天 侯 な どの 諸 条 件 に より 、 
が あり ます 。 

休 掲 載 の イベ ント は 特に 記載 の な い 限 り 2021 年 10 月 現在 の 予定 で す 。 
祭 ・ 花 火 な どの イベ ント が 中 止 ・ 延 期 と な る 場合 、 ま た 、 開 催さ れ 
た 場合 な ど 現 地 に て 公共 交通 機関 の 運行 が 規制 され る 場合 が あり ま 


っ 

人 
こさ い 。 

信 写 真 は イメ ー ジ で す 。 花 ・ 飲 料 な どの 装飾 は 付き ませ ん 。 予 め ご 了 

承 く だ さい 。 


中 京 圏 に お 住ま い の 方 へ 名 古屋 か ら も こ 出 発 い た だ け ま す ! 


( 例 ) 名 古屋 か ら 首 都 國 発 着 ツ アー に ご 参加 、 新 幹線 利用 の 場合 


* 名 古屋 より 西 (九州 方 面 ) に 行く 場合 
・ 東京 班 が 乗車 し て いる 列車 に 名 古屋 か ら 途 中 合流 
※ 首 都 較 発 の 旅行 代金 か ら 5.000 円 引き 


ぁ 名 古屋 より 東 (東京 方 面 ) に 行く 場合 
・ 名 古屋 東京 問 の 新幹線 追加 手配 
※ 首 都 圏 発 の 旅行 代金 に 21.000 円 追加 


( 例 ) 名 古屋 か ら 大 阪 発着 ツア ー に ご 参加 、 新 幹線 利用 の 場合 


ょ 大 阪 より 西 (九州 方 面 ) に 行く 場合 
・ 名 古屋 一 新 大 阪 間 の 新幹線 追加 手配 
※ 大 阪 発 の 旅行 代金 に 13.000 円 追加 ・ 新 大 阪 で 大 阪 班 と の 列車 内 合流 と な り ます 。 


名 古屋 より 東 (東京 方 面 ) に 行く 場合 
・ 大 阪 班 が 乗車 し て いる 列車 に 名 古屋 か ら 途 中 合流 
※ 大 阪 発 の 旅行 代金 か ら 3.000 円 引き 


※ 航 空 便利 用 に つき まし て も 、 現地 空港 合流 の お 手配 を 可能 な 限り 承り ます 。 お 気軽 に ご 相談 下さ い 。 (コー ス に より 、 発着 時 間 や 合流 場所 ・ 方 法 は 異な り ます 。) 


ツア ー の 現地 合流 離 団 も 可能 で す ! 


※JR ま た は 航空 機 利 用 の コー ス は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 20 日 前 まで に お 申し 出 下さ い 。 





※ 詳 細 は お 問い 合わ せ 下 さい 。 ※ 現 地 ま で の 交通 費 は お 客 様 ご 負担 と な り ま す 。 
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テー マ あ る ゆとり 旅 の お 問合せ ・ お 申込 み は こ ちら ! | 王 芝 9 


下記 押 ED 欄 記載 の 販売 
店 へ お 越し くだ さい 。 旅 
の 相談 や 詳し い 情報 を 
係 貞 が ご 案内 し ます 。 


全て の パン フレ ッ ト を 
ご 覧 いた だ ける 


@ 切な 出張 が 入っ た @ 子 ども が 熱 を 出し た 


@ 交通 機関 に 遅延 が 発生 し た 台風 に よる 特別 警報 が で た な ど 


丈二 5 
1 ン 
5 で 





お 申し 込み の 方 へ の ご 案内 (お 申し 込み いた だ く 前 に 、 こ の 頁 と 各 コ ー ス 毎 の ご 案内 と こ 注意 を 必ず お 読み く 


お 電話 で 


10:00<17:00 
( 土 ・ 日 * 祝 日 ・ 
12/30 一 1/3 は 休業 ) 


商品 に 関す る お 問い 合わ せ ・ ご 相談 


06-4964-0012 


(東京 へ 転送 され ます ) 


デジ タル パン フレ ッ ト も チェッ フク! [ 宮 ルト 2 証 齋 


首都 國 


03-5950-2431 


つ / i や き 中 ! 


9@JTB sun theme 


セル 料 が 最大 100% 戻っ て くる nuYsusAnce ーー 


1 ご 加 入 条件 


@ 予 約 人 数 が 8 名 以下 で 保険 加入 日 を 含め 旅行 開始 日 まで 9 日 以上 ある ご 旅行 が 対象 と な り ま す 。 
@ ご 旅行 の ご 予約 日 か ら 起 算 し て 6 日 以内 まで ご 加入 いた だ け ま す 。 ※ 申 込 可能 期間 は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


@ こ 契約 者 は 18 歳 以上 と な り ま す 。 


| リル K: PP XS 


@ ご 加入 内 容 は 、Mysurance の マイ ペー ジ か ら ご 確認 いた だ け ま す 。※ ご 加入 時 に 登録 し た メー ル ア ド レス ・ パ スワ ー ド が 必要 と な り ま す 。 
@ ご 加入 後 、 ご 契約 は Mysurance の マイ ペー ジ か らい つ で も 解約 いた だ け ま す 。 
@ ご 出発 日 を 含め 遡っ て 16 日 前 まで に この 保険 を 解約 し た 場合 、 保 険 料 は 全額 返金 され ます 。※ 保 険 金 の お 受取 り が 無い 場合 に 限り ます 。 


この 保険 の 申込 み は 店 舗 で は で きま せん 。 ご 不明 点 に つい て は 、 サ ン & サ ン 予 約 セン ター03-5950-0303 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 


【 取 扱 代 理 店 】 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク 【 引 受 少額 短期 保険 業者 】 


MysuranCe 株 式 会 社 (損保 ジャ パン 100% 子 会 社 ) 


この 保険 は 、 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク を 契約 者 と し 、 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク が 企画 ・ 主 催す 


お 申込 み は 、WEB 限 定 で 承り ます 
詳し く は こち ら か ら ゅ 


る 旅行 に 参加 する 方 を 被 保険 者 ( 保 銭 の 対象 と な る 方 ) と する Travel キ ャ ン セ ル 保 険 の 団体 在 


約 で す 。 株 式 会 社 JTB8 ガ イア レッ ク は 、 表 売 店 に 団体 契約 の 加入 勧 表 を 傘 託 し て いま す 。 


MYS21-001240 


だ さい 。) 





お 申し 込み の 際 に は 、 必 ず 旅 行 条 件 書 (全文 ) を お 受け 取り いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 


人 @ 募集 型 企画 旅行 契約 


この 旅行 は (株 )]TB が イア レッ ク { 東京 都 峡 島 区 東 思 袋 1-10.1 失 光二 長 宜 人参 録 旅 行 率 第 712 全 。 以 
ド 「 当社 」 と いう ) が 儲 両 突 施 する 旅行 で あり 、 こ の 旅行 に 参加 きれ る お 客 様 は 当社 と 美 集 型 企 貫 旅 
行 奉 約 ( 足 下 「 旋 行 胡 交 」 と いう ) を 締結 する こと に な り ま す 。 ま た 、 旅 行 条 件 は 、 下 記 に よる ほか 、 帰 傍 
お 浴 し する 終 行 条件 ? 全 文 )、 肌 花 前 に お 開 し する 最 火 目 程 家 と 称す る 躍 定 面 び 当社 旅行 薬 
区 寺 間 集 式 企 商 旅行 昌 約 の 部 に より ます 。 な お 、 当 バン フレ ッ ト に 記載 きれ た 旅行 条件 と 員 途 お 渡し 
必用 きれ ます 。 


供 旅行 の お 申し 込み 及び 契約 成立 時 期 

(1) 所 定 の 申込 書 に 所 定 の 峰 環 を 記入 し 、 下 記 の お 車 込 金 を 活 え て お 車 し 込み くだ きい 。 お 申込 金 
は 、 旅 行 代 金 お 支払 い の 際 革 し 中 かせ て で て いただき ます 。 

(2) 電 対 、 鞍 便 、 フ ァ ク シミ リ そ の 凶 の 短信 考 条 で お 店 し 込 み の 場合 、 当 社 ら の 予約 を 承 話す る 宮 の 遵 知 が 
お 客 様 に 鹿 遅 し た 日 の 間 か ら 起 算 し で 3 昌 吹 内 に 単 込 書 の 提出 と 申込 人 金 の 支払 を し て いた だ きま す 。 

(3) お 客 様 が 依 行 予約 サイ ト で 予約 * 店 人 科 で お 支払 いす る 方 法 を 凍 択 し た 場合 、 当 社 の 予約 を 承諾 
する 衣 の 通知 が お 客 様 に 公太 し た 軸 の 翌 目 か も 起 工 し て 2 日 玉 内 に お 再 し 込み 内 容 を 確認 の う 
え 、 申 込 金 の 支払 い を し て いた だ きま す 。 こ の 場合 、 前 環 の 定め に より 契約 が 成立 し ます 。 

3} 旅行 約 は 、 電 話 に よる お 車 し 込み の 場合 、 本 項 (2) に より 直 和 金 を 当社 ら が 受 値 し た と き に 、 ま 
た 、 郭 合 又 は ファク シミ リ そ の 引 の 通信 手段 で お 申し 込み の 場合 、 申 込 交 の お 支払 い 後 、 当 社 ら の 
旅行 契約 を 締結 する 芝 の 通知 が お 客 様 に 列 達 し た と き に 成立 いた し ます 。 ま た 、 電 話 、 誤 便 、 ブ ァ 
クシ ミリ その 他 の 遂 信 手 段 で お 申し 込み の 場合 で も 、 遂 信 契 約 に よっ て 契約 を 成立 きせ る と き は 、 
右記 位 「 通 人 胡 交 」 を 欠 望 きれ ね る お 客 様 と の 塚 行 条 件 (1) の 定め に より 胡 交 が 成立 し ます 。 

(5) お 申込 金 (お ひと り ) 


| 6 円 未満 | 旅行 代 人 の 20%。| 10 万 円満 | 20000 円 | 


念 旅行 代金 の お 支払 い 

旅行 代金 は 参 行 者 発 日 の 前 晶 か らき か の ぼっ て 13HH に あたる 日 より 前 (お 申し 込み が 間際 の 場合 は 
当社 が 指定 する 期日 ほ まで に ) に お 支払 くだ さい 。 ま た 、 お 客 様 が 当社 近所 カー ド 会 社 の カー ド 合 員 で あ 
る 場合 、 お 客 様 の 署名 な くし て 旅行 代金 、 取 消 料 、 迅 釧 諸 質 弄 な ど を お 支払 いた だ く こ と が あり ます 。 
この 場合 の カー ド 利 朝日 は 、 お 客 様 か ら お 申し 風 が な い 限 9、 お 客 様 の 承 護 昌 と いた し ます 。 


人 の 取消 料 
旅行 穫 成立 後 お 客 様 の 都合 で 契約 を 解除 きれ る と き は 、 次 の 金額 を 取消 料 と し て 申し 受け ます 。 


(1) 取 消 料 の 金額 は 、 契 約 書 面 に 明示 し ます 。 
(21 本 表 の 壮 用 に 当たっ て | 行 職 始 後 」 と は 、 別 紙 特 別 裕 信 規 脱 第 2 条 第 3 項 に 規定 する 「 サー ビ 


ス の 提供 を 受け る こと を 開始 し た 時 」 以 降 を いい ます 。 
取消 料 (お 1 人様) 


契約 解除 の 日 


1) 21 日 目 に あたる 日 以前 の 解除 
(日 帰り 旅行 に あっ て は 11 日 目 ) 





2) 20 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 
旅行 代金 の 20% 


(日 帰り 旅行 に あっ て は 10 日 目 ) 
旅行 代金 の 30% 


(3ー6 を 除く ) 

3) 7 日 目 に あたる 日 以降 の 解 際 46 を 除く ) 
4) 旅行 開始 日 の 前 日 の 解除 旅行 代金 の 40% 
5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% 
6) 旅行 開始 後 の 解除 ま た は 無 連 絡 不参加 旅行 代金 の 100% 


※※ お 客 様 の ご 莉 合 に よる 則 信 昌 の 変更 、 運 行 * 給 造機 関 等 行程 中 の 一 部 変更 に つい て も 、 全 体 に 対 
する お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ま す 。 

※ オ プシ ョ ナル プラン 及び 統 容 等 市 増 代 金 に つい て も 、 抽 発 寺 を 基準 と し て 上 記 取 消 料 を 適 訂 いた し ます 。 
※ 各 コー ス に 適用 取消 料 の 明記 が ある 場合 は 、 そ の 取消 料 を 喜 才 いた し ます 。 

賞 功 船 穫 を 利用 する 診 行 に つい て は 、 上 記 の 表 に よら ず 、 コ ー ス ペー ジ 内 に 記載 する 也 清 料 に 失 り ます 。 
※※ お 客 様 の ご 都合 に よる 用 発 日 お よび コー ス の 変更 、 下 送 * 宿 哲 機 関 等 行程 中 の 一 部 の 変更 に つい て も 、 全 
体 に 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 科 の 対 魚 と な り ます 。 


人 旅行 代金 に 含ま れる も の 


旅行 日 笠 に 間 示 し た 運送 機関 の 音質 : 料 金 ( 注 和 の な いか ぎり エコ ノミ ー ク ラス )、 窒 泊 綿 、 食 事 代 、 入 
場 桂 拓 科 等 及び 消費 税 等 語 税 。 こ れ ら の 費用 は 、 お 客 様 の 都合 に より 一 部 利用 きれ な く て る 威 国 
と し て 払い 戻し いた し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交 進 臣 等 め 放 費用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ 
ん 。) 


信 | 当 社 の 責任 | 

( 1 ) 当社 は 募集 王 企 画 行 眉 約 の 民 行 に あたっ て 、 当 社 丈 は 当社 が 手配 を 代行 きせ た 者 の 故意 
又は 半 突 に より 、 お 客 様 に 損害 を な サ え た と き は 、 お 客 様 が 披 ら れ た 携 害 を 及 償 いた し ます 。 た だ し 
指 害 発生 の 妹 時 か ら 起 算 し て 2 年 以内 に 当社 に 対し て 通知 が あっ た 場合 に 限り ます 。 

( 2 ) 手 座 物 に つい て 生じ た 本 牙 () の 損害 に つき まし て は 、 本 項 (1) の お 客 様 か ら の 揚 寄 華 知 期 
腸 更 定 に か か わら ず 提 害 発生 の 末日 か ら 起 外し て 1 提 以 内 に 当社 に 対し て 邊 し 抽 が あっ た 坦 合 
に 限り 、 血 償い た し ます 。 た だ し 、 指 害 額 の 加 何 に か か わら ず 当 社 が 行う 黙 低 尊 は お 1 人 あたり 最 
話 !3 記 円 まで (当社 に 赦 意 又は 各 大 な 導 失 が ある 場合 を 際 き ます 。) と いた し ます 





人 @ 特別 補償 

当社 は 、 当 社 ま た は 当社 が 手配 を 代行 きせ た 者 の 故意 ま た は 過失 の 有無 に か か わら ず 、 間 集 型 企 南 
旅行 約 計 別紙 特別 補任 昌幸 に 区 づき 、 お 客 様 が 募集 葵 企 両 胡 行 馬 加 中 (に 急 洲 か つ 欠 然 な 外 素 の 
事故 に より 、 そ の 身体 、 生 命 ま た は 手 匠 物 上 に 披 っ た 一 定 の 舞 害 に つい て 、 独 下 の 金 額 の 押 陽 におい 
て 、 籠 償 金 また は 元 蜂 金 を 支払 いま す 。 な お 、 考 航 物 の 損害 に 対し て 保険 金 を 支払 うべ き 保 際 約 が 
ある 場合 は 、 当 社 は 、 当 社 が 支払 うべ き 提 害 値 代金 の 拉 を 江 導 する こと が あり ます 。 

・ 死 亡失 償 金 1500 記 円 ・ 入 院外 掴 金 22 一 20 方 円 ・ 遂 院 見 無人 1 一 5 表 親 

・ 携 行 品 指 害 笠 鍛 金 お 客 様 1 宮 に つき ー15 亡 円 (た だ し 、 補 償 対 象 品 1 個 あ た り 10 万 持 を 胡 度 と し ます 。) 


人 @ お 客 様 の 区 任 (抜粋) 

お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に お いて 、 尋 玖 書面 に 記載 きれ た 作 行 サー ビス を 円 消 に 受 殺 す る た め 、 カ が 
一 契約 面 と 異な る 旅行 サー ビス が 名 拭 きれ た と 認 衣 し た と き は 、 旅 行 地 に お いて 加 や か に その 家 を 
送 乗 黄 、 艇 疲 員 、 現 地 が イド 、 当 訪 父 行 サ ービス 左 供 機関 又は お 目 込 冊 に 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 


今 | 通 信 契 約 ] を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 

当社 提 揚 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー ド 会 員 (以下 | 会 員 」 と いう ) よ り | 会 員 の 署名 な くし て 旅行 代金 や 取 

消 料 等 の 支払 い を 受け る 」 こ と (以下 | 通信 契約 拭い う ) を 条件 に お 申込 み を 受け た 場合 、 進 常 の 許 行 

梨 作 と は 以下 の 点 で 虐 な り ま す 。( 受 計 旅 行 業 者 に より 当該 取 航 が で き な い 寺 合 が あり ます 。 ま た 取扱 で 

きる カー ド の 欄 類 $ 受 託 旅行 業者 に より 異な り ま す 。) 

1) 通信 現 約 に よる 譜 行 契約 は 、 当 社 ら の 旅行 現 約 の 轄 結 を 承 語 する 定 の 通知 が お 客 様 に 列 達 し 
た と き に 夏 立 す る る の と し ます 。 

(2)「 カ ー ド 科 用 日 と は 放 行 代金 等 の 支払 いま た は 払 太 し 債務 を 展 行 すべ き 昌 を いい ます 。 旅 行 代金 の 
カー ド 利 用 旧 は 「 克 葉 立 及 と し ます 。 ま た 取消 料 の カー ド の 利用 日 は [ 胡 約 解除 信頼 日 」 と し ます 。 
(た だ し 、 契 交 解 除 人 額 日 が 旅行 代金 の カー ド 利 用 日 以 隆 で あっ た 脇 合 は 、 当 社 は 務 行 代金 か ら 取 消 
料 を 沈 し 引い た 額 を 解除 依頼 旧 の 翌日 か ら 起 算 し て 7 日 前 以内 を カー ド 利 用 日 と し て 払い 戻し ます 。) 

(3) 与 信人 等 の 理由 に より 会 員 の お 目 し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で き な い 場合 、 当 社 は 通信 
契約 を 解除 し 、 赴 定 の 取消 料 と 同 蘭 の 境 約 料 を 市 し 受け ます 。 た だ し 、 当 社 が 周 傍 指定 する 期日 
まで に 現金 に よる 任 行 代金 の お 支払 いし を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 


介 国内 旅行 保険 へ の 加入 に つい て 


ご 旅行 貼 、 け が を し た 場合 、 多 額 の 治 拉 加 、 移 送 難 等 が か か る こと が あり ます 。 ま た 、 事 故 の 場合 、 加 
書 者 へ の 搬 守 農 償 請求 晃 償 金 の 加 収 が 大 変 国 郊 で ある 場合 が あり ます 。 こ れ ら を 担保 する た め 、 
お 客 様 ご 自身 で 充分 な 宜 の 国内 蔵 行 保険 に 衣 入 きれ る こと を お 勧め し ます 。 回 内 旅行 保 際 に つい て 
は 、 お 申込 店 の 販売 貞 に お 問い 合わ せく だ きい 。 


[受託 販 売 】 


巡 定 情報 を 記載 する 最終 旅行 日 程 表 に つき まし て は 、 当 社 より 特に ご 連絡 の 無い 合 は 本 パン フレ ッ ト 記 載 内 容 を も っ て 替え させ て 頂き ます 。 






( 葵 ア 種 


食 事故 等 の お 申出 に つい て 

旅行 中 に 、 事 交 な ど が じ た 場合 は 、 直 ち に 訂 行 の 溢 系 員 ・ 現 地 修 抽 * 運 送 - 窒 泊 機 関 等 旅行 サー ビ 
え 提 供 機 関 、 ま た は 、 お 申込 店 に ご 通知 くだ さい 。( も し 、 通 各 で き な い 事情 が ある 場合 は 、 そ の 事 捕 が 
な く な 5 次 第 ご 信和 燥 くだ さい 。) 

氏 個 人 情報 の 取扱 に つい て 

当社 六 び 販売 店 は 、 旅 行 軸 和 抽 の 請 に 提 旭 きれ た 市 込 書 等 に 記載 され た 個人 情報 に つい て 、 お 客 様 と の 間 
の 連絡 の た め に 利用 きせ て いた だ く ほ か 、 お 客 様 が お 申し 込み いた だ いた 旅行 に お いて 騰 基 ・ 宿 消 機関 
保 座 会 社告 の 挫 伯 する サー ビス の 手配 び それ ら の サー ビス の 受 微 の た め の 手続 に 必 安 な 葛 囲 内 で 利 
用 きせ て いた だ きま す 。 こ の ほか 、 当 社 須 び 販 元 店 で は 、(]) 当 社 及 び 当 社 と 提携 する 企業 の 茹 品 や サー ビ 
え 、 キ ャ ン ペ ー ン の ご 和 染 内 ② 旅 行 多 加 公 の ご 意見 や ご 感想 の ご 提供 の お 願い ③ ア ン ケ ー ト の お 願い 4 
特典 サー ビス の 提供 5 半 計 意 料 の 作成 に お 客 様 の 鍛 人 情報 を 利用 きせ て いた だ く 〈 く こと が あり ます 。 

人 旅行 条件 ・ 旅 行 代金 の 基準 

この 作 行 条件 は 202I 年 0 中 日 を 基 潤 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代金 は 2021 年 10 月 日 現 在 の 有効 な 運 
気 ・ 典 剛 を 其 琴 と し て 算出 し で いま す 。 


旅行 邊 画 ・ 実 施 


JTB カイ アレ ッ ツク 
観光 庁 長 官 登録 旅行 業 第 712 号 日 本 旅行 業 協会 正会員 
東京 都 豊島 区 東池袋 1-10-1 〒170-0013 


| に ン ポコ 居 証 全員 旅行 業 公正 取引 


ー 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協 会 正会員 協 議 ーー ヒー 員 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ は 下記 の 販売 店 を ご 利用 下さ い 。 


- 賠 する 真 任 者 で す 。 


